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　墓はかの下から死体をだして、バチバチバチバチ鋏はさみで切って。

　胸を切り取り心臓動かし、チクチクチクチク糸で繫つないで。




　一人ぼっちの『名前のない化け物グラウエン』。針と糸で作られた。




　胸の中には、ガラスの心臓。冷たい体は傷だらけ。

　作った人は、さようなら。遠い昔に死んじゃった。




『名前のない化け物グラウエン』、『名前のない化け物グラウエン』、お家がない。

『名前のない化け物グラウエン』、『名前のない化け物グラウエン』、名前がない。

『名前のない化け物グラウエン』、『名前のない化け物グラウエン』、心もない。




　死んでいるのに生きている。生きていたって、仕方がない。







　一人ぼっちの化け物は、体横たえ墓の下。

　土を積みあげ、森の下。棺ひつぎの中へ逆戻り。







『名前のない化け物グラウエン』、『名前のない化け物グラウエン』、さようなら。







　二度と、目覚めませんように。
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　目覚めた時、彼は棺ひつぎの中にいた。




　辺りは完全な暗くら闇やみに塞ふさがれている。手を伸ばすと、すぐに堅い石壁に当たった。

　重く冷えた石の匂いが、彼の肺を冒す。四方を囲まれた空間は狭く、死の気配に満ちていた。生きたまま、彼は埋葬されている。そのことに対し、彼は何も感じなかった。

　埋葬された事実自体は記憶にある。だが、それまでの過程も理由も覚えがない。




（…………………私は、何だ？）




　彼の中は空くう虚きよだった。自分の名前すら思い出せない。過去という支えのない自意識は、今にも闇の中に溶けだしそうだ。唯ゆい一いつ自由になる指を動かし、彼は石壁を搔かいた。

　混迷した状況下でも、指先の痛覚だけは鮮あざやかだ。彼は縋すがるようにそれを繰り返す。




　ガリガリガリガリガリガリガリガリガリガリガリガリガリガリ

　だが、単調な音は突然止やんだ。剝はがれた爪つめが、床の上に落ちる。




　激しい痛みが、彼の指先を燃えあがらせた。だが、痛みは徐じよ々じよに和やわらいでいく。

　指を撫なで、彼は違和感を覚えた。人間とは思えない速度で、爪は復活している。

　考えても、理由は不明だ。彼は体の異常を無視すると、蓋ふたを押しあげた。だが、棺は軋きしみすらあげない。脱出は不可能と判断し、彼は体から力を抜いた。




（これは、仕方がないことだ）




　何な故ぜか、彼はそう考えた。冷たい闇を眺ながめ、現実を受け入れる。彼には闇に対する恐怖はなかった。棺に入れられるのにふさわしく、その心は死に、感情は摩ま耗もうしている。




　そして、遠からず体も死ぬはずだ。




　彼は知っていた。棺の中で、人は長く生きられない。すぐに空気は尽きるだろう。

　足あ搔がいても無む駄だだ。彼は大人おとなしく運命を受け入れ、目を閉じる。




　だが、死は訪れなかった。肉体は彼の予測を裏切る。




　彼は劣れつ悪あくな環境を生き抜いた。酸素を、水を、食物を断たたれた体は、意識が鮮明なまま、仮死状態に陥おちいる。皮ひ膚ふ組織の壊え死しすら起こらない。仕方なく、彼は舌を嚙み落とした。だが、それは新しく生える。切断した肉片を飲み込み、彼は気がついた。




　どうやら、自分は人間ではないらしい。




　恐怖はなくとも、圧倒的な時間は、健常な意識を冒した。正気を保ち続けるにも、限界がある。四回目に舌を嚙かみ落おとした時、彼は自身の中に芽め生ばえる狂気に気がついた。

　棺の中に、色彩の変化はない。一陣の風すら、地中には無む縁えんだ。




　訪れない死の代わりに、狂気の支配を待ち始めた時だった。

　───────ザクッ




　堅い音が、彼の耳に届いた。土を掘る音に似ているが、幻聴だと彼は判断する。

　人間は、彼を掘りだすことはない。何故か、彼はそう確信していた。




　───────ザクッ、ザクッ、ザクッ、ザクッ




　だが、音は執しつ拗ように続いた。誰だれかが土を掘っている。地面が深く削けずられ、棺桶が揺れた。

　永遠に続くと思った暗闇に、変化が起ころうとしている。




　棺は、開かれようとしていた。

　───────ザクッ、ガッ




　遂ついに彼は掘り当てられた。軋みをあげ、蓋は横に落とされる。豊富な風と光が、棺を満たした。肺が痛み、網もう膜まくが焼ける。針で撫でるかのように、冷たい空気が肌を洗った。

　痛みが癒いえるのを待ち、彼は震える体を起こした。一度目を閉じ、開く。




　季節は、冬だった。圧倒的な白色が、世界を満たしている。




　地面には厚く雪が積もり、一枚の板の様に凍っていた。渦うず巻まく濃灰色の雲からは、細かな結晶が降ふり注そそいでいる。木々は重く枝をたわませ、銀ぎん細ざい工くのように固まっていた。

　彼は深く息を吸いこんだ。鋭い冷気が喉のどを焼く。彼に感情はない。心は死んでいる。

　だが、その目からは涙が溢あふれた。




　彼は泣きながら、傍かたわらに立つ少女を見つめる。




　棺の前に、鴉からすに似た姿が立っていた。黒い外がい套とうを羽は織おった少女が、スコップを地面に突き立てている。袖そで口ぐちには、拘こう束そく具ぐに似た革ベルトが並んでいた。肩までの銀髪が、冬の風に揺れる。雪よりも、その肌は柔らかく白い。宝石に似た蒼あおい瞳ひとみが、彼を映した。




　過去の記憶はない。だが、彼には断言することができた。

　彼が知る全ての生き物の中で、彼女は最も美しい。




　彼女は血のように紅い唇くちびるを開いた。淡々と冷たい声が響く。




「驚きましたよ。生きていたのですね、人間」




　次の瞬間、彼は自然と口を開いた。疑問は数多くある。何故、彼女は彼を掘りだしたのか。彼のことを知っているのか。だが、重要な問いを全て飲みこみ、彼は訴えた。




「──────私は、人間ではない」




　乾かわいた声は、雪に吸いこまれる。突然の言葉にも、少女は動揺せず、唇を歪ゆがめた。

　自分が掘りだした相手に、彼女は親しげに話しかける。

「これは、これは、意外ですね、人間？　確かに、私は貴方あなたを化け物と聞き、掘りだしました。人を襲い、殺し、埋められた化け物の噂うわさを確かめるため、墓を暴いたのです。だが、中にいた貴方は、残念ながら人間でした」

　彼には、その言葉の意味が理解できなかった。舌を嚙み落としても、再生する人間などいるわけがない。だが、棺の中で生きていた化け物を、少女は人間と断定した。

「私は、本物の化け物を知っています。それは、もっと忌いまわしいものなのですよ。それと貴方は違う。それでも貴方は、自分は化け物だと主張するのですか？」

　人を襲い、殺した記憶は、彼の内にはなかった。少女の語った化け物の噂を、彼は他人事のように反はん芻すうする。だが、次の瞬間、過去に聞いた罵ば声せいが耳に蘇よみがえった。

　拒絶の声、否定の声、怯おびえを孕はらんだ怒声。生々しい人々の叫びが、彼の耳を裂さく。




　──────何故、殺した。この化け物。




　その瞬間、彼は欠けた記憶の一部を取り戻した。

　何故、彼は埋められたのか。何故、暗闇に葬ほうむられなければならなかったのか。

「私は化け物だ。人の中にあって尚なお、化け物だった。だから、私はある唄うたの通りに、埋められたのだ。殺せない化け物を、人々は墓に戻した。私は知っている。私は………」

　彼は憑つかれたように繰り返す。そして、炎のように、頭を焼いた言葉を吐いた。




「私は、『名前のない化け物グラウエン』だ」




　彼は、漸ようやく思いだした。『名前のない化け物』は、童謡に歌われる存在だ。

　それが、人間ではない彼の正体だった。応こたえるように、少女は唄を歌う。

「『名前のない化け物』、『名前のない化け物』、お家がない……それは、伝説上の化け物のことですよ、人間？　貴方は、自分の言葉の意味が、わかっているのですか？」

「知っている。だが、私は『名前のない化け物』だ。だから、埋められた」

　彼は口を閉じる。少女も無言を返した。恐ろしいほどの沈黙が広がる。

　やがて、彼から目を逸そらし、彼女はそっと顔を伏せた。

「────そうですか、貴方は自身を、化け物だと言う」

　少女は歩きだした。凍った雪を踏み、彼女は彼に近づく。

「────人ではないと語る。それならば」

　少女は足を止め、顔をあげた。その瞬間、彼は僅わずかに目を見開く。




　彼女は、驚くほど穏やかな微笑ほほえみを浮かべていた。

　ただひたすらに優しく、喜びすら唇に宿し、彼女は囁ささやく。




「───────私はずっと、貴方を探していたのかもしれませんね」




　彼女は手袋を外し、掌てのひらを差しだした。彼は震える手で、それを握る。




　そして、意味すらわからないその言葉が。

　心のない彼の、全てを決めた。
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　グラーク、グラーク、鐘かねの音。プラーク、プラーク、お家うちにお帰り。

　グラーク、グラーク、鐘の音。プラーク、プラーク、お腹なかが空すいた。




　あそこの子供は、おとつい死んだ。隣となりの肉屋は、底なし食い。

　ぐるぐる煮こんだ豚の鼻。今日は代わりに鍋なべの中。




　あの子の手足を、食べたのだぁれ？




　日が落ちるまで、鐘の音。二回鳴ったら、振り向いて！

　石いし畳だたみ蹴け立たてて、高らかに、『穴蔵の悪魔アリストクライシ』やって来る！




　　　＊　　＊　　＊




　冬は化け物の季節だ。銀色に雪が輝き、息すら凍る日には、墓はかから死者も蘇よみがえる。




　冬は日照時間が少なく、死体の腐敗も遅い。雪と夜に支配された日々は、人々に謂いわれのない恐れを抱かせる。冬に墓を暴あばくことは、今でも各地で禁じられていた。

　だが、エリーゼは二年前に、それを破ったことがある。




　彼女は凍った地面を掘り、中から棺ひつぎを取りだした。




「貴方あなたと出会ったのも、この季節でしたね、グラン？」




　彼女の呼びかけに、隣を歩く青年は頷うなずいた。紅あかく褪あせた茶色の髪が揺れる。その口元は、枯かれ草くさ色いろの外がい套とうの襟えりに隠されていた。髪よりも濃い色の目には、感情が欠けている。

　エリーゼは足を止めた。灰色の空を眺ながめ、彼女は不満げな溜ため息いきを吐つく。

「怠たい惰だに沈黙を選ぶことは、感心しませんね、グラン。私と貴方は、今、新しい街へ辿たどり着きました。前にも言いましたが、こういう時は、言葉が必要なものです。それこそ、どんなに下らないものでも構いませんよ」

　エリーゼは肩をすくめた。黒い外套の下の衣装は、舞踏会にでも出席するような男装だ。鋭利に切きり揃そろえられた銀髪を搔かきあげ、彼女は蒼あおい目で街を見回す。

　木き枠わくに煉れん瓦がや土、漆しつ喰くいを固めて造られた家々は、子供の玩おも具ちやのようだ。整えられた景観は、街の裕福さを示している。冬の祭典の準備か、戸口には木の実形のランタンが飾られていた。エリーゼは微かすかに唇くちびるを歪ゆがめ、グランに視線を戻す。彼は首を傾かしげた。

「……………何を、喋しやべればいいのか」

「なんでも、お好きなようにどうぞ」

「…………ならば、事実を」

「貴方が喋りたいのならば」

　エリーゼは、彼に掌てのひらを向けた。グランは頷き、淡々と応こたえる。

「エリーゼ、恐らく君は腹が減っているんだと思う」

「予想外の返答ですね、グラン。誰だれが人の腹具合を指摘しろと言いましたか、貴様」

　エリーゼは、乾かわいた声で笑った。その口元は引ひき攣つり、蒼い目は醒さめきっている。

　グランは無表情のまま、逆側に首を傾げた。

「君は腹が減っている。これは間違いない」

「まぁ、そうですね。確かに、減ってはいますよ。否定はしません」

「経験上、君は腹が減ると、無む駄だな口数が増える」

「そこで無駄と判断するのは、なかなかに命知らずなことだと思いますが。その点について、貴様はどう考えますか？」

「……命知らずなのだろうか？」

　グランは再び首を傾げた。二人は無言で見つめ合う。数秒後、エリーゼは溜息を吐き、歩みを再開した。大通りには、奇妙に人ひと気けがない。街は沈黙に包まれていた。

「まぁ、いいでしょう。貴方に言葉を求めた私が、愚おろか者でした。早く用事をすませましょう。言っておきますが、まず果たすべきことは、食事ではありません」

　そう告げ、エリーゼは食堂へ向かった。街門近くの煉瓦製の建物に、酒とパンを象かたどった銅板が吊つるされている。軒のき先さきには、小さな黒板が置かれ、料理名が記されていた。

　だが、それは紅い絵具で塗ぬり潰つぶされている。壁にも大量の悪いた戯ずら書がきが躍っていた。




『人肉料理屋』『人食い料理人』

　────────パリーンッ！




　窓ガラスが割れ、ワインの瓶びんが飛びだす。道に血のような紅い液体が広がった。

　扉の持ち手を摑つかみ、エリーゼは無表情に囁ささやく。




「そこを、間違えないように」

「────────了解した」




　────────ガチャッ

　扉を開くと同時に、喧けん騒そうが耳を打った。




　─────糞くそが。人食い料理人。正体を現しやがったな。食人鬼が。化け物が。




　厨ちゆう房ぼうに続く扉の前に、街の男達が集まっている。彼らは罵声と共に拳こぶしを振りあげた。

　食堂には、紅と白の布が掛けられた机が並んでいる。奥には男達が密集しているが、料理は放置されたままで、席は無人だ。エリーゼは軽やかに椅い子すを引き、腰掛ける。

　彼女は手を伸ばし、皿から丸パンを持ちあげた。

「エリーゼ。我々の目的は食事ではないはずだが」

「えぇ、先程言った通りです。変更はありません。ですが、この騒ぎでは厨房に入れない。私達の目的は、あの中に向かわなければ、果たせないでしょう。私はここで待ちます。グラン、貴方は状況を解決してください」

「───────────────了解した」

　淡々と応え、グランは歩を進めた。エリーゼはパンを千ち切ぎり、口に放りこむ。

　粗く挽ひかれた穀こく物もつの甘さを嚙かみ締しめ、彼女は喧騒に耳を澄すませた。

「おい、止やめろ、それを置け。自や棄けになるなッ！　落ち着くんだッ！」

「うるさいッ！　どうせ、お前も思っているんだろう？　私が客を殺して調理したと、そう考えているんだろう？　だったら、本当にしてやろうというだけの話だッ！」

　厨房から、説得の声と絶叫が溢あふれた。それに無意味な野や次じが重なる。

　グランは僅わずかに首を傾げた。彼は腕を伸ばし、中年太りした男の後ろ襟を摑む。

「────────────失礼」

　彼はそのまま、男を持ちあげた。ぶら下げられても、男は気づかず叫び声をあげていたが、事態に気づき、絶句した。グランは彼を隣に降ろし、次々と男達を摑んでいく。

　その度、沈黙が広がった。降ろされた男達は、呆ぼう然ぜんとグランを見つめる。

　扉の前に道を作り、彼は厨房へと侵入を果たした。

「誰だ、お前はッ！　私の厨房に勝手に入るなッ！」

　狂気的な叫び声が響く。店員らしい青年の首筋を抱え、料理人は包丁を振り回した。青年は榛はしばみ色いろの瞳ひとみを震わせる。料理人の説得にあたっていた警官は、慌あわてて振り向いた。

　金ボタンの目立つ、紅い制服姿の警官は、目を見開く。

「き、君は、誰だ、急に」

「────何が望みだ？」

　警官を無視して、グランは料理人へ尋たずねた。料理人は髭ひげを蓄たくわえた口元を震わせる。

　白く清潔な服に包まれた胸元が、膨ふくらんだ。熱に浮かされた口調で、彼は訴える。

「私は殺していない。私は殺していない私は殺していない。私は殺していないんだ！　人肉なんて、使ったこともない！　それなのに、誰も私を信じない！　もうこの店はおしまいだ。それならば、本当にしてやる。本当に、人食い料理人になってやるさッ！」

　彼は狂気的に唾つばを飛ばした。切せつ迫ぱくした二人の様子を見て、男達は叫ぶ。

「あ、アイツ…………………………聞いてねぇッ！」

　料理人の絶叫を無視し、グランは歩きだしていた。彼は調理台に置かれたまな板に近寄る。巨大な鱒ますの横で、凶悪な包丁が光った。料理人は、警戒するように唸うなりだす。

　警官は、慌ててグランを止めた。

「や、止めろ、刺激するんじゃないッ！」

　だが、グランは包丁を無視した。彼は斑はん点てんの鮮やかな、ぬめる尾を摑む。




　彼はそのまま、片腕に巨大な鱒をぶら下げた。

「………………………………………………鱒？」




　誰かが、呆然と呟つぶやく。グランは無言で料理人の下へ戻った。

　彼は前触れなく、巨大な鱒を振り抜いた。鱒は青年の鼻先を掠かすめ、包丁に突き刺さる。グランの手を離れ、鱒は包丁を搔かっ攫さらい、厨房を横切った。

　壁に激突し、鱒は網焼き用の鉄網の上に落ちる。




　───────ガッ、ビィィィィィイイイイイイイイインッ！

　鋭い音をあげ、網がしなった。その下では、炭火が燃えている。




　頭に包丁を突き刺さしたまま、鱒は香ばしく焼け始めた。




「はっ？　へっ？」




　空からになった掌を開閉し、料理人は首を傾げた。グランは無言で踵きびすを返す。男達は、呆然と彼を見送った。重い沈黙の中、グランは厨房を後にすると、エリーゼの下へ戻る。

「完了した、エリーゼ」

「そうですか、ご苦労様、グラン。このワインはなかなかの味ですよ、飲みますか？」

「遠慮する。君も止めるべきだ。空腹に、酒はよくない」

「つまらないことにこだわっていては、それこそ人生にとって毒ですよ」

　忠告を鼻で笑い、エリーゼはグラスを傾けた。勝手に拝はい借しやくした瓶の中は、空に近い。

　男達は呆然と顔を見合わせた。次に、揃って厨房を見る。




　次の瞬間、彼らは雄たけびをあげ、厨房内へ押し寄せた。




　　　＊　　＊　　＊




「この野郎」「テメェ」「手間かけさせやがって」「鱒焦こげてんぞ！」「誰か食え！」




　口々に叫びながら、男達は料理人を縛りあげる。騒ぎを醒めた目で眺め、エリーゼはワインを飲み干した。彼女は黒い外套を翻ひるがえし、立ちあがる。腕を掲かかげ、指を鳴らした。




　──────パチンッ

　戸と惑まどいの視線が、一斉に彼女に向けられる。エリーゼは朗ろう々ろうと声を響かせた。




「この街で、七人の人間が姿を消したそうですね？」




[image: ]








　眉まゆをひそめながら、禿とく頭とうの男が頷いた。高らかな靴くつ音おとと共に、エリーゼは歩きだす。

　彼女は演説をするように語りながら、厨房を横切った。

「その内三人の手足が、この食堂の残ざん飯ぱんから発見された。ですが、料理人は殺していないと言う。決定的な証拠はなく、彼は保ほ釈しやくされましたが、人食い料理人と蔑さげすまれた……今回の喜劇的な騒動の発ほつ端たんは、そうですね？」

「あ、あぁ。そうだ。って、あんた、旅行者……だよな？　なんで知ってんだ？」

「知っていて当然ですよ、人間。近隣の街で陰いん惨さんな噂うわさを耳にし、私はこの街を訪れたのですから。そうでなければ、私がわざわざ立ち寄る理由など皆かい無むです」

　エリーゼは堂々と応えた。男達は顔を見合わせ、口々に囁く。

「噂広まってるぞ、おい」「普段は静かなぶんなぁ」「にしても趣味悪ぃぞ、この娘」

　陶器製のタイルの床を踏み、エリーゼは立ち止まった。氷で食材を冷やす、木製の大型冷蔵庫を睨にらむ。その隣にグランが並び、恭うやうやしく彼女の手をとった。

「証拠は見つからず、料理人を犯人とは呼べない。だが、他の誰とも断定はできない。それも当然です。愚ぐ昧まいな貴方がたには、決して見えはしないでしょうがね、人間」

　次の瞬間、エリーゼは手を伸ばした。銅製の取っ手を摑み、冷蔵庫を引き開ける。




　─────────ガチャンッ

「彼らは、人でない者に攫われたのですから」




　厨房から、人が消えた。後には、グランとエリーゼだけが残る。

　血混じりの水が、タイルの隙すき間まを緩ゆるやかに満たした。冷蔵庫の中には、舌をだした豚の頭が並んでいる。下段には、柔らかな鶏冠とさかがみっしりと詰められていた。

　洗い場には汚れた皿が積まれ、鉄網の上では、鱒の代わりに肉にく塊かいが炭化している。




　壁に飾られた巨大な包丁は、人の首すら切り落とせそうだ。

　厨房は、異様な場所に変へん貌ぼうを遂とげていた。同じ構造の別の空間と化している。




　辺りを見回し、エリーゼは舌打ちした。彼女は勢いよく冷蔵庫を閉じる。

「侵食が激しいですね。どうやら、主題は『食欲』のようだ。しかも、肉好きらしい。これでは行ゆく方え不明者の生存は、絶望的でしょう………行きますよ、グラン」

「────────了解した」

　グランを伴ともない、エリーゼは厨房を横切った。開いたままだったはずの扉を開ける。

　扉は、食堂とは完全に異なる空間へ繫つながっていた。宮殿のように豪ごう奢しやな廊ろう下かが、左右に伸びている。弧こを描いた深しん紅くの天てん井じようには、等とう間かん隔かくにシャンデリアが吊るされていた。

　腕木の上で、無数の蠟ろう燭そくの火が揺れる。磨みがかれた床は、まるで鏡きよう面めんのようだ。




　その上に、純白の布が掛けられた、廊下と同じ長さの食台が置かれていた。

「……………なるほど。これは、ひどい。羽目を外しすぎだ。急ぎましょう」




　食台の先は、廊下と共に闇やみに飲まれている。エリーゼは床を蹴り、食台に飛び乗った。グランも後に続く。二人が疾しつ走そうするに連れ、純白の布の上に、皿が並び始めた。

　百を超えるグラスが連なり、大皿が積み重ねられる。邪じや魔まな食器を、エリーゼは足で払い、厚い靴底で踏み割った。豆や野菜の切きれ端はしが転がり、食いかけの肉が散らばる。

　腸ちよう詰づめやハムの類たぐいは、半なかば溶け、皿と癒ゆ着ちやくしていた。歯形のついた皿まである。

「食欲が暴走しすぎです。『領地』に、本人が飲まれかけている。愚かな話ですよ」

「……………………急ごう」

　グラスや皿の割れる音が、容よう赦しやなく響いた。高い音が、楽器のように連なる。

　鋭い破片が飛び散った。滑り落ちた肉が、チーズじみた脂し肪ぼうの塊かたまりに変化する。




　やがて、遠くに終端が見えた。晩ばん餐さん会かいを描いた壁画の前で、食台は途切れている。




　それを見て、エリーゼは手を振った。空間に穴が開く。中から、彼女は回かい転てん式しき拳けん銃じゆうを摑みとった。一瞬の動作は、あたかも彼女の掌から、拳銃が生じたように錯さつ覚かくさせる。




　食台の終端に座る人物に、エリーゼは銃口を向けた。

　小柄な老人が、豪奢な椅子に埋もれ、孤独に食事をしている。




　貴族的な装よそおいに包まれた体は、枯れ木のように瘦やせていた。滑こつ稽けいなほど巨大なナプキンが、皺しわ塗まみれの首を飾っている。ナイフとフォークを手に、老人は食卓に着いていた。

　彼の前は綺き麗れいに片づけられ、銀の皿が一枚だけ置かれている。




　上等な皿の上では、瑞みず々みずしい生肉が、薔ば薇らの形を描いていた。

「………エレ、イン？　ユージン殿の娘、か？　何な故ぜここに？」




　食器の割れる喧騒に気づかなかったのか、老人は呆然と呟いた。緩んだ唇の端から、涎よだれがだらしなく糸を引く。エリーゼは華やかに微笑ほほえみ、彼に語りかけた。

「お久しぶりですね、アンセルム・フォン・アリストクライシ」

　挨あい拶さつと銃声が重なる。老人の体が爆はぜ、胸から血が飛び散った。エリーゼが放った二発の弾丸は、的確に彼の肺と心臓を貫く。老人はフォークを手放し、胸を押さえた。

「ッ…………ぐあッ…………」

「そして、永遠にさようなら」

　エリーゼは手を振り、拳銃を割れた空間へ戻した。虚こ空くうから長剣を摑みだす。

　食台を蹴り、彼女は更に加速した。老人の下へ、矢のように飛ぶ。だが、次の瞬間、椅子に埋もれていた体は消えた。剣は無意味に、椅子を貫く。




　─────────ダンッ！

　彼女は椅子の背に着地し、倒れる前に蹴り飛ばした。食台の上へ勢いよく戻る。




　剣が刺さったままの椅子が、壁に激突した。直前まで彼女がいた場所を、ナイフの銀光が縫ぬう。入れ違いで前へ出たグランが、その柄えを摑み、投げ返した。

　シャンデリアに摑まっていた老人は、拳でナイフを打ち落とす。

　胸からは流血が続いているが、絶命の気配はない。猿のような体勢で、彼は叫んだ。

「ぐうっ、ええぃ、止めろ止めろ止めろォッ！　貴様、何をしに来たッ！　エレイン・フォン・アリストクライシッ！　人の巣に何をしに来たのかッ！　ッう！」

　怒りに歪んだ顔を、大皿が掠めた。グランが食台の皿を摑み、円盤のように投げつける。飛び来る皿を、老人は次々に叩たたき落おとした。割れた破片が、拳に無数の傷を生む。

「止めろッ、止めろッ、わずらわしい、ぐうっ！」

　皿に隠し、投げられた短剣が、老人の頰ほおを貫いた。

　彼は顔を押さえ、落下する。グランの行動を見ていたエリーゼは、再び虚空から銃を摑んだ。食台に倒れた老人に、引き金を引く。数発が胸に着弾した。




　次の瞬間、老人は憤ふん怒ぬの面持ちで顔をあげた。

　紅く濡ぬれた掌が、純白の布へ叩きつけられる。




「え、れ、いいいいいいいんいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいんッ！」




　彼の顔の皮膚は、醜みにくく蠢うごめいていた。皺が唇に変化し、ナイフを咀そ嚼しやくしている。

　胸にも同様の変化が起こっていた。胸元に生まれた唇は、今では鉛玉ごと、邪魔な服を貪むさぼっている。剝むきだしになった肌の上を、汗と血が涎のように流れ落ちていた。

「全身に口ができる『賜たまわり物もの』ですか。肌を傷つける対象を食らい、内部への損そん傷しようを防ぐ、と………銃も剣も、ただ当てるだけでは効果が薄い。なるほど、これは悪あく食じきですね──────グランッ！」

　グランは無言で身を屈かがめた。エリーゼは食台を蹴り、彼の腕に着地する。

　グランは強きよう[image: ]じんな腕を振り抜き、彼女を前へ投とう擲てきした。エリーゼは銃を消し、虚空から両手に長剣を摑みとる。上体を起こした老人の胸に、長剣を深々と突き刺した。

　勢いに任せ、二人は食台の上を滑る。老人の背中で、皿が次々に割れた。食台の終端で二人は停止する。エリーゼは剣を更に押しこむが、刃は唇に飲みこまれた。

　貫通箇か所しよの肌は、既に変化している。老人は指をさ迷わせ、フォークを摑んだ。

「無駄なのがわからんのかぁッ！　えれいぃんッ！」




　次の瞬間、エリーゼは二本の剣を左右に引いた。

　唇を、真横に裂く。




「ぎ、ぃいいいいいいいいいいいいいいいいいッ！」

　裂さかれた唇は柔らかく崩れ、皺へ戻った。老人は手足をばたつかせる。エリーゼは体重をかけ、彼を食台に縫い留めた。老人の全身にできた唇から、血泡が吹きだす。

「おっ、ごっ、あ、あ、あぁ……何故だ、何故だ、何故ぇッ、なぜぇっ！」

　彼は無ぶ様ざまに泣きだした。エリーゼと同じ蒼い瞳から、涙が零こぼれ落おちる。

「何故だ、何故、何故、私を殺す？　エレイン、エレイン、貴様何故ッ、同族をォ」

「何故かは、ご存じでしょう？　アンセルム。貴方はよぉくご存じのはずだ」

　エリーゼは甘く囁いた。老人は痛みを忘れたかのように、惚ほうけた顔をする。

　次の瞬間、彼は顔中を激しい憎悪に歪め、吐き捨てた。

「ま、さか……私が、私が人を食らったからか？　愚ぐ鈍どんな肉どもを食らったせいか？　もしや、人間に加か担たんしたか、加担するか、エレイン、えれいいいいいいん貴様誇りを」

「私は、そのような瑣さ事じに興味はありませんよ、アンセルム。人が殺されようが、食われようが、私にはどうでもいいことです。貴方はお好きになさればいい」

　エリーゼは淡々と応えた。老人は、蒼い目を細める。

　その顔に、一瞬、純粋な困惑が過よぎった。

「な………何故、だ？　それならば、何故だ、エレイン………何故、私を殺、す？」

「簡単なことですよ、アンセルム。貴方は『十二月の喧騒』をお忘れですか？　私は忘れていましたがねぇ。貴方は覚えているはずだ。ねぇ、アンセルム。そうでしょう？」

　口づけるように顔を寄せ、エリーゼは囁いた。

　優しげな笑みを間近で見て、老人は息を飲む。彼は激しく歯を震わせた。

「え、エレイン………私は…………私は、彼女には、彼女には、同情して、ギィツ！」

　その腹を、エリーゼは踏みつけた。彼女は笑みを消し、無表情に体重をかけていく。

　厚い靴底が、腹に詰まった内臓を踏み潰した。

「ギッ、ギッ、ギッ、ギィィィッ！　ぐごおっ」

　老人は悶もん絶ぜつすると、吐き戻した。真まっ赤かに染まった吐と瀉しや物ぶつが、ぶちまけられる。

　血と胃液の中には、新鮮な肉片が浮いていた。




　エリーゼは、再び柔らかく微笑む。




「理由は以上です。さようならアンセルム──────速すみやかに死に晒さらせ」




　極限まで腹に体重をかけ、エリーゼは剣を引き抜いた。胸から大量の血が吹きだす。老人は傷口を押さえるが、血潮は止まらない。苦く悶もんの声は、やがて小さくなった。

　老人は全身を弛し緩かんさせ、動かなくなる。呆あつ気けにとられるほど、瘦せた体が転がった。

　エリーゼは、無表情に死体を見降ろした。頰についた血を拭ぬぐい、乾いた声で呟く。

「………………………これで、また一人」

　老人の絶命を見守り、グランは食台から跳び降りた。彼は辺りを見回し、床に跪ひざまずく。

　食台の下を隠す布を捲めくった。小さく頷き、エリーゼを呼ぶ。

「エリーゼ。来てくれ」

「どうしました、グラン？　何かありましたか？」

　エリーゼは、彼の隣に跳び降りた。食台の下を覗のぞき、眉をひそめる。

　磨かれた床の上に、人の頭部が置かれていた。三人の男女が涙を流し、唇を弛緩させている。その鼻には紐ひもが通され、豚の鼻じみた悪趣味な形に加工されていた。

　三本の紐は、互いに結ばれている。エリーゼは、小さく舌打ちした。

「やはり、手遅れでしたか。人の生死に、特にこだわりはありません。それでも、生きていれば幸いなことだとは思っていたのですが………ん？」

　彼女は目を細め、完全に食台の下に潜もぐりこんだ。上の混こん沌とんと異なり、そこには何もない。がらんとした空間には、人間の頭部が三つ転がっているだけだ。

「…………………………足りない？」

「行方不明者は、七人だったはずだ」

　グランは、彼女の疑問を補足した。エリーゼは食台の下から這はいだす。

　絶命している老人を見つめ、彼女は軽く指の背を嚙んだ。

「食堂で発見された手足は三組。恐らく、人間の反応を見て楽しむため、アンセルムが放りこんだ物でしょう。三つの頭部は、記念に手元に残した。だが、行方不明者は七人。失しつ踪そう時期が近いことを考えれば、残りの四人だけ、頭部を残さなかったとは考え難がたい………だが、彼らが生きて、捕らえられている可能性は………」

　エリーゼは顔をあげた。異様な長さの食台の上には、大量の料理と皿が並んでいる。

『領地』は、暴走した『食欲』に支配されていた。グランは低い声で応える。

「──────薄いな」

「まぁ、生きていれば、崩壊と同時に元の世界へ戻されるでしょう。ですが、もしも生存者がいないのならば……ここに、死体は三つしかない。残りの四人は誰が攫った？」

　自問し、エリーゼは蒼い目を細めた。彼女の足元で、床が震えだす。熱せられた脂肪のように、磨かれた床は端から溶け始めた。巨大な雫しずくが、虚空へ落ちていく。




「『穴蔵の悪魔アリストクライシ』が、もう一人いる可能性がある。そういうことですか？」




　エリーゼは訝いぶかしげに囁いた。壁も重くしなり、溶けた飴あめ細ざい工くのように崩れていく。

　エリーゼとグランは、背中合わせに立ち、柔らかく震える天井を見あげた。

「アンセルムは絶命した。崩れますよ」

「ああ」

　グランは淡々と頷いた。壁と床は混ざり合い、複雑な色の波と化す。天井も雫に変わり、雨の様に溶け落ちた。廊下を構成する物は一つになり、波打ちながら消えていく。




　色の奔ほん流りゆうは流れ去った。二人は、元の厨房に戻される。




　エリーゼとグランは手を繫ぎ、開いた冷蔵庫の前に立っていた。

　冷蔵庫の中には一般的な食材が並び、鉄網の上では鱒が焦げている。

　男達は、呆然と二人を見つめたままだ。エリーゼは厨房を見回し、崩壊した空間から、他に吐きだされた人間がいないか確認した。だが、変化はない。




「やはり、生存者はいない」




　──────────────パタンッ

　小さく呟き、エリーゼは冷蔵庫を閉じた。




「ええっと………嬢じようちゃん、冷蔵庫に何かあったのか？」

　禿はげ頭あたまの男が、恐る恐る尋ねた。二人が消えてから、戻って来るまでに、本当はかなりの時間が経過している。だが、男達は二人の消失と帰還を、認識できていなかった。

　男の問いを無視し、エリーゼは髪を搔きあげる。その姿を見て、丸鼻の男が叫んだ。

「ん、なんか……………お、おいッ！　あんた、それどうしたんだッ！」

「騒がしいですね。どうかしましたか、人間………あぁ、これですか？」

　エリーゼは、軽く両腕を広げた。彼女の黒い外套には、血が飛んでいる。

　丈夫な布地の上を、紅色が伝い落ちていた。男達は、口々に動揺の声をあげる。

「い、痛くないのか、それ？」「さっきまで、怪け我がなんてしてなかった、よなぁ？」

「なんの血だよ、なんのッ！」「おっかねぇ、なんか、おっかねぇぞこの姉ちゃん」

　エリーゼは、外套を見降ろした。面倒そうに目を細め、適当に言葉を続ける。

「まぁ、お気づかいなく。あぁ、そうだ。手品の一種ですよ。驚きましたか？」

「なんで、ここで手品やるんだよッ！　意味わかんねぇよってか、血だろそれぇッ！」

　髭面の男の指摘を、エリーゼは再び無視し、踵を返した。グランも後に続く。

　制服姿の警官は我に返り、慌てて二人を追った。

「い、いや。待ってくれ、その血はなんだ？　そもそも、君達は何故、この食堂にやって来たんだ？　つまり、ええっと、この料理人とは知り合いなのか？」

　全く事態を把は握あくできていないのか、彼は混乱した問いを続ける。

　エリーゼは唇を吊りあげた。迷いなく答えを返す。

「先程もお話ししたはずですよ、人間。私は事件の噂に興味を持ち、現場を訪れました。すると、騒ぎになっていたので、このグランに命じ、捕ほ縛ばくを手伝わせたのです。お役には立てたはずですが、何か問題でも？」

「いや……それについては、確かに……いや、だが……しかし、その血は」

　警官は、言葉を重ねようとする。だが、上う手まくいかない。

　彼の肩をねぎらうように叩き、エリーゼは隣を通過した。

「誰かが怪我をしたわけではないのです。判断に迷うことは、無視した方が楽ですよ、人間。人には決してわからないことも、この世には存在します」

　厨房の扉の前で、エリーゼは立ち止まった。顔だけを後ろへ向ける。

　彼女は縛られている料理人へ、話しかけた。

「あぁ、そこの料理人に朗ろう報ほうです。この食堂に、もう人の手足が現れることはないでしょう。包丁を突きつけた罪には問われるでしょうが、後は、再び好きに生きればいい」

「───────は、あ？」

「──────では、失礼」

　混乱する男達に優ゆう雅がな礼をし、彼女は歩きだした。グランを伴い、厨房からでると、食堂を後にする。警官は、慌てて二人の後を追った。扉を開き、呼びかける。

「ま、待ちたまえ、君達、名前はッ！」

　エリーゼは銀髪を揺らし、振り返った。足を止め、彼女は何かを考える。

　しばらくして、冷たく、乾いた声が響いた。




「私の名は、エリーゼ・ベロー」

　─────または、エレイン・フォン・アリストクライシ。




　誰にも聞こえないよう彼女は囁く。自じ嘲ちよう気味に、その唇が歪んだ。

　だが、それを振り払い、彼女は満面の笑みで続ける。










「この街には、復ふく讐しゆうのため、訪れました」




[image: 間章　一]







　小さな少女の手は、砂さ糖とう菓が子しか、雪の彫ちよう像ぞうのように白い。

　彼は大切な物を扱うように、彼女の手を軽く、恭うやうやしく握にぎった。




　先程まで、彼は棺ひつぎの中にいた。暗くら闇やみから解放された世界は、何もかもが眩まぶしい。

　自身を掘りだした少女と手を繫つなぎ、彼は森の中を歩いていく。




　少女の手は冷たいが、中心に微かすかな体温が残されていた。濃灰色の雲からは、雪が降り続いている。二人の背後には、黒い足あし痕あとが並んでいた。それは墓ぼ地ちまで続いている。

　雪に覆われた地面には、無残な傷口のように、黒い穴が開いている。




　穴の底には、空からの棺が残されている。




　彼は不意に立ち止まった。最後に墓地を見るため、振り返ろうとする。だが、少女に強く手を引かれた。彼が下を見ると、少女は蒼あおい目を瞬またたかせる。彼女は淡々と囁ささやいた。




「振り向く必要はありません。貴方あなたはもう棺の外にいます。止やめておきなさい」

　忘れることができるのならば、忘れてしまった方がいいでしょう。




　彼女の言葉に、彼は頷うなずいた。だが、彼は知っている。棺の中の記憶を、忘れられはしないだろう。暗闇の日々は、既すでに彼の根こん幹かんに食いこんでいた。だが、彼は歩を進める。

　重い沈黙が広がった。不意に、彼は呟つぶやく。

「……………君は何な故ぜ」

「なんです？」

「君は何故、私を掘りだしたんだ？」

　少女は再び彼を見あげた。片手にスコップを、片手に彼の手を握り、彼女は微笑ほほえむ。

「やっと、まともなことを喋しやべりましたね」

　少女の銀髪が揺れ、髪を飾る白色が散った。彼女は淡々と言葉を続ける。

「私はある街で、貴方の噂うわさを聞いたのです。村人を虐ぎやく殺さつした末に捕らえられ、埋められた化け物がいるとね。私はある化け物を捜していました。だから、墓はかを暴あばいたのです」

「………掘りだして、どうするつもりだったんだ？」

　彼は知っている。人は化け物を掘りださない。絶対に化け物を認めはしない。

　だが、少女は、彼を掘りだした。数秒の間が空あく。彼女は冷たい声で応こたえた。




「──────殺す、つもりでした」




　彼は足を止め、少女を見降ろした。蒼い瞳ひとみが、彼を見あげる。

　少女は怜れい悧りな笑みを、口元に浮かべた。

「怯おびえましたか？」

「すまない、その感情はわからない。ただ、予想外だった」

　彼は、重い灰色の空を見あげた。無感情に呟く。

「君は、私を殺すつもりだったのか」

「貴方ではありませんよ、馬鹿者。貴方は、私の知る化け物とは異ことなります」

　少女は再び歩き出した。彼も隣となりに並ぶ。共に歩きながら、彼は目的地を知らない。

　ただ、木々の間に伸びた道を、少女と進み続ける。

「私以外にも、化け物がいるんだな」

　彼は淡々と呟いた。少女は小さく笑う。蒼い目に、初めて愉ゆ快かいそうな色が覗のぞいた。

　僅わずかに弾んだ声で、彼女は囁く。

「驚くかもしれませんがね、馬鹿者」

「なんだ？」

「私も、化け物なのですよ」

　彼は無言で記憶を探った。過去は濃厚な闇に包まれている。だが、自分の他に化け物がいたとは思えなかった。この世界は、人間に支配されている。

　名前をもたない化け物の居場所など、棺の中にしかない。

「それは………」

「貴方の主張は知りませんがね。私は化け物なのですよ。むしろ、私から見れば、貴方のほうこそ人間です。どの辺りが化け物なのか、私にはまだわかりかねますね」

　少女は鼻で笑い、口を閉じた。彼も今度は、否定の言葉を続けない。雪を踏む音が響いた。冬の森には、鳥の鳴き声すら聞こえない。耳が痛くなるほどに静せい謐ひつだ。




　どこへ行くのか、少女は語らない。だが、彼はどこでも構わなかった。

　雪の白さが、冷たさが、彼には苦ではない。彼には、感情がなかった。




　それでも、棺の中に戻りたいとは思わない。彼らは墓から遠く離れていく。




　森の中は、まるで、二人しかいないかのように静かだ。

　このまま永遠に、どこまでも歩けるような気さえした。




「ねぇ、貴方は…………」




　少女は、不意に彼の手を強く引いた。その顔は僅かに、緊張で強こわ張ばっている。

　拒絶の言葉を恐れるかのように、少女は息を飲んだ。




　そして、低い声で囁く。




「『穴蔵の悪魔アリストクライシ』を、知っていますか？」
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　ルーシュカ・ルーシュカ・プリースカ

　貴方あなたはここで、唄うたを歌う。愛いとしい人へ唄を歌う。




　ルーシュカ・ルーシュカ・プリースカ

　私はここで、唄を歌う。愛しい貴方へ唄を歌う。




　善よき人の心は天の上。だから、貴方は泣かないで。




　墓はかの下には、何もいない。




　　　＊　　＊　　＊




　冬は化け物の季節だ。銀色に雪が輝き、息すら凍る日には、墓から死者も蘇よみがえる。

　その言い伝え通り、彼はかつて、棺ひつぎの中から抜けだした。




　冬が訪れる度たび、グランはあの日のことを思いだす。白く鮮あざやかな冬の森は、どれほど時が経たとうと薄れはしない。網もう膜まくに焼きついた情景は、奇跡のように美しかった。




　小さな手をとり、森を出て以来、彼はエリーゼと共にいる。




　石せつ鹼けんを手に落とし、グランは丁てい寧ねいに泡立てた。目の前の白い腕に、手を滑すべらせる。

　陶製の浴よく槽そうに浸つかったエリーゼは、蒼あおい瞳ひとみで天てん井じようを見あげていた。グランはタイルに跪ひざまずき、着衣のまま、彼女を洗っていく。細い首筋を撫なで、濡ぬれたうなじに触れた。

「エリーゼ。人に復ふく讐しゆうを、告げる必要はない」

「わかっていますよ、グラン。後から冗じよう談だんだと、訂正したではないですか。私達がこの街に来たのは、観光のため。表向きはそれで十分だと、私も知っています」

　低い声に、エリーゼは不機嫌に応こたえた。泡に包まれた腕を、彼女は浴槽へ滑らせる。

　グランは、その銀髪を泡立て、取っておいた湯で流した。次に、浴槽の湯を捨て、全身を洗う。エリーゼの白い腹には、異様な傷きず痕あとがあった。青黒く鬱うつ血けつした嚙かみ痕あとが、花弁のように刻まれている。臼きゆう歯しを持つ獣けものが、意図的に嚙んだかのようだ。

　髪用とは別の湯で体を流す。エリーゼは濡れた前髪を搔かきあげた。冷たい声が響く。

「『穴蔵の悪魔アリストクライシ』は全て殺さなければならない。邪じや魔まされるわけにはいきません」




　グランは無言で頷うなずいた。同時に、これまでの日々を思い返す。

　雪の降る森で、二人は出会った。




　グランとエリーゼは、人間ではない。二人は別種の化け物だった。




　　　＊　　＊　　＊




　彼は『名前のない化け物グラウエン』。少女は『穴蔵の悪魔アリストクライシ』。それは互いに伝説上の存在だ。




『名前のない化け物』は、この国の南部地方に伝わる逸いつ話わだ。

　死体から造られた化け物は、人の心を持たなかった。体に縫ぬい目めのある彼は、人間にはなれず、生きたまま棺へ戻される。




『穴蔵の悪魔』は、北部地方に伝わる逸話だ。夜な夜な領民を攫さらい、宴うたげを開いていた領主は、反乱にあい、体を燃やされた。だが、彼は死なず、領民を虐ぎやく殺さつし、闇やみへ消えた。

　悪魔の血族である領主は、以来人を攫い、地獄の宴を開き続けている。その名は、アンドレアス・フォン・アリストクライシ。悪魔の巣穴に隠れ、人を攫う化け物だ。




「君から『穴蔵の悪魔』について聞かされた時、俄にわかには真実だと判断できなかった」

「今更なんですか、グラン。信じ難がたくとも、伝説は本当ですよ」

　毛糸の寝巻きを着こみ、エリーゼは暖だん炉ろの前に座った。火の熱で髪を乾かわかしていく。




　アンセルムとの戦いから一夜明け、二人は宿屋に泊まっていた。




　この街の唯ゆい一いつの宿屋は、古く由ゆい緒しよある建物だ。部屋は広く、立派な暖炉が備えられている。エリーゼの銀髪が血で固まっていることに気づき、二人は店主に湯を頼み、朝から洗い直していた。エリーゼは暖炉の前で膝ひざを抱え、顎あごを載のせる。

　火に照らされた肌は、透けるように白い。

　色素が薄いのは、『穴蔵の悪魔』の特徴だ。中には、人に紛まぎれるのが不可能なほど、異色の目を持つ者もいるという。体には、悪魔の祝福である嚙み痕が刻まれていた。

　身体能力や寿命は人を凌りよう駕がする。だが、外見上は、人とそこまで大きな差異はない。足の爪つめに触りながら、エリーゼは話を続ける。

「領主とその一族は、伝説通り、闇へ追われました。彼らは悪魔から与えられた空間に棲すみ、怨うらみを募つのらせています。『我らは追われた、故ゆえに憎悪する』当然の結果ですよ」

「…………その憎悪の結果が、あれか。いつも思うが、殺し方が残ざん忍にんすぎはしないか」

　三つの頭部を思い出し、グランは囁ささやいた。エリーゼは眉まゆを跳はねあげる。

「おや、同情しますか、グラン？　人間を悼いたみ、悲しむのもいいでしょう。私は化け物ですが、哀あわれみの心は持っています。あの『領地』は、久しぶりに醜しゆう悪あくでしたね。肥ひ大だい化した憎悪と退屈を、人間を肉扱いすることで晴らすのは、優ゆう雅がとは言いかねます」

「その感情は、私にはない。だが、事態の残忍さは判別できる」

　グランは淡々と応えた。闇へ追われた『穴蔵の悪魔』は、人を深く怨んでいる。彼らは定期的に、人間を『領地』へ攫い、残忍な殺害を繰り返していた。

「それを理解できれば、十分ですよ、グラン。化け物には、化け物の誇ほこりと秩ちつ序じよが必要です。わからないものは、畜生以下だ。昨日のアンセルムは最たる例でしょう」

　エリーゼは目を細め、苛いら立だたしげに吐き捨てた。

「『穴蔵の悪魔』の多くは、肥大化した選民意識と欲望に捕らわれ、己の分をわきまえない。そんな風だから、『領地』になど飲まれかけるのです」

『領地』とは、『穴蔵の悪魔』が、悪魔から借り受けた空間の通称だ。

　悪魔の世界は、人間には認識できない異層にある。本来、そこには何もない。無の概念すら存在しないのだ。そのままでは、『穴蔵の悪魔』が棲むことはできない。

　故に『穴蔵の悪魔』が借り受けた範囲は、所有者の内面や欲望、『入口』付近の光景が、反映された場所へ変化を遂とげる。変化後の場所が『領地』と呼ばれていた。『領地』の広さは『穴蔵の悪魔』によって異なる。中には、幾いくつかの階層にわけられている場合もあった。だが、『入口』を介し、人間世界と繫つながっていることは一いち様ようだ。

『入口』は『穴蔵の悪魔』が自ら開放した場合を除き、人間には自由に通れず、出入りの認識すらできない。出入りを目撃した者は、前後の記憶に欠けつ損そんが生じる。『領地』は人間にとって危険な場所だった。

　だが、『穴蔵の悪魔』にとっても『領地』は安全な空間ではない。所有者の内面を反映する場所は、時に所有者自身に牙きばを剝むいた。

　行きすぎた欲望は、胃のように、内部にいる『穴蔵の悪魔』自身をも溶かす。

「あの場所を支配していたのは、食欲か。欲望が反映されるとは、恐ろしいことだな」

「えぇ、全く無ぶ様ざまな話です。私が殺さなくとも、彼はいずれ『領地』に飲まれていたでしょう。食欲を制御できないとは、愚おろかしいにも程がありますよ」

　エリーゼは髪を搔きあげた。乾いた銀髪が、美しく輝く。グランは首を傾かしげた。

　エリーゼは彼を見上げ、不満そうに言う。

「ねぇ、グラン。反論がありそうな顔をしていますが、何が言いたいのですか、貴様」

「いや、気のせいだ。別に、君も随分と食欲が旺おう盛せいな気がするなどと考えてはいない」

「思っていることが、そのまま口に出ていますがッ！　私を愚ぐ弄ろうする気なら、こちらにもそれなりに考えがあるのですが、その点について貴様の覚悟はいかほどですか？」

「………愚弄しているつもりは、ないのだが」

　グランは再び首を傾げた。数秒後、エリーゼは深い溜ため息いきを吐つく。

　彼女は勢いよく立ちあがった。躊躇ためらいなく寝巻きを脱ぬぎ捨すて、下着を身につける。シャツのボタンをはめ、ズボンを穿はいた。首元のリボンタイを絞しめ、黒い外がい套とうを羽は織おる。

「……別にいいのです。私が愚かだっただけの話です。空から回まわりとは屈くつ辱じよくですが、それを指摘することも、更さらなる屈辱を呼ぶだけでしょう、全く……行きますよ、グランッ！」

　彼女は鋭くグランを呼んだ。二人は部屋を後にする。扉を閉め、鍵かぎをかけた。

　木製の階段を降りながら、彼女は囁く。




「アンセルムの『領地』は、わかりやすかった。もう一人も、せいぜい間抜けであることを祈りますよ。残りの『穴蔵の悪魔』を探します」




　─────────見つけ次第、殺しましょう。




　その声は、先程の様子が噓うそのように硬く凍っている。グランは無言で頷いた。

　冬の森で出会って以来、彼らは、『穴蔵の悪魔』の事件の痕こん跡せきを追っている。




　二人は復讐のため、旅をしていた。




　　　＊　　＊　　＊




　この街は、ある国の北方に流れる、運うん河が沿ぞいの丘の上に位置する。

　背後には豊かな森を有するため、小さな街の重要な収入源として、街奥の工場では木の加工が行われていた。工芸品や家具は運河を経けい由ゆし、他の街に輸出されている。




　街は高い壁に囲まれているが、旅行客の往来は自由だ。だが、主要な街道には面していないことと、大きな街の間かん隙げきに存在するため、旅行客は多くない。

　それでも、季節の節目には、祭りが華やかに行われる。




　宿を出た二人は、街の大通りに降り立った。街はちょっとした騒ぎに沸いている。

「これは驚きました。先程までの沈黙が噓のようですね」

「そうだな。確かに、意外ではある」

　料理人の逮捕が伝わったのか、大通りには人の気配が戻っていた。煉れん瓦が敷じきの歩道のそこかしこに、人が佇たたずんでいる。言葉を交わす人々を見て、エリーゼは眉をひそめた。

「食堂には男達が集まり、街からは人ひと気けが絶たえていた。大おお袈げ裟さすぎる反応ですが、食人鬼がいるかもしれないという、不安からでしょう………ですが、今では人がいる」

「料理人は、犯人として確定されたようだ」

「どうやらそのようですね。哀れな話です」

　二人は大通りを進み、入口広場へ向かった。門の近くの食堂前には、やはり人だかりができている。二人の警官が出入りしていた。この街にいる警官はそれで全員だろう。

　安あん堵どする人々を眺ながめ、エリーゼは踵きびすを返した。蒼い目に、苛立たしげな光が灯ともる。

「人間は、やはり哀れですね、グラン。この街には、恐らくもう一人『穴蔵の悪魔』がいる。人間による犯罪の可能性もありますが、それにしては、死体が見つからない……疑わしき者を罰ばつしても、無意味ですよ」

「それで安堵するのは、危険なことだ」

「えぇ、その通りです。安堵は油断に繫がる。尤もつとも、人間が警戒したところで、自衛のしようがないでしょうがね。『領地』に引きずりこまれれば、終わりです」

『領地』に引きずりこまれた人間は、自力での脱出は不可能だ。だが、『穴蔵の悪魔』同士ならば行き来ができた。他者の作成した『領地』の気配も、察することが可能だ。

　獣が他の獣の巣穴を探るように、エリーゼは注意深く街を歩く。

　大通りから横道へ逸それ、坂になった狭い路地へ入った。小売り店や軽食屋等、窓まど枠わくに至るまで、趣しゆ向こうの凝こらされた店舗が並ぶ。坂を登りきると、銅板の太陽が飾られた門に行き着いた。その先には、街路樹の連なる公園への道が伸びている。




　葉が落ち、裸になった木々の枝には、色紙の飾り細工が結ばれていた。

　冬の祭りが近い。灰色の季節に負けないよう、街は華やかに彩られ始めている。




　道の途中では、公園の管理人らしき男が、木の枝に色紙を結んでいた。食人鬼の騒動の間、祭りの準備は滞っていたのだろう。雨に濡れた紙を、慌あわてて替えているらしい。




　公園に着くと、水の止められた噴水があった。角の店では、温かなワインと焼き菓子が売られている。着ぶくれた老婆が一人だけ、長なが椅い子すに座っていた。

　この公園は街で一番高い位置にあるらしい。鉄柵の設けられた展望台からは、灰色の丘と蛇だ行こうする川が見下ろせた。柔らかく濁にごった風景には、現実離れした美しさがある。

　だが、見事な眺望から顔を背そむけ、エリーゼは再び公園内を見回した。




「─────他に『入口』がある様子はありませんね」




　乾いた声で囁き、エリーゼは公園を後にした。グランを伴ともない、街の奥へ向かう。

　街の最奥には、木枠と焼き煉瓦で造られた、頑強な工場が佇んでいた。休日なのか人気はない。外側から、エリーゼは『入口』の気配を探った。工場近くには、切り出した木を運ぶための、人力の運うん搬ぱん車しやが並んでいる。周辺を探るが、やはり『入口』はない。




　肩をすくめ、エリーゼは再び街中へ戻った。街を全て巡り、門の近くで立ち止まる。

　開かれた街門の前では、門番が銃じゆう剣けんを構えていた。彼らの姿は目立つが、見張りより、装飾の意味合いが強いだろう。街を囲む壁にもたれ、エリーゼは溜息を吐いた。

「この街門に入る際、私は確かに『入口』の気配を感じました。ですが、現在、門の周辺では何も感じません。あれは、やはり食堂のアンセルムの物だったのでしょう。他に『入口』の気配はない。一度態勢を立て直しましょう………グラン、提案があります」

「なんだろうか？」

　グランは首を傾げた。エリーゼは溜息を吐き、前髪を搔きあげる。

「そこは頭を巡らせて欲しいものですね。グラン、今は何時ですか？」

　グランは入口広場の大時計に視線を向けた。白い六角形の時計塔には、金の絵具で模様が描かれている。夕暮れ時には、塔全体が燃えているように紅あかく見える装飾だ。

　文字盤は十二を示していた。街を巡るうちに、朝食をとる前に昼になっている。

「すまない。君は空腹だ。早急に肉を準備する必要がある」

「謝る必要は皆かい無むですがね、グラン。何な故ぜ肉と限定するのですか？　いちいち、命知らずですか、貴様？　ん？」




　エリーゼは、引ひき攣つった笑みを浮かべる。

　グランは無表情のまま、再び首を傾げた。




　　　＊　　＊　　＊




　二人は先程の横道へ戻った。坂の中腹にある軽食屋で、足を止める。

　オリーブ色の小柄な建物には、営業中を示す札が、かけられていた。




　エリーゼが扉を開くと、ベルが鳴る。外観と同様に、店内はオリーブ色で統一されていた。丸い机には同色の布が掛けられ、ほとんどの席が人で埋まっている。

「そう言えば、人間も昼食の時間帯ですか。空腹だと言うのにわずらわしい……ん？」

　彼女は眉根を寄せた。男ばかりが集まった席で、誰だれかが勢いよく立ちあがる。

　茶色の直毛を結び、榛はしばみ色いろの目をした青年が、エリーゼを指さした。

「あっ、ああああああああああああああああああああああ、あッ！」

　エリーゼとグランは首を傾げる。青年は、転びそうな勢いで二人に駆け寄った。

　そのまま、彼はエリーゼの手を握ろうとする。エリーゼは嫌そうに顔をしかめ、身代わりにグランの腕を突きだした。青年はそれを摑つかみ、派手にブンブンと上下に振る。

「命の恩人さんだよねぇ。さっきは、本当にありがとう。鱒ますにはぶったまげたよ。魚ってどういうことなの、僕死んだぁって思ったよね。正直泣きそうだったよ……って言うか、今、泣いてるんだけど。ねぇ、あのさ、本当に怖かったんだよぉおおおおおッ！」

　青年の目から、涙が吹きだした。グランは手を振られながら、エリーゼを見る。

　彼女は眉み間けんに皺しわを寄せた。二人共、青年には見覚えがある。

「もしや、貴方は、包丁を突きつけられていた店員ですか？」

「そうだよぉおおおおおお。忘れられかけてるねぇええええ」

「泣くのは止やめなさい、人間。貴方は礼を言いたいのか、怨みを訴うつたえたいのか、どちらですか？　後者ならばいい度ど胸きようです。文句があるのならば、相そう応おうの態度をとりましょう」

「うら……いや、礼ですッ！　相応の態度とか怖いなぁ。改めて、お礼を言うよ。僕ちゃんと生きてるしねぇ。君達のおかげだよ。ありがとうねぇ」

　青年は涙を拭ぬぐい、人ひと懐なつっこい笑顔を見せた。手を放し、柔やわらかくお辞じ儀ぎをする。

「僕の名前はケンジー・ハワードだよ。こっちこっち、来てくれないかなぁ。席、ちゃんとあるといいけど………ねぇねぇ、親おや父じさん。席ってあるかなぁ？」

　同席の男達に断りを入れ、彼は店の奥へ向かった。店主らしい男性と話をし、離れた場所に机を確保する。残された男達は顔を見合わせた。丸鼻と禿はげ頭あたまを見る限り、彼らは昨日食堂にいた面々らしい。人質になっていた店員を囲み、話を聞いていたようだ。

　ケンジーは嬉うれしげに手を振った。エリーゼは溜息を吐く。

「どうやら、随分と頭の弱い人間に捕まったようですね」

「食事ができるのならば、問題はないと思うが」

「そうですかね。私はよく喋しやべる人間の相手は好きではありませんよ。脳が疲れます」

　だが、他に空席はない。仕方なく二人は相席を決めた。

　席に着くと、エリーゼは素早くメニューに目を通した。通りがかった店員に告げる。

「パンとチーズの盛り合わせと、子牛の薄切り肉の香草焼きと、じゃが芋いものオムレツと肝かん臓ぞうの煮込みを。デザートには乾かん燥そう苺いちごのパイを二つ。以上です」

「パンとチーズの盛り合わせを。以上だ」

　エリーゼの注文に、ケンジーは何か問いたげな顔をした。だが、質問を飲みこみ、彼は店員に自分の注文をすませる。再びエリーゼに向き合い、調子よく語り始めた。

「いやぁ、二人のおかげで助かったよ。本当は、人の手足が見つかった時、すぐにでも辞めたかったんだぁ。でも、言いだせなくってさ。店長機嫌悪くなってくし、と思ったら、いきなり包丁だもの。もうねぇ、僕って、なんでこんなに不幸なのかなぁ」

「貴方の不幸は知りませんし、不満にも興味はありませんね。ただ、せっかくの機会です。聞いておきましょう。人間、街の住人である貴方に尋たずねます」

　エリーゼはフォークをつまみ、前後に揺らした。ケンジーは首を傾げる。

「ん、なにかなぁ？　僕は住人じゃないけどね。滞在してるだけだけど、答えられることなら答えるよぉ……ねぇ、二人共、外套は脱がないの？　特にそっちの男の人」

「行ゆく方え不明者は七人。見つかった手足は三人分。残りの四人は、別の犯人に攫われ、殺された可能性があります。消えた場所など、何か心当たりはありませんか？」

　フォークを突きつけ、エリーゼは尋ねた。街に住む人間にとって、不吉な言葉を投げかける。だが、何故かケンジーは、平然と首を傾げた。

「えっ、残りの四人？　いやぁ、それはないと思うよー。でも、うーん」

　ケンジーは腕を組む。難しい顔で、彼は何かを悩みだした。

「うーん。やっぱり七人中、三人の手足が、まだどの人かわかってないってのは、問題だよねぇ。どの三人が死んだのか、わからないもん。そう考えると、七人中四人も安心できないって言うか。だから、七人全員が、行方不明者って発表されたんだよねぇ。でも、元々、四人は心配ないって言うか。でも心配………あれ、こんがらがってきたぞ」

　ケンジーは盛んに首を捻ひねる。エリーゼは眉をひそめ、フォークの先をグランに向けた。

「グラン、確認のため、要約を」

「発見された三名の手足が、七人中、誰の物かは不明だ。そのため、七人全員が行方不明者として扱われた。だが、その内四人は、本来心配ない。彼はこう言っている」

「────御苦労様。つまり貴方は、残りの四人は死んでいない。行方不明者ですらないというのですか？　では、彼らはどこにいると？」

　エリーゼの問いに、ケンジーは目を泳がせた。彼はわざとらしく首を傾げる。

「あれぇ、そうなっちゃうんだ？　えーっと、違うんだよねぇ。なんて言えばいいのかなぁ……消えたは、確かに消えたんだけどさ……はははっ……うーん」

　エリーゼは更に目を細めた。グランは黙ったまま二人を眺める。

　その時、不意にグランの足に何かが触れた。ズボンの隙すき間まから、冷たい何かが足首を這い上る。彼は無言で、机の下を隠す布を持ちあげた。




　そこに、井戸の口が開いていた。床が消失し、暗い穴が覗のぞいている。

　椅子は、辛かろうじて井戸の縁ふちに乗っていた。グランの足は、虚こ空くうに浮いている。




　傷ついた何かが落ちたかのように、井戸の側面は血濡れていた。奈な落らくのような暗闇に、どこからか雪が降ふり注そそいでいる。柔らかな白色が、井戸の底へ飲まれていった。




『ルーシュカ・ルーシュカ・プリースカ』




　くぐもった水音と共に、風に似た、虚うつろな声が響く。




『貴方はここで、唄を歌う。愛しい人へ唄を歌う』




　白い指が蠢うごめいた。見ると井戸の側面から、二本の腕が生えている。

　岩壁から伸びる女の腕が、グランの足を摑んでいた。彼は布を元に戻す。




「お待たせしましたー。オムレツと煮込みは、もう少々お待ちください」




　微笑ほほえみと共に、女性店員が料理を机に置いた。数種のチーズとパンの入った籠かごと、香ばしく焼かれた薄切り肉が並ぶ。ケンジーの前には、分厚いパンケーキが置かれた。

　ケンジーは嬉しそうに、フォークとナイフを摑む。軽食屋内部に異常はない。だが、グランの足元の感触は消えなかった。彼はナイフを摑み、エリーゼに呼びかける。

「エリーゼ」

「なんですか、グラ………ッ！」

　蒼い目が見開かれた。次の瞬間、エリーゼは机を蹴けりあげる。

　爆発的な音と共に、机と料理が垂直に飛んだ。同時に、ケンジーの間抜け面が、グラスを落とした店員の姿が搔き消える。机の下に隠れていた異常が、店全体を侵した。




　井戸の中で、白い手は激しく蠢いている。グランの足首を摑む指に、力が込められた。

　グランはナイフを振り降ろす。刃は細い手首を貫通するが、握力は弱まらない。




『善き人の心は天の上。だから、貴方は泣かないで』

「──────グランッ！」




　エリーゼは手を伸ばすが、間に合わない。次の瞬間、腕は強くグランの足を引いた。




　椅子が傾き、グランは井戸へ滑り落ちる。鉄てつ錆さびと水の匂いのする闇が体を包んだ。

　直すぐ傍かたわらを、血濡れた岩壁が掠かすめる。一瞬、グランの胸を強烈な懐かしさが過よぎった。だが、その感覚はすぐに消える。後には何も残らない。







　底知れない闇に落ちながら、グランは最後の声を聞いた。







『────────墓の下には、何もいない』




　　　＊　　＊　　＊




　誰かが、唄を歌っているような気がした。

　だが、それは錯さつ覚かくだろう。今は誰の声も聞こえない。




　目を開くと、グランは見知らぬ部屋にいた。

　天井には、留められた白布が波打ち、複雑な陰いん影えいを生み出している。床は奇妙に柔らかく、不安定だ。無理やり体を起こすと、肘ひじの下で、巨大な熊くまの顔が潰つぶれた。

　皿のように大きなボタン製の目が、グランを見上げる。首を傾げ、彼は呟つぶやいた。




「…………………ぬいぐるみ？」




　床には、大量のぬいぐるみが落ちていた。




　その一つ一つが、子供ほどの大きさがある。長毛の兎うさぎを踏みつけ、グランは立ちあがった。見渡す限り、ぬいぐるみが転がっている。遥はるか遠くには、花柄の壁紙が見えた。

　目を細め、グランは奇妙な光景から受けた印象を呟く。




「………………子供部屋？」




　どこからか、オルゴールの音が響いてきた。弱々しい旋せん律りつが流れる。




　辺りに動く物の姿はない。グランはぬいぐるみの上を歩きだした。顔を踏まれた子こ豚ぶたの鼻が潰れ、太った家鴨あひるが床を転がる。だが、彼らは当然のことだが、黙ったままだ。




　やがて、グランは部屋の中心に辿たどり着ついた。

　ぬいぐるみの海に穴が開き、白い床が覗いている。




　そこに、一人の少女が座っていた。紅いスカートが、円の中に、円を描いている。
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　紅いドレスを纏まとった背中を、長い白髪が覆っていた。紅こう玉ぎよくのような目で、彼女はグランを見あげる。胸にオルゴールを抱き、少女は無邪気な微笑みを浮かべた。

「これはね、大事な物なのよ？」

「……………」

　箱の中では、踊子の人形が回っている。鏡張りの蓋ふたの内側に、長い髪の少女が、手をあげて踊る姿が映っていた。恍こう惚こつとした笑みを深め、彼女は先を続ける。

「なくしては、いけないの。わからなくなってしまうから」

　謎なぞめいた言葉を吐き、少女は問いを待つように沈黙した。だが、グランは無言を貫く。

　少女は不満げに唇くちびるを尖とがらせた。彼女は立ちあがり、グランの外套の袖そでを引く。

「寂さびしがりやのエリーゼ。可か哀わいそうなエリーゼ。ねぇ、貴方は、知らない？」

「………………エリーゼ？」

　グランは眉をひそめた。少女は笑みの種類を、からかいを含んだものに変える。

　甘く、毒の滲にじむ声が、小さな唇から溢あふれた。

「知っているでしょう、エリーゼ・ベロー？」

「──────君は、誰だ？」

　グランは、初めて彼女に尋ねた。少女の紅い目を見つめる。




　エリーゼ・ベロー。その名は、彼以外には呼ばない。

『穴蔵の悪魔アリストクライシ』は、彼女をエレインと呼ぶはずだった。




　少女は唇を歪めた。悪戯いたずらに成功した子供のような、嫌な表情を見せる。

「何故、彼女をエリーゼと呼ぶ？　何故、彼女のことを、知っている？」

　今度は、少女が微笑んだまま無言を返した。

　その反応を見て、グランは問いを切り変える。

「何故、私を呼んだ？」

「呼んだのは、私じゃないわ。ここは、私の子供部屋。御お屋や敷しき自体は、人の物。私は、一部を『間ま借がり』しているだけ。貴方は私の拾ひろい物もの。落とされたのを、見つけたの」

　少女は歌うように言い、再び彼の外套の袖を引いた。

「ねぇ、知らない？　寂しがりやのエリーゼ・ベロー。貴方はきっと、知っているわ」

「あぁ、知っている。誰より、知っている」

　重い沈黙が落ちた。少女はオルゴールの蓋を閉じ、足元に置く。

　次に、彼女は床から鼠ねずみのぬいぐるみを抱き寄せた。鼠の目からはバネと眼球が飛びだし、間抜けに上下に揺れている。少女はその腹を優しく撫でた。




　次の瞬間、彼女は灰色の布地に爪を立て、縦に裂さいた。

　バリッ、バリッ、バリリリリリリリリリリッ、バリッ




　鼠の腹が、無残に破れる。切れ目が内側から膨ふくらみ、中身が爆散した。綿わたと共に、ナイフの柄えが飛びだす。少女は笑みを消し、それを摑みとった。

　ナイフを手に、彼女は床を蹴り疾しつ走そうする。




「返してよ。貴方の知ってるエリーゼ・ベローッ！」




　グランは後ろに跳躍し、ぬいぐるみの腹に着地した。

　少女は彼に駆け寄り、ナイフを振りかぶる。グランは手近なぬいぐるみを摑み、少女に投げつけた。少女は目の前に飛んできたぬいぐるみに、ナイフを振り降ろす。




　その頭に、少女のナイフが突き刺さった。

　───────バリッ、バリッ、バリッ




　同時に、ぬいぐるみの背が裂けた。

　布を突き破り、十を超える抜き身の刃が、グランへ飛びだす。彼はぬいぐるみの頭に生える、ナイフの柄を蹴り飛ばした。針山と化したぬいぐるみは、あらぬ方向に飛んでいく。だが、刃を避けきれず、グランの腕は裂け、親指が垂れ下がった。

　少女は無邪気に、声をあげて笑う。

「痛そうね、大変そう。でもね、当然の報むくいなの」

「ぬいぐるみから武器が飛びだすとは、変かわり種だねだ」

「変わってなどいないかもしれないわ。他に幾つ、貴方は『賜たまわり物もの』を知っていて？」

　涼しい声で、少女は囁く。グランは切れた親指を、無事な手で傷口に押し当てた。

　足裏のぬいぐるみを蹴り、彼は移動する。次の瞬間、ぬいぐるみの腹は破裂し、数本の槍やりが飛びだした。次に着地したぬいぐるみの背も、彼が蹴った瞬間、爆散する。

　彼が触れる度、ぬいぐるみは裂けた。襲い来る刃を、彼は間一髪で避け続ける。その手から滴したたる血が、唐突に止まった。手を離すと、親指は元通り癒ゆ着ちやくしている。

　少女は不思議そうな顔をした。彼女は袖が破れ、露あらわになった彼の手首を指さす。




　そして、愉ゆ快かいそうに囁いた。




「あら、貴方──────酷ひどい縫い目ね。ぬいぐるみのよう」




　グランの手首には、無残な縫い目があった。

　手首を取り巻く傷に糸はないが、縫い目に似た引き攣れになっている。まるで、腕に別の手首を繫いだかのようだ。傷痕に視線を走らせ、グランは淡々と応える。

「縫い目ならば全身にある。だが、私はぬいぐるみではない」

「───────それならば、何？」

　ナイフを手に、少女は首を傾げた。床には、大量のぬいぐるみが残っている。

　長引けば長引くだけ、グランには不利だ。少女に視線を固定したまま、彼は一定の距離を取るように移動を続ける。




「私は、『名前のない化け物グラウエン』だ」




　彼の足元で別のぬいぐるみが裂けた。中から槍が飛びだす。

　彼は体を後ろに反らせ、鋭い刃先を避けた。顎を掠めた槍の柄を、強引に摑みとる。彼はそれを振りかぶり、投とう擲てきした。爆発的な速度で飛んだ槍は、少女の腹を貫く。




　少女は困惑したように、槍の刺さった腹を見降ろした。

「────────えっ？」




　次の瞬間、二本目、三本目の槍が、彼女の腹を貫いた。少女は前後に傾ぎ、膝から崩れ落ちる。唇の端はしから、紅い血が垂れた。見開かれた目が、呆ぼう然ぜんとグランを映す。

「────────噓、でしょう？」

　グランは無表情のまま、彼女を見返した。彼は旅の間に、『穴蔵の悪魔アリストクライシ』相手に躊躇っては危険だと学んでいる。心ない彼は、迷いなく最良の行動を選択した。

　顔色一つ変えない彼を見ながら、少女は前へ倒れ伏す。




　槍の柄が床に当たり、薄い腹に深くめりこんだ。みちみちと音を立て、傷口が蠢く。

　徐々に、傷口は膨らみ始めた。槍で貫かれた部分を中心に、背骨が柔らかく波打つ。




　みちっ、みちっ、みちみちみみちみちみみちちみちみちみちみちみちっ、みちっ




　紅いドレスが、内側から限界まで膨ぼう張ちようした。グランは体を屈かがめ、疾走する。

　ぬいぐるみを踏み、爆散させながら、後方へ距離をとった。次の瞬間、少女の体は弾ける。無数のナイフが飛びだし、彼の頭上を掠めた。紅い布地が、綿と共に散らばる。




　後には、何も残らない。




『ははっ、ははははははははっ、引っかかったッ！　引っかかったーッ！』




　狂的な笑い声が響いた。グランは辺りを見回すが、動くものの姿はない。

　少女の声は、どこか遠くから響いてくる。彼女は勝ち誇るように笑い続けた。

『ははははははっ、ははははははっ、あははははははははははっ！　ん………』

　だが、声は不意に途切れた。少女は舌打ちし、苛立たしげに吐き捨てる。

『………………館やかたの子に、横取りが気づかれた。貴方は知らない。どうでもいい。でも、エリーゼが追ってきたら、一大事。今は駄目なの。貴方はお帰り。お帰りなさい』

　少女の囁きと共に、床に小さな穴が開いた。穴の縁に触れると、ぬいぐるみは糸となり解けていく。周囲の床は砂と化し、穴の中へ落ちた。




　砂の城に、針を突き刺したかのような変化だ。穴は徐々に広がり、形を変えていく。

　血濡れた井戸の口が開いた。暗闇が全てを飲みこんでいく。




『さようなら、化け物さん。また会う日まで、お元気で』

　無意識に、グランは手を伸ばした。衝動的な叫びが、彼の胸を貫く。




（──────落ちたくない）




　だが、その手を摑む者はいなかった。グランは井戸の中へ落下する。

　少女の声だけが、虚ろに彼を追いかけた。







『次会った時は、殺すから』




　　　＊　　＊　　＊




　グランは井戸を落下し、そのまま吐き出された。




　一時、宙に浮き、彼は椅子の上に着地した。倒れかけた椅子に、グランは無理やり座り直す。彼女も『領地』に飛びこんでいたのか、エリーゼも隣となりの椅子の上に落下した。

　蓋をするように床が被さり、井戸の口は消える。グランは呆然と呟いた。

「………………………エリーゼ」

　次の瞬間、ざわめきが戻った。エリーゼの蹴りあげた机が落ちる。

　騒音と共に、机は元の位置に戻った。奇跡的に、皿も割れないまま机に並ぶ。ケンジーの頭に、蜂はち蜜みつとバターの塗られたパンケーキが積み重なった。

「えっえっ、なになに、これってどういうこと？」

　左右を見回す彼の言葉に、応える者はいない。エリーゼは無言で、机の下に潜った。

　床を撫で、異常がないことを確認する。彼女は眉をひそめ、囁いた。




「………………『入口』が消えている？」




　彼女は立ち上がり、乱暴に椅子に座り直した。足を組み、人差し指の背を嚙む。

　そのまま何かを考えていたが、彼女は不意にグランに尋ねた。

「グラン、質問です。貴方は今、『穴蔵の悪魔アリストクライシ』の巣にいましたか？」

「あぁ、いた。子供部屋に似た場所だった」

「それは、私とは別の場所ですね。私は貴方を追い、井戸に飛びこみましたが、この軽食屋を反映した空間に落ちました。同じ『入口』を通過し、別の『領地』に入った……更に『入口』が消えるなど、本来ならばありえない」

　エリーゼは唇を嚙み締めた。『入口』は『穴蔵の悪魔アリストクライシ』にとって、人間世界との唯一の接点であり、『領地』に閉じこめられないために必ひつ須すの代しろ物ものだ。

　建物の扉を簡単に潰せないのと同様に、『入口』を瞬時に消すことはできない。

「『入口』は、容易たやすく消えない。そのはずだ」

「えぇ、そのはずですが、現に『入口』は消えました。もう『領地』内には侵入できない。何故、私達が出た瞬間に消滅したのか。理解しかねます」

　エリーゼは再び指の背を嚙んだ。

　突然机を蹴りあげた客に、店中の視線が集まる。男達は顔を見合わせ、話を聞きに行けと、押しつけ合いを始めた。ケンジーは困った顔で両手をあげる。

「えーっと、あのねぇ。外に出た方がいいと思うんだよねぇ」

「…………失礼。確かにそうですね。私としたことが、騒ぎすぎました」

　ケンジーに促うながされ、二人は立ちあがった。注文分の金額を机に置き、外へ向かう。我に返った店員が、慌てて駆け寄って来た。気弱そうな女性は、目に涙を溜めている。

「お、お客様、あの、何かありましたか……その、何故机を」

「すみません。羽虫がいたもので」

　エリーゼは真顔で応えた。呆然とする店員を残し、店を後にする。蜂蜜とバターを拭い、ケンジーも当然のように後に続いた。店内から、男達の声だけが追いかけて来る。

「おーい、ケンジー。なんかその姉ちゃんー、美人だけど危ない気がすんぞーッ！」

「本人がいるところで、言わないでよぉ！」

　誤ご魔ま化かすように、ケンジーは両腕を振り回した。

　エリーゼは男達の言葉を聞いていない。彼女は真剣な表情で、何かを考えていた。

　ケンジーは胸を撫でおろした。グランを見て、彼は首を傾げた。

「あれぇ、それ、どうしたの？」

「…………これか？　色々あったんだ」

　グランの外套の袖は裂けていた。切れ目を押さえ、彼は手首の縫い目を隠す。

　ケンジーは瞬きを繰り返し、不満げに呟いた。

「ふ────────────ん。色々、ねぇ」

　不意に、彼はグランの腕を摑んだ。驚くほど素早い動きで、袖の切れ目を指で開く。

　露になった醜みにくい縫い目を、彼は真剣に眺めた。榛色の目が、異様な輝きを帯びる。

「うわぁ、ひどい縫い目だねぇ。これってさ、やっぱり全身にあったりするの？」

「………………何故、わかる？」

　グランは眉をひそめるが、ケンジーは応えない。彼は愉快そうに、縫い目を指でなぞった。グランは軽く腕を引くが、ケンジーは手を放さない。

「やっとかぁ。うんうん、なんて言うか。厨房の時から、この二人かなぁっとは思ってたよ。でもさぁ、やっぱりそうだと、待ったかいがあったよねぇ。感かん慨がい深ぶかいや」

　ケンジーは、縫い目に爪を立てた。グランは本気で振り払おうと試こころみる。

　次の瞬間、白い手が伸びた。エリーゼが、ケンジーの胸むな倉ぐらを摑みあげる。

「ッ、う、えっ、えっ、ちょっ、なに？」

「……………何をしていますか、人間？」

　蒼く冷えた目で、エリーゼはケンジーを見あげた。彼は困惑した顔で暴れだす。

　無様にもがく姿を眺め、エリーゼは薄く笑った。

「彼の体に縫い目があることに、何か問題でも？　教えてもらえませんかね？」

「わー、違いますッ！　違いますッ！　別に問題じゃ、ないですっ、と」

　次の瞬間、ケンジーは脱だつ皮ぴをするように服から抜けだした。摑まれたままのシャツを上着ごと脱ぎ捨て、尻しりもちをつく。彼は両肩を抱き、下着姿で震えだした。

「さ、寒ッ！　うわっ、寒ッ！　ご、ごめんね。不機嫌にさせたなら、謝るからさ。僕ちょっといなくなるね、それじゃあッ！　また会おうねーッ！」

「待ちなさい、人間ッ！　貴方には、まだ話が」

　ケンジーは、転がるように逃げだした。エリーゼは瞬時に彼と距離を詰め、手を伸ばす。だが、肩を摑もうとした瞬間、ケンジーは前に躓つまずいた。白い手は空を搔く。

　偶然に助けられ、彼は走り去った。慌てて角を曲がっていく。

　追いかけるのをやめ、エリーゼは目を閉じた。店の戸口から覗いていた男達が、姉ちゃんがケンジーを剝いたと騒ぎだす。彼らを一ひと睨にらみで黙らせ、エリーゼは歩きだした。

「行きますよ、グラン………他に『入口』がないか、再度確認します」

「─────了解した」

　グランは後に続いた。エリーゼは整えられた町並みを見回す。玩がん具ぐめいた建物の列と、人々の幸福そうな笑顔を確かめた。彼女は目の前の光景と、真逆の推すい測そくを囁く。




「…………この街は、何かがおかしい」




　二人は坂を登り、公園の門の前を横切った。だが、不意に気がつく。

　結局、彼らは昼食をとれていなかった。




[image: 間章　二]







　彼が寝台で目覚めると、ランプの光が目を焼いた。

　小型の太陽のような灯あかりの傍かたわらには、一人の少女が座っている。




　彼女は窓際に置かれた椅い子すの上で、夜空を眺ながめていた。蒼あおい目は宝石のように光り、銀髪は鉱物のように輝いている。針のような毛先が揺れる度たび、宙に光の軌き跡せきが残った。




「……ここは、どこだ？」

「あぁ、起きましたか？」




　彼は暖かな毛布を払い、軋きしむ体を起こした。寝台は広いが、部屋自体は狭せまい。

　家具は他に、簡素な椅子と机だけだ。冬の森を抜け、少女が辻つじ馬ば車しやを拾ったことは覚えている。だが、その後の記憶は曖あい昧まいだ。机に頰ほお杖づえをつき、少女は柔やわらかく微笑ほほえむ。

「体の縫ぬい目めには驚きましたよ。確かに『名前のない化け物グラウエン』の伝説通りですね。それだけ体に古傷があるというのに、痛まないのならば、何よりです」

　彼女は彼の問いには応こたえなかった。再び彼が口を開きかけた時、遠くで悲鳴が響く。

　絹を裂さくような声が窓を震わせ、唐とう突とつに途切れた。

「……………今のは？」

「ここは宿です。肉体の損そん傷しようはないようですが、精神的な負ふ荷かがあったのでしょう。気絶した貴方あなたを風呂に入れ、宿の主人から貰もらい受うけた服を着せるのは、骨が折れましたよ。存分に感謝するように。もう少し、可か愛わいげのある体格ならば助かったのですがね」

　悲鳴については言及しないまま、少女は立ちあがった。黒い外がい套とうを揺らし、窓を引き開ける。冷たい冬の風が吹きこみ、ランプの火を揺らした。壁の影が、激しく躍る。

「最初の質問の答えですよ。それについて、何か不満でも？」

「いや、特にない。先程の繰り返しになるが、悲鳴はなんだ？　何な故ぜ、窓を開く？」

「何事も見ていればわかりますよ。くれぐれも、貴方は悲鳴をあげないように」

　窓に背を向け、少女は歩きだした。掌てのひらを振り、虚こ空くうから、回かい転てん式しき拳けん銃じゆうを摑つかみとる。本来はあり得ない武器の出現方法に、彼は反応しなかった。少女は不意に足を止める。




　次の瞬間、窓から紅あかい塊かたまりが、室内に飛びこんだ。




　窓の外に建物の影はない。塊は地面から跳躍し、宿の中へ疾しつ風ぷうのように飛びこんだ。

　少女は軽やかに振り向き、引き金を引く。




　銃声が響いた。額ひたいの穴から脳のう漿しようを吹きだし、塊は床に倒れる。




　紅い塊は、よく見れば人間だった。額を撃たれ、片腕を切断された夜会服の男が、血ち濡ぬれた状態で倒れている。少女は掌を振り、銃を消した。銀髪を搔かきあげ、彼を見る。

「貴方は記憶喪失と聞きましたが、常識は欠けつ如じよしていないように見えます。それなのに、驚かないのですね？　一見して、殺人に見える光景だと思いますが？」

　少女に問われ、彼は首を傾かしげた。最初の悲鳴に関係してか、外は騒がしくなっている。だが、銃声が響いた宿の中は静かなままだ。少女は窓に近寄り、乱暴に閉めた。

　彼は、驚きは覚えなかった。代わりに、新たな問いを投げかける。

「その男は誰だれだ？　君は何故、彼を殺した？　外の騒ぎは？　何故、人は来ない？」

「質問が多いですね。人の死を驚き、嘆なげくよりも現状確認を優先しますか。化け物としては正しい選択ですがね。人間とそこまで感情面の乖かい離りが大きいようでは、棺かん桶おけを開けた立ち場として、些いささか不安を覚えますよ」

「すまないが、私には心がない。感情面の乖離を、気にする必要はないはずだ」

　彼は淡々と応えた。元からない心を、気にかける必要はないと伝える。

　少女は眉まゆをひそめ、囁ささやくように唄うたを歌った。

「『名前のない化け物グラウエン』、『名前のない化け物グラウエン』、心もない、ですか。なるほど？」

　彼女は椅子に座り直し、足を組んだ。彼が目覚めた時と、似た光景が広がる。だが、室内には硝しよう煙えんと血の匂いが立ちこめ、死体が落ちていた。

　少女は、悠ゆう然ぜんと指を組み合わせる。

「貴方の問いに答えましょう。前提として、コレは人ではありません。森でお話しした、『穴蔵の悪魔アリストクライシ』の一人。私の同類です。外の騒ぎは、コレがこの部屋を目指す途中、鉢合わせた誰かを殺したのでしょう。銃声に人が集まらない理由は、音が聞こえても無視するよう、主人に金貨を握らせた為ですね。幸いにも他に客はいないようです」

　彼女は足を伸ばし、爪つま先さきで男の死体を小こ突づいた。

　恐ろしく醒さめた目をして、少女は男を見降ろす。

「森に行く前のことです。偶然発見した『領地』で、コレを仕し留とめ損そこないまして。『領地』から逃亡した『穴蔵の悪魔アリストクライシ』には行き場がない。私の宿泊先を匂わせておけば、闇やみに紛まぎれて復ふく讐しゆうに来るかと思えば、案の定でした。なんとも単純な男ですよ」

　少女は男を鼻で笑った。『穴蔵の悪魔アリストクライシ』や『領地』について、彼は森で話を聞いている。それでも疑問は残ったが、言葉を飲みこみ、彼は一時的に沈黙した。

　何故か、少女は不満げな顔をする。彼女は虚空から銃を摑みだし、無意味に消した。

「といいますか、貴方。一つ聞きそびれていませんか？」

　不機嫌な様子を見て、彼は考えを巡めぐらせた。これかと思った内容を、改めて尋たずねる。

「何故、そんなことができるんだ？」

「そう、それです。聞かれると思ったのに、聞かれないと戸と惑まどうではないですかッ！」

　少女は真まっ直すぐ、彼を指さした。重い沈黙が落ちる。

　彼女は軽く咳せきをし、手を振った。虚空から、再び銃を摑みとる。

「『穴蔵の悪魔アリストクライシ』は、一定成長後、『賜たまわり物もの』という名の特殊な能力を、悪魔から授かります。まぁ、本当に悪魔から授かっているのか、自然に目覚めるだけなのか、私にはわかりかねますがね。ともあれ、一人一人ずつ『賜り物』を得ることは確かです」

「特殊な能力……………つまり、君は自在に武器をだせるのか？」

　彼の問いに、彼女は首を横に振った。手にした銃を軽く掲げる。

「いえ、そうではありません。この銃は、私の『領地』で自然発生した代しろ物ものです。私の『領地』は、銃と剣が際限なく湧わく武器庫ですから。私の『賜り物』は」

　少女は立ちあがり、男の死体の傍らに跪ひざまずいた。拳銃を消し、両腕を伸ばす。

　彼女が死体を抱えた次の瞬間、空間に巨大な亀裂が生じ、それを飲みこんだ。

「『領地』へ、物品を自由に送り、取りだすことができる。生き物は無理ですがね。『死体』も物品に数えられます。武器以外は、際さい限げんなく取りだすことはできませんが」

　少女は手を振った。一瞬、虚空に拳が飲みこまれ、幅広の布が摑みだされる。

　彼女はそれで、床の血潮を乱暴に拭ぬぐった。再度手を振ると、布は消失する。

「『領地』内には、色々と保管してありましてね。旅の蓄たくわえも十分にしてあります。どうですか、賞しよう賛さんしても構いませんよ？　他者に『賜り物』を語るのも久しぶりです」

「なるほど…………………思ったよりも便利だ」

　彼は淡々と頷うなずいた。少女は軽く眉をひそめる。

「それだけですか？」

「それ以外に何か？」

　彼は首を傾げた。再び沈黙が落ちる。

　また感想が不満なのだろうか。そう彼が考えた時、少女は小さく頷いた。

「えぇ、言葉は少ないですが、便利なのは確かです。私が『賜り物』を授かったのは、十歳の時でした。『賜り物』は、その者にふさわしく、望む物が与えられる……当時は、旅をしていましたからね……それは助かったものですよ」

　彼女の声には、何故か悲しみが滲にじんでいる。だが、表情は変わらない。彼女は冷たく澄すんだ目を閉じ、首を横に振った。先程の言葉を打ち消すように、口を開く。

「まぁ、『領地』と合わせて、戦闘に効果を発はつ揮きするとは、思いもよりませんでしたがね。『領地』は、作成者の心を反映します。我ながら物騒な場所になったものですよ」




　一方的に語り終え、彼女は口を閉じた。彼は床に染みついた血けつ痕こんを見降ろし、少女に視線を移す。先程聞いた話を、無言のまま反はん芻すうした。




　少女の『領地』は、銃と剣の武器庫だという。

　それは、二つとも、何かを殺すための道具だ。




　彼は、改めて彼女を見つめた。黒の外がい套とうには、拘こう束そく具ぐじみた革ベルトが並んでいる。

　細身の少女に、その服装は似合っているとは言いかねた。彼は、真剣な声で尋ねる。




「──────一つ、答えを聞いていない」

「なんですか？」

「何故、先程の男を殺した？」




　少女は目を閉じ、開いた。彼女は微かすかに微笑み、虚空から銃を取りだす。




「──────復讐のために」




　言葉と共に、彼女は自身の側頭部に銃口を押しつけた。

　自殺を連想させる姿で、彼女はその事実を囁く。







「──────私は母を殺され、この手で父を殺したのです」





[image: 第三章]








　寂さびしがりやのニーナ・ローズ。今日も一人で泣いている。

　悲しがりやのニーナ・ローズ。明日も一人で泣いている。




　落とした涙は、朝あさ露つゆで。長く続けば雨のよう。降り続ければ、海になる。

　熊くまと兎うさぎがやって来て。豚ぶたと家鴨あひるもやって来て。鼠ねずみがチューチュー慰なぐさめて。




　彼女はようやく、泣きやんだ。




　　　＊　　＊　　＊




　サクランボのジャムが詰まったパイは、ずっしりと重く、甘い。

　煮に詰つめられた紅あか色いろは、まるで宝石のようだ。舌で掬すくえば、香り高い酒の味がする。




　エリーゼは、薄紙に包まれた焼き菓子を頰ほお張ばった。その隣となりでは、グランが塩気の利きいたクッキーを齧かじっている。エリーゼが一つ食べ終える度たび、彼は次の包みを手渡した。




　エリーゼは満足げに、最後のパイを飲みこむ。二人は顔を見合わせた。




「その少女に、覚えはありませんね」

「そうか」




　エリーゼの言葉に、グランは頷うなずいた。公園の長なが椅い子すに、彼らは並んで座っている。

　情報を交換後、二人はとりあえず空腹を満たしていた。




　並んで菓子を食べる二人に、屋台の女店主は、微笑ほほえましいものを見る目を向けている。多少の居心地の悪さを覚えながら、エリーゼは膝ひざの上に頰ほお杖づえをついた。

「先程も言った通り、私は貴方あなたを追いましたが、別の場所に落とされました。しかし、二人同時に吐きだされた。これはどういうことでしょうね。その少女も何者なのか」

　エリーゼは人差し指の背を嚙かんだ。グランは裂さけた袖そでに触れ、言葉を続ける。

「相手は、君を知っているようだった」

「聞いた限り、その少女の外見に覚えはありません。まぁ、体は爆散したようですし、本当の姿は別なのかもしれませんが。ですが、ぬいぐるみから武器がでる『賜たまわり物もの』にも覚えがない。私を知っている少女といっても………」

　エリーゼは目を閉じた。その顔が、何かを思い返すように歪ゆがむ。

　彼女は目を開き、唇くちびるを嚙み締めた。首を激しく横に振る。

「………そんなはずがない。それだけはない。やはり、私はその子供を知りませんね」

「そうか」

　グランは頷いた。エリーゼは、独ひとり言ごとのように言葉を続ける。

「呼んだのは、私じゃない。ここは、私の子供部屋。御お屋や敷しき自体は人の物。私は、一部を『間ま借がり』しているだけ……ね。他人の『領地』を一部借り、自分の『領地』を上書きして、展開している可能性があります。可能でしょうが……それに一体なんの得が」

「彼女は、君をエリーゼ・ベローと呼んだ」

　グランが前まえ触ぶれなく告げると、エリーゼは息を飲んだ。蒼あおい目が左右に揺れ動く。

　恐怖にも似た激情が、彼女の顔に罅ひびを入れた。低い声で、エリーゼは囁ささやく。

「エレインではなく？」

「エリーゼ・ベローと」

　エリーゼは素早く人差し指の背を嚙んだ。歯が指に食いこみ、一筋の血が流れる。

「エリーゼ」

　グランは細い腕を摑つかんだ。彼女の唇から、指を引き離す。

　彼の手を乱暴に振り払い、エリーゼは立ちあがった。数歩歩き、足を止める。

「『穴蔵の悪魔アリストクライシ』の多くが、呼ばないだけで、その名前を知っています。深い意味はないでしょう。ないに決まっている。あって、たまるものか」

　エリーゼは前髪を摑みかけ、指に残る砂糖に気づいた。

　舌打ちし、彼女は冷静さを欠いた口調で続ける。

「その名で私を呼ぶのは、貴方と家族だけです……ですが、私の家族はもういない。望んでも、私は二度と会えはしない………どんなに望んでも、もう二度と」

　蒼い目が一瞬、暗い色を帯びた。彼女は、続けかけた言葉を飲みこむ。

　灰色の空を見あげ、彼女は改めて口を開いた。

「その少女は、『十二月の喧けん騒そう』の特別な参列者かもしれません。それならば尚なお更さら、生かしてはおけない。どうやら、この街には二人以上の『穴蔵の悪魔アリストクライシ』がいるようです」

　その声は、苛か烈れつな怒りを含んでいた。冷静さを取り戻し、彼女は断言する。

「───────どちらにしろ、殺すまで」

　グランは無言で、長椅子から立ちあがった。エリーゼの手を取り、紙で白い指を拭ぬぐう。エリーゼは大人おとなしく身を任まかせた。無表情のまま、グランは口を開く。

「エリーゼ」

「なんです？」

「君の復ふく讐しゆうは、いつ終わる？」

　エリーゼは目を見開いた。時が止まったかのように、蒼い瞳ひとみは凍りつく。

　いつも通り首を傾かしげ、グランは答えを待った。エリーゼは迷うように口を開く。

「私は…………」

　その時、子供の歓声があがった。公園の入口を見ると、親子連れが戯たわむれている。

　呪じゆ縛ばくが解けたかのように、エリーゼは吐き捨てた。

「どのような終わり方でも、いずれは終わるでしょう」

　グランの手を振り払い、彼女は歩きだした。駆け回る少年の傍そばを通りすぎる。

　頰を紅く染めた少年は、急旋回し、エリーゼにぶつかった。勢いよく尻しりもちをつく。

「いったぁ。ねぇちゃんじゃまぁ………ひっ！」

　エリーゼの背後のグランを見て、少年は飛びあがった。大きな目に涙が浮かぶ。

　殴なぐられるとでも思ったのか、少年はこの世の終わりのような顔をした。

「あっ、うっ……ふええっ。ふぇええええええええっ」

「ぶつかっておいて怯おびえるとは、なかなかに失礼ですね、人間。落ち着いて、よく見なさい。このグランのどこが、危険人物に見えますか？」

　エリーゼは少年の襟えりを摑み、立ちあがらせた。促うながされ、少年はグランを見つめる。

　彼の口元は、枯かれ草くさ色いろの外がい套とうの襟に隠れていた。無表情な暗い目は、淀よどんでいる。

「………………ぜんぶ、見える。ふぇえええええええっ」

「失礼。確かに見えますね。訂正します。グランは物ぶつ騒そうな外見ですが、人を捕とって食いはしませんよ。泣くのは止やめなさい。全く、これだから人間というものは」

　エリーゼが溜ため息いきを吐つくと、彼の母親が慌あわてて駆け寄って来た。

　ショールを羽織った黒髪の女性が、頭を下げる。

「あらあら、すみません。久しぶりに外に出られたので、はしゃいでしまって……ほら、お膝、痛くないわね？　ちゃんと謝って。本当にごめんなさいね」

「うっ………ううっ……ごめんなさい。変なにいちゃんとねぇちゃん」

「どうにもふてぶてしい餓が鬼きですね、貴方は」

　エリーゼは不機嫌に腕を組んだ。一応は謝った少年の頭を、女性は優しく撫なでる。

　彼女を見つめ、エリーゼは表情を変えた。不自然な程の、明るい笑みと共に尋たずねる。

「失礼、私は旅行者なのですが、この街の不ふ穏おんな噂うわさを聞き、心配していました。ひどい事件があったと聞きましたが、犯人は捕まったそうですね？」

「ええ、そうです。今け朝さやっと捕まりました。やはり、食堂の方だったそうですね。おかげでやっと安心して、この子と出歩くことができますわ」

　女性は美しく微笑んだ。食堂の料理人は、やはり犯人扱いされている。

　エリーゼは、特にその点は否定しなかった。代わりに、別の問いを投げかける。

「しかし、一部とは言え、死体が発見されたのは、三人のみです。後の四人は、行ゆく方え不明のままだ。別の人間に殺害されている可能性もあるのでは？　私はそれが心配です」

　女性はきょとんと目を丸くした。小首を傾げ、柔やわらかく微笑む。

「あぁ…………四人は心配ありませんよ。もうすぐ、帰って来ると思いますから」

「………………帰って、来る？」

　女性は歪いびつな言葉を吐いた。弧こを描いたままの口元を見て、エリーゼは眉まゆ根ねを寄せる。

　女性は自身の言葉に、一切の迷いを覚えていない。

「ええ、帰って来ますよ。あの食堂の方も、何な故ぜ、あんなことをしたんでしょうね。消えなかったのが不思議です。次は、消えるでしょう。この街では、悪いことなんて、何も起こらないんですよ？　だから、心配しなくても大丈夫です」

　自信に満ちた断言に、エリーゼとグランは顔を見合わせた。二人の反応が腑ふに落ちないのか、女性は戸と惑まどった顔をする。エリーゼは再び笑みを浮かべ、問いを続けた。

「失礼ですが、消えるとは？」

「悪いことをした人は、消えます。そして、帰ってこない。悪いことをしていなければ、消えても帰してもらえます。だから、心配なんていらないんですよ。この子も高熱が続いた日に消えました。でも、帰って来た時には、治っていたんです」

　エリーゼは少年を見つめた。彼は歯を見せ、わかりやすい健すこやかな笑みを見せる。

　エリーゼの冷たい目を見て、彼は笑顔を消した。むずがりながら、母親の手を引く。

「ねぇ、かあさん。パイ買おうよ、乾かん燥そう苺いちごのパイ。買ってくれるっていう約束だよ」

「はいはい、わかっていますよ。それでは、お二人共、お元気で。よい旅を」

　女性は手を振り、歩きだした。二人に背を向け、彼女は子供のマフラーを巻き直す。

　エリーゼは、軽く人差し指の背を嚙んだ。グランは凍った横顔に呼びかける。

「エリーゼ」

「行きますよ、グラン。確かめたいことがあります」

　エリーゼは歩きだした。グランは脳のう裏りで、先程彼女から聞いた言葉を反はん芻すうする。




　──────この街は、どこかおかしい。




　　　＊　　＊　　＊




　消えた七人の内、食堂の厨ちゆう房ぼうから、切断された三人の手足が見つかった。

　発見された三人の手足が、七人中、誰だれの物かは不明だ。そのため、七人全員が行方不明者として取り扱われた。だが、その内、四人は、本来心配する必要はない。




　彼らは元々、帰って来る予定だったという。

　街を巡めぐり、二人は、ケンジーの言葉の意味を理解した。




「この街はね、守られているんだよ」

　木もく製せい玩がん具ぐを扱う店の老ろう婆ばは、刷は毛けを動かしながら語った。模型の小鳥の羽から埃ほこりを払い、彼女は眼鏡めがねの位置を直す。自分の仕事を確かめながら、言葉を続けた。




「病気の人間や、体が弱った人間がね、毎回二人から四人消えるのさ。戻ってきた時には、すっかり元気になってるよ。ありがたいことさ。この街には、長く奇跡が起こってるんだ……って、お前さん、なんか病気みたいな顔色だね。ほら、クッキーあげよう」




「この街に、心底悪い人間はいねぇなぁ」

　以前、食堂にいた丸鼻の男は、エリーゼに怯えながら語った。今日は休みで、普段は工場勤務だという。買い物帰りらしく、巨大なチーズを抱えた彼は、幾いく度ども頷いた。

「犯罪者や、強く憎まれてる悪人は、消えるんだよ。で、病人や怪け我が人にんと違って、帰ってこねぇ。誰が何かするわけでもなく、そうなるんだ。病人や怪我人は、子供のある奴やつから優先的に消えるな……にしても、姉ちゃん急にどうしたんだよ？　さっきも机蹴けるわ、ケンジー剝むくわ、おっかないわ。腹が空すいてんなら、チーズ一個やるよ。ほれ」




「それはそれは、ありがたい話ですよ」

　初老の紳しん士しは帽ぼう子しを持ちあげ、語った。大通りの長椅子に、彼は妻と共に座っている。

　晴れ始めた雲の切れ目から、夕暮れ時の光が降ふり注そそぎ、彼の白しら髪がを橙だいだい色いろに染めた。

「私の妻も一度消えましたが、この通り元気です。妻は肺病を患わずらいましてね。消えた時は、不安もありましたが、何よりも安あん堵どしました。帰って来た時には、肺は治り、病む前の妻に戻っていたのです。その間の記憶は……お前、何か覚えているかい？　あぁ、そうだね。一度眠り、起きたら時が経たっていた……それだけです。特別なことは何も」

　彼は穏おだやかな笑みを浮かべた。老婆の手を強く握り締め、言葉を続ける。

「この街には、犯罪も病もない。一つ不便はありますが、それも日々の幸福に比べれば些さ細さいな……いえね、この街には動物を持ちこんではいけない決まりでして……ですが、丘の下に農場もありますし、肉の加工もそちらで行いますから、特に問題は……あぁ、お嬢じようさん、こちらは妻から。飴あめですが、どうぞ」




　街の住人は、口々に似た内容を語った。

　この街では、病人や悪人は定期的に消える。病人は、治ち癒ゆされた状態で帰還するが、悪人は消失する。人々は不思議な現象を、奇跡として甘かん受じゆしていた。

　それが本当の話ならば、余よ所そ者ものが奇跡を求め、街に溢あふれてもおかしくはない。だが、奇跡は街の住人に限定され、外部の人間の永住は認められていないという。奇跡は正確な真しん偽ぎすら不明のまま、街の中に仕し舞まわれていた。




　聞きこみを終え、エリーゼは時計塔の前で足を止めた。

　時計塔は、紅く燃えている。重い雲は風に流され、夕暮れが街を照らしていた。




　入口広場は自由市場として開放され、人が溢れている。花や魚が、台車に積まれたまま売られていた。食人鬼の噂の間、隠れていた人々は、夕飯の買い物に勤いそしんでいる。

　大おお袈げ裟さな怯え方と反し、その日常への回帰は早すぎた。住人の反応は、滅めつ多たにない犯罪への恐怖と、終われば何も起こらないという、確信に基もとづいているのだろう。




「大体把は握あくできましたよ。街の安定と平穏は、歪な事実の下に成り立っている。自身への益えきが多くあるため、人々は不可思議な現象を奇跡として容認している……ですが、何よりも今、私は別のことについて言及したいと思います」

　エリーゼの背中は、小刻みに震えていた。グランはそっと、彼女の肩に手を置く。

「エリーゼ。私が持とうか？」

「何故、どうして、誰も彼もが、私に食べ物を渡すのですかッ！　私はそれほど飢うえているように見えますかッ！　誰が、施ほどこしが必要だと言いましたかぁッ！」

　叫ぶ彼女の腕の中には、様々な食料があった。チーズや林りん檎ご、パンや菓子の類たぐいが積まれている。グランは無言で、彼女から食料を預かり、両腕に抱えた。

「悪い人間は消える、か。確かに、街には親切な人間が多いようだ」

「食料で懐かい柔じゆうされるつもりはありませんがね。根本的に善人が多いようには見えます。警戒心が薄く、親切心が強い。人の質問によく答える…………ですが」

　エリーゼは、グランの持つ食料から林檎を摑んだ。高く放り投げる。

　紅い果実が光を反射した。それを受け止め、彼女は再び、グランの腕の上に戻す。

「気味が悪い。善意は否定しませんがね。異常を許容している状態こそが、異常です」

　エリーゼは外套を翻ひるがえし、歩き出した。グランも器用に林檎を顎あごで押さえ、後を追う。




　入口広場で最も門に近い店てん舗ぽは、事件の起こった食堂だ。封ふう鎖さされたその隣には、洋裁店がある。鋏はさみが浮き彫りにされた銅板が、軒のき先さきから下げられていた。

　広場は賑にぎわっているが、店の周囲は静かだ。エリーゼは、重厚な木の扉を押す。

「聞き込みをしていない店は、ここだけです。食堂の隣故ゆえの、新たな情報もあるかもしれない。『領地』が街のどこにあるかは未いまだ不明です。くれぐれも油断はしないよう」

「─────了解した」

　グランは短く応こたえる。エリーゼは目を細め、扉を潜くぐった。

　少女のドレスを着せられた人ひと形がたの模型が、幽鬼のように佇たたずんでいる。埃っぽく、薄暗い店内には、完成済みの衣服が大量に飾られていた。レースと布の海を、二人は泳ぐように進む。奥に置かれた長机の上では、強こわ面もての老人が足踏みミシンを踏んでいた。

　型紙と布、糸の山の陰かげで、彼は不意に顔をあげる。エリーゼは微笑んで尋ねた。

「すみませんが、少々時間を頂けませんか？　お尋ねしたいことが……」

　眼鏡の向こうで、老人の灰色の目が見開かれた。机に岩のような両手を叩たたきつけ、彼は立ちあがる。エリーゼを指さし、老人はわなわなと震え出した。




　そして、彼は絶叫する。




「───────その服、似合っとらんッ！」




　　　＊　　＊　　＊




「やめなさい、やめなさい、人間ッ！　やめなさいと言って、うわぁあああああッ！」




　頭上から、エリーゼの悲鳴が届く。階段脇わきの椅子に座り、グランは天てん井じようを見あげた。

　店主の一喝後、エリーゼは、突とつ如じよ二階から現れた女性店員に拉ら致ちされた。

　目立つ立地条件にも拘かかわらず、店に客がいない理由を、グランは今更理解する。

　恰かつ幅ぷくのいい女性店員は、暴れるエリーゼを圧倒しているらしい。エリーゼは手加減しているだろうが、恐るべき事態だ。今も頭上から、必死に叫ぶ声が聞こえてくる。

「他者の意思は尊重するものですよ、人間ッ！　ちょっ、待っ、止めなさいッ！　脱がすんじゃありませんッ！　私は切実に嫌がって、グラン、グラアアアアアアアンッ！」

「………………すまない、エリーゼ」

　大人の服は、二階に完成品があるという。エリーゼは着せ替えられているようだが、グランが現場に入れば、事態は混迷を極きわめるだろう。彼は戦略的撤退を選択した。

　食料を隣に置き、所在なく彼は座り続ける。

　その時、鈴を転がすような声が響いた。




「──────ねぇ、私にドレスを買ってくれる気はない？」
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　グランは顔をあげた。着飾らされた首のない模型の間に、一人の少女が立っている。

　短い黒髪に黒い吊つり目めは、野良猫を思わせた。彼女はみすぼらしい灰色の服を着ている。ドレスを着た首なしの子供達の中、一人だけ仲間外れにされているかのようだ。

「一着あれば十分なんだけど。大切にするから、どう？　私、他に服がないのよね」

　彼女は手を繫つなぐように、ドレスの袖を摑んだ。その指を見て、グランは尋ねる。

「────指はどうした？」

「お兄さん、ちょっと遠えん慮りよがなさすぎるんじゃない？　気を遣つかわない男の人は馬鹿だって、母さんが言ってたわ。お兄さんも、飲んだくれの馬鹿野郎達と、同じなの？」

　頰を膨ふくらませ、少女は近寄って来た。彼女は食料をどけて、グランの隣に座る。

　その手には爪つめが一枚もなく、赤黒い肉が覗のぞいていた。首筋の肌は、火傷やけどで引ひき攣つり、足には無数の鬱うつ血けつ痕こんが浮かんでいる。

　端はしが切れた唇を舐なめ、彼女は不機嫌に名乗った。

「私はリズよ。リズ・クラーク……私はね、化け物なんだって」

「────────化け物？」

　それは、グランにとって聞き慣れた言葉だ。リズと名乗った少女は、大きく頷く。

「言わなくていいことを喋しやべって、知りたくなかったことを教える化け物。知らないはずのことをペラペラ喋って、気味が悪くて憎たらしい。きっと化け物に違いない、って言われたわ。で、この有様。ひどいもんでしょう？」

　リズは肩をすくめた。軽い口調だが、その目には悲しみが滲にじんでいる。

　グランは首を傾げた。心ない彼は、特に哀あわれむこともなく、淡々と尋ねる。

「誰にやられた？」

「お兄さんに言ったら、何かが変わるわけ？　へー、それは素敵なお話じゃないッ！」

　リズは明るく吐き捨てた。グランは逆側に首を傾げ、少女を見降ろす。

「変えたいのか？」

「変えたいって言ったら、どうなるの？　どうせ、何も変わりゃしないわよ」

　リズは不機嫌に足を振る。グランは再び考え、応えた。

「エリーゼの許可がでれば、手を貸してもいいが」

　その言葉に、リズは目を見開いた。呆あつ気けにとられた顔で言う。

「手を貸すって、なに？」

「暴力的な手段になるが、攻撃は抑よく止しになると聞く。手を貸せるなら、貸すが」

　彼は無表情のまま、淡々と繰り返す。リズは丸く口を開いた。

　髪が一筋、その顔にかかる。次の瞬間、彼女は腹を抱え、笑いだした。

「あ、あはははははははははっ。お兄さんが、どうにかしてくれるわけ？　なんで？」

「君は、変えたいのだろう？」

　グランは逆に尋ね返した。リズは沈黙する。彼女は不思議そうな顔をした。

「それは、私が望んだことだよ？　お兄さんは、なんで動いてくれるの？」

「私に望みはない。君は変えたいと言った。私は居合わせた」

「私が言ったから？」

「それだけだ」

　グランは口を閉じた。リズは呆ぼう然ぜんと瞬きを繰り返す。だが、不意に楽しげに笑った。

　切れた唇を押さえ、彼女はくすくすと笑う。

「変なのぉ」

　リズは椅子から飛び降りた。軽やかに、床の上に着地する。

「変なの、変なの、変なお兄さぁん」

　歌うように繰り返し、彼女は背の高い模型に近づいた。それは一体だけ、大人の服を着ている。子供と揃そろいの若草色のエプロンドレスだ。




　模型の腰に触れ、リズはその周りを一周した。

　少女は模型の背に隠れる。そして、逆側から妖よう艶えんな雰ふん囲い気きの女性が現れた。




「────────そんな風だから、貴方は化け物などと、言われるのですよ？」




　長い黒髪がなびく。艶つややかに紅い唇を歪め、彼女は微笑んだ。しなやかな肢し体たいは、変わらず野生の猫を連想させる。灰色の服も同じだ。だが、育った体に傷は一つもない。

「─────リズか？」

「えぇ、面おも影かげはちゃんとあるでしょう？」

　グランの問いに、彼女は頷いた。彼は天井に視線を移す。いつの間にか、エリーゼの声は途と絶だえていた。まるで一階と二階が切り離されたかのようだ。

「──────君は『穴蔵の悪魔アリストクライシ』か？」

　彼の問いに、彼女は応えない。グランは目を細めた。リズの髪や目は艶やかに黒い。

　彼の知る『穴蔵の悪魔アリストクライシ』の条件からは外れていた。彼女はゆっくりと口を開く。




「善行とは常に意識して行われ、悪行とは常に意図的に貶おとしめられるものである」




　朗ろう々ろうとした声が響いた。紅い唇が大きく開き、奈な落らくにも似た口内が覗く。

　踊るような足取りで、彼女は前へでた。グランの顎に、細く硬い指が添えられる。

「人に憎まれた者は消える。その事実が明白な以上、憎悪は自然と方向性を持つ。人々は集団的悪意の対象となるのを避さけるため、善行を深め、自らの正当性を主張するようになる。結果、彼らは容易たやすく他者を切り捨てる。自身の正当性を確信しているが故、悪と判断した者に容赦はない。自身の正当性への優越が、歪な事態の容認へと繫がる」

　リズの言葉は続く。その真意は不明だが、グランはある情景を思いだした。

　食堂の壁に落書きがされ、男達は料理人に罵ば声せいを浴びせている。親切な人々は、悪人の消失を疑問に思わない。彼らは露ろ骨こつなまでに悪人を貶め、善行を心がけていた。

「飢うえがない、病がない、悪がない─────だが、それは正常か？」

「君は、何が言いたい」

　問いは無視し、リズはグランに顔を近づけた。彼女は甘える猫の様に鼻を擦すり寄よせる。彼は無表情に、彼女を見返した。彼の髪を白い指で梳すき、リズは言葉を続ける。

「人々は、自身の決めた悪を消失させる。用意された仕組みを無意識的に利用するのが、人間だ。人から排除されたものは、消えるか、化け物にならざるをえない」

　微笑みと共に、リズは奇妙な言葉を吐いた。後ろに下がり、彼女は両腕を広げる。




「貴方は棺の中、私は───────」




　歌うような声は、不意に途切れた。リズはそっと両腕を降ろす。

　熱病じみた勢いを失い、彼女は穏やかに続けた。

「私は化け物ではありませんでした。けれども、今は化け物でしかない。かつては、この辛つらさを語れる相手もいましたが、もうどこにもいません。貴方はわかってくれませんか？　化け物でしかない、この辛さ、この苦しみ。貴方にならば、わかるはずです」

「私にはわからない…………私は化け物だが」

　淡々とグランは応えた。痛ましい者を見るように、リズは顔を歪める。

　指を組み合わせ、グランは迷いなく断言した。

「心がない」

　リズは再び微笑んだ。だが、その目は笑っていない。黒い瞳は冷たく凍っている。

　甘く蕩とろけるような口調で、彼女は吐き捨てた。




「────────噓つき」




　不意に、グランの座る椅子が傾いた。背後の階段が消失し、彼は床に投げだされる。

　受け身に失敗し、彼は無ぶ様ざまに転がった。腕を伸ばし、立ちあがろうともがく。




　その指先が、冷たい何かに触れた。彼は空を見あげる。

　頭上には、灰色の雲が広がっていた。背中には、雪の感触がある。




　グランは、雪原に投げだされていた。彼は白い息を吐き、体を起こす。




　次の瞬間、額ひたいに鋭い痛みが走った。顔に投げつけられた雪玉が、雪原に転がる。

　指を伸ばすと、熱い血が触れた。小さな傷口はすぐに消える。血のついた雪玉の表面には、石が覗いていた。歓声があがり、複数の足音が重なる。子供の歌声が響いた。




『名前のない化け物グラウエン』、『名前のない化け物グラウエン』、お家がない。

『名前のない化け物グラウエン』、『名前のない化け物グラウエン』、名前がない。

『名前のない化け物グラウエン』、『名前のない化け物グラウエン』、心もない。




　子供達は手を叩き、彼を囃はやした。グランは、自分の周りを踊る影を眺める。

　心は特に動かない。傷口は治っている。怒りも憎しみも、覚える必要がなかった。




　だが、心を持たない彼にもわかった。恐らく今、自分はひどいことをされている。

　子供達は、彼を傷つけようとしていた。それは、辛くはなくとも、惨むごいことだ。




　不意に、別の足音が近づいて来た。子供達は一斉に逃げだす。駆け寄って来た誰かは雪を摑み、子供達の背中に投げつけた。誰かは何かを叫び、彼の傍かたわらに座りこむ。




「────■■■、■■■、大丈夫？　あぁ、なんてひどいことをするのッ！」




　柔らかな腕が、彼を抱きしめた。凍った彼の頰を、誰かは優しく撫でさする。




　誰かは泣いていた。彼女が泣く理由が、彼には理解できない。

　傷つけられたのは彼で彼女ではなかった。だが、彼は何も言わない。彼女の涙はきっと優しいものだ。否定してはならない。心のない彼にも、そう推測することができた。




　自分の為ために泣いてくれる人が、世界に一人だけはいる。

　そのことを、彼は知っていた。




「─────────だが、私はこれを知らない」




　グランは淡々と呟つぶやいた。彼を撫でる指先が静止する。誰かの鼓こ動どうと、息の音が途と絶だえた。何もかもが死に絶えたような沈黙の中、グランは嚙み締めるように繰り返す。




「──────────知らない、はずだ」

　──────────パキリッ、パキリッ、パキリッ




　涙が一斉に床に落ちた。カラカラと、それは木目の上を転がる。彼は椅子に座ったまま、一粒を踏ふみ潰つぶした。鋭い結晶に似た破は片へんが散らばる。涙は溶け、床に飲まれた。




「………………そうやって、また忘れるのね？」

　彼は隣に顔を向けた。リズが、むずかるように足を振っている。

　彼女は、幼い少女に戻っていた。黒猫に似た目を光らせ、彼女は彼を見あげる。

「……………かわいそうなお兄さん」

「……………」

「つまんない」

　彼女は勢いよく立ちあがり、駆けだした。ドレスの間を黒髪がなびき、見えなくなる。

　扉が開く音は聞こえなかった。だが、人の気配は室内から消失する。

　椅子に座ったまま、グランは目を閉じた。冬の光景が、瞼まぶたの裏に蘇よみがえる。

　棺ひつぎからでたグランは、エリーゼの手をとった。何よりも美しい光景に、別の一幕が重なる。誰かが彼を抱きしめ、愛情の籠こもった声で名前を呼んだ。




「─────────■■■」

　その声に、別の声が重なる。




「グラアアアアアアアアアアアアアンッ！　貴様ああああああああああああああッ！」




　絶叫と共に、彼の前に何かが落ちた。黒と白の塊かたまりが、店中を揺るがして着地する。

　美しい銀髪がなびいた。階段から飛び降りたエリーゼは、グランに向かって叫ぶ。

「私が助けを求めていると言うのに、貴様はッ！　貴様はッ！」

　エリーゼは、黒と白で彩られたドレスを着ていた。二色のフリルが大胆に重ねられたスカートは薔ば薇らのように膨らんでいる。剝きだしの肩を、大きなリボンが飾っていた。

「あらぁん、なに、お客さぁん。せっかく似合ってるんだから、もっと上品に、ね？」

「うるさい人間ッ！　私は着たくないと初めから言っていますッ！」

　二階へ叫び、エリーゼは帽子を投げた。勢いよく飛んだ羽根付きの帽子が、スパーンッとグランの顔を叩く。彼女は真まっ赤かになり、手袋に包まれた腕で、彼の胸倉を摑んだ。

「私が助けを求めていると言うのに、来ないとはッ！　着ますか、貴様がこれを着ますかッ！　スカートを翻しますかッ！　…………………………って、グラン？」

　エリーゼは不意に、叫ぶのを止めた。彼女はグランを見つめ、首を傾げる。

　先程までの怒りを忘れ、彼女は困惑した声をだした。




「どうしたのですか、グラン………なんだか」

　彼女はそこで言い淀む。蒼い目が左右に泳いだ。言葉を迷いながら、彼女は続ける。




「なんだか、貴方らしくない顔ですよ？」




　それは、どのような顔なのか。グランは考えるが、答えはでない。

　エリーゼは不安げな顔をしている。数秒後、彼は淡々と口を開いた。




「──────いや、私は」




　柔らかな腕の感触が蘇る。記憶の断片が、脳裏を過よぎり、溶けるように消えた。

　彼は吐きだしかけた言葉を、静かに飲みこむ。




　そして、答えた。




「なんでもない」
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『穴蔵の悪魔アリストクライシ』に、少女は剣を振るった。だが、刃は細い腕に防がれる。

　巨大な水槽の狭はざ間まに、剣けん戟げきが響いた。鋭い音が、淀よどんだ水面を微かすかに震わせる。




　女の『領地』は、巨大な水槽に囲まれていた。中には、奇形の魚が浮いている。

　弾丸がガラスを割れば、溺でき死しは必須だ。銃じゆうは使用できない。だが、女の肌には刃物が通らなかった。肉体が変化する『賜たまわり物もの』により、女の肌は一部が鱗うろこと化している。

　余裕か、『賜り物』の限界か、女の肌は常時硬化しているわけではなく、攻撃を察した瞬間、該がい当とう箇か所しよが鱗に覆われた。女は髪も目も白く、盲もう目もくだが、その分、気配に敏さとい。

　女の手にしたナイフが、少女の頰ほおを裂さいた。少女は女の腕を蹴けり、腹部を狙ねらう。

　ドレスは裂けたが、刃は鱗に弾はじかれた。女は呆あきれたように首を横に振る。

「復ふく讐しゆうか。『十二月の喧けん騒そう』の参列以来、予想はしていたがねぇ。混ざり物のエレイン？　だからと言って、そうやすやすと、殺されるわけにはいかないねぇ」

　少女は憎悪も露あらわに、歯を嚙かみ締しめた。彼女は女のナイフを、剣で受け止める。




　水槽内部から、彼は二人の攻防を見つめていた。

　その腹には穴が開き、口からは細かな泡が漏もれている。




　女と遭そう遇ぐうして早々に、彼は腹を貫かれ、水槽に投げこまれていた。激痛が、内臓の損そん傷しようを告げている。だが、彼は傷を放置し、無ぶ様ざまに浮きながら二人を観察していた。

「──────っ、ぐぅッ」

　少女は剣に力を込め、女を押し返した。女の背中が、水槽にぶつかる。

　少女は剣を退しりぞけ、床を蹴けった。女の顔に蹴りを叩たたきこむ。だが、女の頰は硬化した。少女は残った片足も蹴りあげ、宙返りしながら女の太ふと腿ももを狙う。鱗に覆われた手が、刃を摑つかむ。少女の攻撃を防ぎきり、女は哀あわれむように笑った。次の瞬間、少女は叫ぶ。




「──────今ですッ！」




　合図を聞き、彼は水槽から跳はねあがった。大量の水を滴したたらせ、女の上に落ちる。

　殺したはずの相手の襲撃に、女は動揺を見せた。少女は床に着地し、跳躍する。




　次の瞬間、その刃が、女の首を刎はねた。




「『名前のない化け物グラウエン』には、名前がない。それなのに、何な故ぜ、グラウエンと呼ぶか。知っていますか？」




　少女は、淡々と彼に問いかけた。濡ぬれた服を絞り、彼は首を横に振る。

　彼は自分が『名前のない化け物グラウエン』である事実は知っていた。だが、南方に伝わる話の詳細は、記憶にない。矛む盾じゆんしているが、彼はそれを疑問には思わなかった。

　彼は『名前のない化け物グラウエン』だ。詳細を知らなくとも、事実は変わらない。




「グラウエンとは『名前のない化け物』を造った、魔術師の名です。死体を縫ぬい合あわせた男の名。彼は、自身の産んだ存在に名前をつけませんでした。彼の死後、名前のない化け物は、魔術師の名前を引き継ぎましたが、化け物自身の名前はないままです」




　──────『名前のない化け物グラウエン』、『名前のない化け物グラウエン』、名前がない。




　小さな歌声が響いた。少女は足に力をこめる。彼女は女の頭を踏みつけていた。女の目は見開かれ、固まっている。何が起こったか理解しないまま、女は絶命していた。

「自分のものではない名を背負い、生きていくのはどのような気分なのでしょうね？」

「君もそうじゃないのか？」

　腹の傷を確かめながら、彼は尋ねた。内臓に達していた損傷は、無事塞ふさがっている。

「私が？」

「アリストクライシ」

「それは、人の名であり、私の名でもありますから」

　女の頭を踏んだまま、少女は応えた。彼は彼女から視線を逸そらし、辺りを見回す。




　水槽の中には、奇形の魚が浮いていた。その正体は腐敗し、膨ぼう張ちようした人の死体だ。

　死体は四し肢しを弄いじられ、魚に似た輪りん郭かくに変へん貌ぼうさせられている。近隣の村人らしい。




『穴蔵の悪魔アリストクライシ』の根底には、人に対する怨うらみと恐怖、人間世界への憧あこがれがあった。

自らを迫害し、闇やみに葬ほうむった存在を虐しいたげることで、彼らは安あん堵どと満足を覚えている。

「君がこの所業を行った者と同じとは、私には到とう底てい思えない」

　だが、同じ『穴蔵の悪魔アリストクライシ』である少女は、人ではなく、同族を殺していた。

　彼女は復讐のため、旅をしている。彼は宿での出来事を思い返した。

　拳銃を自身の側頭部に押しつけ、彼女は端たん的てきに自身の過去を語った。




　母を殺され、父を殺したこと。復讐の為ために、旅をしていること。それだけだ。




　短い話に、彼は同情も共感も示さなかった。

　心がない彼は、少女の話に何も感じない。だが、彼は少女に、同行を申し出た。

　それには意味も理由もない。記憶すらない彼には、他に行くあてなどなかった。

　少女は当然のように、彼の申し出を受けた。以来、二人は共に旅をしている。

　既すでに二回、彼は少女と共に『領地』に侵入していた。彼の不死性は、少女の復讐に役だっている。少なくない時間を共に過ごしながらも、彼には未いまだ理解できなかった。




　何故、彼女は彼を森から連れ出したのか。傍そばにい続けることに、何も言わないのか。

　彼は少女を見つめる。彼女は突然、憑つかれたように語りだした。




「知っていましたか？　『穴蔵の悪魔アリストクライシ』にも国はあります。伝説の領主、アンドレアス・フォン・アリストクライシの作成した、広大かつ人の街を模した『領地』が。人の迫害を未だ恐れ、国からでない保守派もいる。私は保守派を放置し、『始まりの領地』を後にしました。その場を知っていることが、私も『穴蔵の悪魔アリストクライシ』である証明です」

　少女の声は、変に上うわずっていた。彼女は話す速度をあげる。

「そう、残念ながら、私はアリストクライシです。その事実は、変えようがない……違うと言い張ろうが、私は人ではなく、今更人になる気すらない。だからこそ、私は失った家族の為に、復讐の為に、行ゆく方えを消したある男と、他の連中を追って」

「エリーゼ」

　彼が名を呼ぶと、少女は口を閉ざした。不自然なほど素早く、彼女は沈黙する。

　少女は振り向かないまま、冷たく答えた。

「なんですか？」

「語ることで、誤ご魔ま化かす必要はない」

　彼が指摘した瞬間、再び沈黙が広がった。水槽の狭間に、虚うつろな水音が響く。

　彼は彼女に近寄った。彼女は何も言わない。動かない背に、彼は呼びかけた。

「エリーゼ」

「黙りなさい」

「エリーゼ」

「名を呼ぶのは止やめなさい。すぐに、収まります」

　少女は震えていた。耐えがたい寒さに襲われているかのように、彼女は自身の肩を抱く。女の頭を踏むことで、少女は足の震えを無理に止めていた。

「八人目です。長く戦闘の訓練はしましたが、殺したのは、これで八人目。もう随分慣れましたがね……ですが、銃や剣を持つと、時折、どうしても思いだすことがある」

　宿で男を殺害した時と、少女の様子はあまりにも違っていた。

　何かを振り払うように、彼女は首を横に振る。血がでるほど唇を嚙み、吐き捨てた。

「すぐに慣れます。すぐに、二度と思いださなくなる。だから、何も問題ありません」

　少女は何度も繰り返す。自分に言い聞かせるような言葉に、彼は何も言わない。

　少女が何を思いだしたのか。それすら、彼は聞かなかった。




　水槽が震え、『領地』は崩壊を始める。ガラスは巨大な水すい滴てきに変わり、二人の足元を転がった。逆に水は硬質化し、死体を閉じこめたまま、ガラスのように罅ひび割われていく。

　少女は、頰を伝い落ちる雫しずくを拭ぬぐった。笑いを含んだ声で、狂気的に言い捨てる。




「私は、『穴蔵の悪魔アリストクライシ』を全て殺します。それまで、終わるわけにはいきません」




　少女は、ある出来事を境さかいに、復讐を望んだ。そこには、強い意志がある。

　冬の森で、彼は彼女に出会った。彼には心がない。明確な意志など存在しなかった。







　彼は、彼女の傍にいると決めただけだった。





[image: 第四章]








　貴方あなたが善よき人であったが故ゆえに。

　貴方が慈じ悲ひ深ぶかくあったが故に。

　貴方が常に正しくあったが故に。







　貴方は、苦しむこととなった。




　　　＊　　＊　　＊




　執しつ拗ようにドレスを勧める店員を振りきり、エリーゼは外に飛びだした。

　足を引きずり、彼女は疲ひ弊へいした様子で逃げだす。グランはその背を、無言で追った。




　エリーゼの銀髪は乱れ、肩からは外がい套とうがずり落ちている。店員と争いながら着替え直したため、シャツの胸元も開いていた。何事かと、すれ違った人々の視線が集まる。

　広場の中心で、エリーゼは足を止めた。彼女は心からの決意をこめ、宣言する。

「あの店には………あの店には、何があろうと、二度と近づきませんよ、グランッ！」

「了解した。エリーゼ、こっちへ」

　グランは目の前に彼女を立たせ、シャツのボタンを留めた。服装の乱れを整え、首元のリボンタイを結び直す。銀髪に手て櫛ぐしを通し、一歩下がって確認した。

「完了した」

「ふむ、上出来です。ありがとうございます、グラン」

　整った服を見降ろし、エリーゼは礼を言った。彼女は暗い広場を見回す。夕焼けは消え、分厚い雲が戻っていた。二人を見ていた人々も、帰かえり仕じ度たくを始めている。

「さて、どうしましょうね。もうすぐ夜になります。一度、宿に戻って」

　エリーゼが提案しかけた時、間抜けな大声が響いた。




「あぁあああああああああああああああああああああっ！　いたぁ、いたよーっ！」




　二人は素早く振り向いた。大通りを転がるように、誰だれかが駆けて来る。

　犬の尾のように、結われた髪が跳はねた。満面の笑みで、ケンジーが両腕を広げる。

　エリーゼはグランを前へ押しだした。グランは片腕でケンジーの顔を摑つかみ、止める。

「ふがっ？　はがほがはが？」

「どうしたのですか、ケンジー。一度は逃げたと言うのに、いい度胸ではないですか」

「あのそのまえにかおはなしてくらひゃい、いたいいたいいたいいたい」

　腕を振り回し、ケンジーは訴えた。エリーゼに視線で許可を取り、グランは手を放す。

　ケンジーは、赤く腫はれた鼻を擦こすった。エリーゼは、彼へ冷たい眼まな差ざしを向ける。

「で、何の用ですか、ケンジー。茶番は結構です。私にはこれ以上、貴方と関わる気はありません。言いたいことがあるのならば、早急に願いますよ」

「あっ、驚いたぁ。名前、覚えててくれたんだね。嬉うれしいなぁ」

　ケンジーは無邪気に笑うが、エリーゼは険けん吞のんな表情を崩さない。

　それに気づかないのか、ケンジーは元気よく片腕をあげた。

「あのさ、さっきはなんだか不機嫌にさせちゃったみたいだから、お詫わびがしたいんだ。助けてもらったのに、恩人を嫌な気分にさせちゃ駄だ目めだよねぇ。どうかなぁ？」

「必要ありません。即刻、消えなさい」

「そんなー、ひどいよぉ。悪いことしたなーって、僕、夜も眠れなくなりそうなんだよ？　いいじゃない。ね、ね、奢おごるよ？　奢っちゃうよ？　ご馳ち走そうするよ？」

　ケンジーは、ぐるぐるとエリーゼの周りを回る。だが、彼女は反応しない。

　ケンジーは困った顔で、グランの背中を押した。

「ねぇねぇ、お兄さんからも、何か言ってあげてよぉ」

「特に言うことはない」

「えー、ひどいなぁ。それも、心がなかったりするから？　なら、仕方ないよねぇ」

　ケンジーは腕を組み、残念そうに頷うなずいた。エリーゼは軽く目を見開く。

　彼女が何かを言う前に、ケンジーは手をあげた。台車を引く女性に呼びかける。

「おばちゃん、ちょっと待って。それ一個ちょうだい」

　恰かつ幅ぷくのいい中年女性は、果物と野菜を載のせた台車を止めた。

　彼女は、林りん檎ごの籠かごを持ちあげる。丸い赤ら顔に、明るい笑みが浮かんだ。

「あら、ケンジー、あんた本当に林檎好きだよねぇ。今度、パイ焼いてあげようか？」

「へへ、まぁねー。甘い林檎好きだよ。えっ、本当。やったぁ、楽しみにしてるねぇ」

　エリーゼはグランの手首を見た。破れたままの袖そでからは、惨むごい縫ぬい目めが覗のぞいている。

　女性に別れを告げ、ケンジーは振り向いた。彼はとぼけた口調で言う。

「ごめんねー、あのおばちゃん、帰り際ぎわだと、安くしてくれるんだよねぇ。えーっと、それで、なんの話をしてたんだっけ？　んん、奢るか、奢らないかだったっけ？」

「ケンジー、貴方、何を知っているのですか？」

「えっ、何？」

　エリーゼの問いに、ケンジーは首を傾かしげた。彼女は真剣な口調で続ける。

「『名前のない化け物グラウエン』は、南方に伝わる話です。この近辺では、有名とは言いかねる。だが、貴方は知っているようだ。そして、グランに何か思うことがあるらしい」

　探るような視線が、ケンジーを貫いた。だが、彼は再び首を傾げる。

　ケンジーは林檎を高く投げ、受け止めた。

「な──────────んの話だろう、ね？　まぁ、いいやー。ついて来てよ」

　彼は跳ねるような足取りで、歩き出した。振り向くことなく、大通りへ向かう。

　エリーゼは外套を揺らし、後を追った。グランは低く囁ささやく。

「行くのか？」

「えぇ、行きましょう。目的はわかりませんが、無視は得策ではありません。彼は貴方が『名前のない化け物グラウエン』だと知った上で、接触しているようだ。放置はできない」

　人間にとって、化け物は敵だ。正体を知られることは、極力避さけなくてはならない。

『穴蔵の悪魔アリストクライシ』であるエリーゼは、人間に追われた歴史を知っている。

　彼女は前を睨にらんだ。人とぶつかりかけ、ケンジーは情けなく謝る。だが、それを見ても彼女は険しい表情を崩さない。言動こそふざけているが、彼は得体が知れなかった。

　ケンジーは、不意に振り向く。そして、笑顔で言い放った。




「一緒にお茶しようよー。あとね、見せたいものが、あるんだよ？」




　　　＊　　＊　　＊




　ケンジーは、軽食屋には向かわなかった。




　彼は店が密集した路ろ地じとは、別の路地に入った。緩ゆるやかに傾斜した坂には、古く、小さな民家が並んでいる。似た造りの家々は、あまり裕福でない人々の為ための貸家らしい。

　彼は突き当たりの家の扉を叩たたいた。数度繰り返すと、扉は軋きしみながら開く。

「やぁ、セラばあちゃんッ！」

　中から、腰の曲がった老ろう婆ばが現れた。彼女は灰色の目で、ケンジーを見つめる。

　お伽とぎ噺ばなしの魔女じみた顔には、人の好さそうな笑わらい皺じわが刻まれていた。

「こんにちはぁ、もう遅いけど、遊びに来たよ。友達も一緒だけど、いいよねぇ？」

「あぁ、ケンジーかい。いいよ、いいよ、よく来たねぇ。友達とは珍しい……あぁ綺き麗れいなお嬢じようちゃんと、立派な旦だん那なさんじゃないか。いらっしゃい。さぁ、中に入っとくれ」

　老婆は快こころよく頷いた。エリーゼとグランは顔を見合わせ、老婆の後を追う。

　中に入り、エリーゼは辺りを見回した。頼りなく軋む床は、よく磨みがかれている。黄ばんだレースに覆われた窓まど枠わくには、ハーブの束が吊つるされていた。奥の台所では、薬や缶かんが音を立てている。何の変へん哲てつもない温かな家だ。ケンジーは親しげに老婆の肩を抱く。

「セラばあちゃんは、僕がこの街で最初に知り合った人なんだ。食堂で働いている時に、色々話をしたんだよぉ。去年、消えて心配したけど、戻って来てくれたんだぁ」

「ケンジーが友達を連れてくるなんてねぇ。お嬢ちゃん達、ちょっと待っててね。そっちの椅い子す、好きに使っていいよ。すぐにお茶を持って来るからね。急がなくっちゃ」

「お気になさらず、その…………御婦人」

　戸と惑まどいながらも、エリーゼは端は切ぎれだらけの椅子に座った。その隣となりの席に腰かけ、グランはバネが壊れた座面にめりこむ。ケンジーは座らず、ふらふらと辺りを歩いた。

「去年のことなんだけどね。ばあちゃん高熱を出して、もう死んじゃうのかなぁっていうくらい、ひどい状態だったんだぁ。だから、帰って来た時、元気になってて驚いたよ………あっ、ばーちゃんっ、僕ね。ジャムはいらないから、代わりに蜂はち蜜みつちょうだい」

「ケンジー。何な故ぜ、私達をこの家に連れて来たのですか？　一体、何が目的で」

　ケンジーはエリーゼの問いを無視した。代わりに、老婆が台所から顔を覗かせる。

「はいよ。お嬢ちゃんは、苺いちごのジャム嫌いかい？　時間があるのなら、夕飯も食べていくかい？　今日はシチューなんだよ」

「いえ、ジャムは好きですが、その……ええい、何故、私が人間に気を遣つかわなければならないのですかッ！　紅茶も夕飯も結構ですッ！　いいですか、ケンジー。貴方は」

「わかったよ。ジャムで平気だね。紅茶に入れると美お味いしいから、ちょっと待ってね」

「聞いていないッ？」

　驚きよう愕がくするエリーゼに頷き、老婆は顔を引っこめた。ケンジーは楽しげに笑い、不意に笑みの種類を切り変える。彼は林檎を机に置き、小さく頷いた。

「うん、驚いた…………そして、確信したよねぇ。助かるわけ、なかったんだからさ」

「…………どういう意味ですか？」

　ケンジーは、再び沈黙した。盆ぼんを手に、老婆が台所から歩いて来る。彼女が歩く度、カップが揺れ、紅茶が派手に零こぼれた。ケンジーは笑顔で盆を受け取る。

「ありがとうねぇ、ばあちゃん……………………あっ、さっきの質問に答えるとね」

　話しながら、ケンジーは盆を机に置いた。急に振り向き、老婆の首筋に抱きつく。

　親愛を示すように、彼は老婆に頰ほおずりをした。嬉しそうに笑う彼女には見えないよう、袖口から、掌てのひらに何かを滑り落とす。彼は老婆の喉のどに、ソレを走らせた。




　─────────ビッ、バシャッ

　鮮血が吹きだした。一瞬にして、紅あか色いろが壁と天てん井じようを舐なめる。




　ケンジーは腕を放した。老婆は微笑ほほえんだまま、皺しわ塗まみれの手を伸ばす。

　震える指先が、傷口を撫なでた。何かを言おうとしたのか、喉から溢あふれる血が、ごぼごぼと泡立つ。彼女は表情を失い、その場に倒れ伏した。同時に、エリーゼは床を蹴ける。

　彼女はケンジーに肉薄し、ナイフを蹴り飛ばした。ナイフは天井に突き刺さる。

　彼の胸倉を、エリーゼは摑んだ。

「ケンジーッ、貴様何をッ！」

「ええー、これくらいで驚くのぉ？　君達さ、『穴蔵の悪魔アリストクライシ』を殺して歩いてたんだよねぇ？　それなのに、何その反応。殺しとか、お手の物だって聞いてたのにさぁ」

　ケンジーは、不満げに唇くちびるを尖とがらせる。エリーゼは目を見開いた。

　彼女は、ケンジーの首を直じかに摑んだ。蒼あおい目で、ケンジーを鋭く睨む。

「貴様、何故、それを知っている？　それは、誰も知らないことのはずだッ！」

「ぐっ、んんっ、知ってるけど、さ。そんなに敵じゃないってば。敵じゃないん、だ、から。殺す必要は、ない、よ。それに、さ。このままじゃ、駄目だから。家、出ないと」

「はぐらかすな、何が目的だ」

　首を絞めると、ケンジーは呻うめいた。必死にエリーゼの手を叩く。

　彼女は僅わずかに指を緩めた。ケンジーは、大きく息を吸いこむ。

「ぶはっ、あー、苦しー。だーかーらーさ、違うんだってばッ！　これはね、僕なりの君達に対する手助けなんだよッ！　ばあちゃんの死体一個で、わかることがあるなら、安いもんでしょう？　ねぇ、違うの？　僕、なんか間違ってる？」

　動脈を摑まれたまま、ケンジーは頰を膨ふくらませた。だが、すぐに真剣な顔をする。

　彼は恐ろしく醒さめた声をだした。

「それに、アレは死んだとは言えないんだ……ねぇ、考えてもみてよ。この死体を目撃したのは、君達と僕。全員、街の人間じゃない。その意味、知りたくないの？」

　彼は横目で、老婆の死体を眺ながめた。歪いびつな傷きず痕あとは、彼女から生前の面影を奪うばっている。

　ケンジーは表情を変えず、死体から視線を逸そらせた。

「一年前、僕は二年後の春に出て行く約束で、無理やりこの街に居ついたんだ。永久居住は、認められてないんだよ。ここにいるのは、全員余よ所そ者もの。街の人間は、彼女の死を知らない。その結果を、君達は見るべきなんだ。こんなことで騒いで、どうするの？」

　謎なぞめいた言葉を吐き、ケンジーはグランに視線を移した。

　エリーゼを無視し、彼は媚こびるような笑みを浮かべる。

「君もそう思わない？　彼女を説得してよぉ。『穴蔵の悪魔アリストクライシ』って、元々人を殺す種族なのに、ちょっと繊せん細さい過すぎだよね。突とつ発ぱつ事じ項こうに弱いのって、いいことじゃないよ？」

「何故、私達のことを知っている？」

「ん、調査の結果。色々内緒だけど」

　ケンジーは日向ひなたに座る猫のような顔をした。数秒間考え、グランは口を開く。

「………エリーゼ、外に出るべきだと思う」

　彼の言葉に、エリーゼは目を見開いた。ケンジーは喜ぶように、拳こぶしを握り締める。

　エリーゼは白い指を、強く彼の喉にめりこませた。

「ぐへっ」

「───────グラン、本気ですか？」

「見せたいものがある。彼はそう言った。確認するべきだろう」

　エリーゼは、思案するように目を細めた。数秒後、ケンジーの胸を突き放す。

　彼は深呼吸し、乱れた息を整えた。目に涙を浮かべ、礼を言う。

「あー、苦しかったー、死ぬかと思ったよ、ありがとうねぇ。はい、外に出て出て」

　彼は机の上に乗ると、ナイフを天井から引き抜いた。袖に仕込み直す。

　机の上の林檎を摑み、彼は二人の背中を押した。

「お兄さんのおかげで、助かっちゃったなぁ。きっと驚くからね。楽しみにしてて」

　血けつ痕こんを踏まないように避け、三人は外に出た。ケンジーは建てつけの悪い扉を、堅く閉める。彼はわざとらしく、姿勢を正した。小さく咳をし、扉を叩く。




　─────コンコンッ、コンコンッ、コンコンッ

　当然だが、返事はない。だが、唐突に扉は開いた。




　─────ガチャッ

「おや、ケンジーじゃないか？　よく来たねぇ」

　先程の老婆が現れる。彼女は、穏おだやかな笑みを浮かべた。

　エリーゼは息を飲む。グランは無表情のままだ。老婆の首に、傷痕はない。




　死んだはずの彼女は、何事もなく生きていた。




「やっほぉ、セラばあちゃん。ごめんねぇ。今日は、様子を見に来ただけなんだ。はい、林檎あげる。最近ず───っと寒いから、無理しないようにねぇ」

「あぁ、ありがとう。ケンジーが来てくれて、私は嬉しいよ。後ろの二人は」

「へへ、友達だよッ！　それじゃぁ、またね。ばあちゃん。僕、急ぐからさ」

　ケンジーは、強引に老婆を家の中へ押しこんだ。無理やり扉を閉じる。

　重い沈黙が降りた。ケンジーは得意げに振り向く。彼は胸を張り、両腕を広げた。

「どうかなー。えへへ、凄すごいでしょう？」

「…………………どういうことですか？」

「これが、この街の隠れた仕組みなんだぁ。一度消えた人間はね、街の住人が死んだと認識しない限り、死なないんだよ。多分、街の人達が、混乱を望まないせいだよね」

　彼は扉から離れ、道を蹴った。上着の裾すそが翻ひるがえる。踊りながら、彼は言葉を続けた。

「この街はね、人の意識に応こたえるんだ。街は人々の無意識的な望みを汲くんで、様々なことをするんだよ。悪人を消したり。人を攫さらい、病気を治して返したり。そこまで不自然じゃない程度に、ね？　凄いよねぇ。まるで、家畜の世話を焼くみたいだよッ！　で、戻って来た人達は、どうやって作ったんだか、本当の人と違ってる」

　回りすぎたのか、ふらふらした後、彼は姿勢を正した。

　頭の後ろで指を組み合わせ、ケンジーは吞のん気きな口調で続ける。

「気づいた時は、驚いたよぉ。頭狂うかと思ったもん。僕だって悪人じゃないんだから、ここまでおかしなことが起こってたら、嫌にもなるって。まぁ、今じゃ見事割りきりに成功して、街の人の首、搔かっ切きるくらいお手のものですが、えへへへへへ」

　エリーゼは人差し指の背を嚙かんだ。彼女は真剣な表情で考えを整理する。

　蒼い目が細まり、次の瞬間、見開かれた。彼女は呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「まさか…………そういうことですか？　しかし、そんなことが、いや………確かに」

「うんうん、えー、どういうことーって、僕に聞かないんだね。手間が省はぶけて助かるよ。君になら、きっとわかると思ったんだ！　同族殺しの『穴蔵の悪魔アリストクライシ』さん！　後は、君に任まかせるよ。何せ、人間には、ちょっとどうしようもない事態だからね」

　ケンジーは満足げに頷いた。エリーゼは無言で掌を振り、虚こ空くうから拳けん銃じゆうを摑み取る。

　彼女は、銃口をケンジーに突きつけた。笑みを浮かべたまま、彼は両手をあげる。

「えー、こうなっちゃうんだぁ。予想外だよ。困ったなぁ、止やめてくれないかなぁ？」




[image: ]








「まずは、情報に礼を。ですが、私に教える意味は？　人にはどうしようもない事態だから、私を利用する。貴方の言葉はそういう意味でしょう。貴方は一体何者ですか？」

「うーん、それってさぁ、聞いたって、結構どうしようもないことだと思うよ？　あと、もう一つ確かめたいことがあるからさぁ、何者か言うのって、それからでもいい？」

　ケンジーは飄ひよう々ひようとした態度を崩さない。エリーゼは眉まゆ根ねを寄せた。彼女は拷ごう問もんの経験はあるが、尋問には不慣れだ。無理に答えを聞きだそうにも、街中では限界がある。

　相手に翻ほん弄ろうされていることを理解しながら、彼女は尋たずねた。

「確認したいこと？」

「へへっ、隣町に、僕の知り合いがいるんだぁ。僕は君達から一度逃げた後、大おお慌あわてで隣町まで行って、二人のことを話したんだよ。そうしたら、ぜひ会いたいって言うんだぁ。よかったら、会ってあげてくれないかな？」




　銃口を突きつけられたまま、ケンジーは楽しそうに笑う。

　口笛でも吹きだしそうな様子で、彼は不吉な言葉を続けた。







「彼、南方の出身なんだ。寒い村に、住んでたんだって」




　　　＊　　＊　　＊




　南方にある冬の森で、『名前のない化け物グラウエン』は、生きたまま埋葬された。




　グランは、目の前に雪が舞う錯さつ覚かくに襲われる。白い世界に、黒い外套を着た少女が立っていた。奇跡的な光景を、彼は細部まで覚えている。だが、彼女と出会う以前の記憶は、ないに等しい。彼はある村の住人を虐ぎやく殺さつしたというが、真しん偽ぎは定かではなかった。




　本当か噓うそかは、誰も知らない。そのはずだ。




　次の瞬間、エリーゼは道を蹴った。銃を消し、ケンジーの鳩みぞ尾おちに拳を打ちこむ。

　ケンジーは、危うくエリーゼの拳を躱かわした。無ぶ様ざまに道に転がると、彼の手首がおかしな方向に折れ曲がる。苦痛を飲みこみ、彼はバネ仕掛けの人形のように立ちあがった。

　直前まで彼がいた場所に、エリーゼの踵かかとが落ちる。ケンジーは慌てて訴えた。

「いっ、たたたたたたた。急になにするのさ、もー、わっ！」

　エリーゼは、ケンジーの首筋に手刀を落とした。腕で首を庇かばい、彼は前のめりに倒れこむ。咳を繰り返し、蒼ざめた顔をあげた。

「な、ななな、なに？　急に暴力的すぎませんか？」

「場所を変えて、じっくり話を聞こうと思い直しまして。意識を狩りとろうかと」

「やめて、やめて、やめて、そんなことしないでも、話すってばぁ！」

　ケンジーは降参するように両腕をあげた。グランがその肩を摑む。ケンジーは怯おびえる子猫のように、左右を見回した。虚空から剣を摑みとり、エリーゼは彼に近寄る。

「南方の寒村ね。偶然とは思えません。ケンジー、貴方はこのグランの過去について、何か知っていますね？　それを私は看かん過かすることはできない」

「えーっと、物騒だから剣は仕舞って。って言うか、街中でこれは危険だと思うなぁ」

「叫びでもしますか、ケンジー？　次の瞬間、首が飛びますよ？」

　エリーゼは美しく微笑んだ。ケンジーは笑みを引ひき攣つらせる。本気か演技か、その顔は蒼ざめたままだ。曲がった手首が、不安定に揺れる。彼はうなだれながら応えた。




「でもねぇ、話す時間はないんだぁ。向こうから来ると思うからさぁ」

　ヒヒヒヒヒィイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインッ！




　次の瞬間、狂ったように馬がいなないた。蹄ひづめが、道を乱打する音が響く。

　二人は、同時に振り向いた。悲鳴が大通りに溢れ、波と化し迫って来る。




　細い路地の入口を、栗色の巨体が駆け抜けた。手た綱づなを握った細身の男が、叫びながら馬に引きずられている。眼鏡めがねをかけた顔が、グランの網もう膜まくに焼きついた。

　鬣たてがみが靡なびき、強きよう[image: ]じんな肉体が跳ねる。馬は男を連れ、一瞬で、二人の視界を通過した。

　一拍置いて、太った男が路地に逃げこんでくる。

「うわあああああああああっ、うわわっ、うっ、えっ………あっ…………あれ……？」

　大通りから逃げてきた男は、三人を呆然と見あげた。エリーゼは舌打ちする。

　足をばたばたと動かし、ケンジーは訴えた。

「ほらほら、僕を誘ゆう拐かいするのは、もう無理だってばッ！　それにね、行った方がいいと思うよ？　君は何も知らないらしいけど、気になったこともあるんじゃない？」

　ケンジーは心配そうに言った。グランは額ひたいを押さえる。指先に、熱い血の温度が蘇よみがえった。いつか聞いた優しい歌声が、耳奥で渦うず巻まく。ケンジーの声が、唄うたに重なった。




「彼、あのままじゃ、死んじゃうよ？」

「……………私、は」




　─────ルーシュカ・ルーシュカ・プリースカ

　─────私はここで、唄を歌う。愛いとしい貴方へ唄を歌う。




　彼は不意に思いだす。彼女は窓辺で、よく唄を歌っていた。

　長い冬には、娯楽がない。彼女は歌うことで、気が狂いそうに遠い春を待っていた。




　─────善き人の心は天の上。だから、貴方は泣かないで。

　─────墓はかの下には、何もいない。




　薄汚れた二重窓の向こうは、白一色の世界だ。雪に覆われた村を見て、彼女は溜ため息いきを吐ついた。だが、振り向いた時には、憂ゆう鬱うつな表情は消えている。彼女は優しく微笑んだ。




　─────ねぇ、■■■。この唄の通り、だから、貴方は責められなくていいのよ。




　彼女は穏やかに語る。彼は直感的に危機を悟さとった。その言葉の先を聞いては、彼の中の何かが崩れる。だが、記憶の中の彼女は切れ目なく、歌うように続けた。




　─────墓の下には何もいない。貴方は、化け物なんかじゃないわ。




　それは、噓だ。彼女はずっと、噓を吐き続けていた。




　グランの腕から、力が抜ける。ケンジーは慌てて彼から逃げだし、溜息を吐いた。

「……………………グラン？」

　エリーゼが怪け訝げんそうに言う。だが、グランは応えない。彼は身を翻し、駆けだした。

　悲鳴が続く、大通りへ飛びだす。

「待ちなさい、グランッ！」

　彼は振り返らなかった。その余裕はない。頭は焼きつき、思考は停止していた。

　グランは全力で道を蹴る。長身の体が、弾丸のように道を疾しつ走そうした。転んだ人や、弾き飛ばされた荷物を、彼は次々と飛び越える。風で髪が靡き、外套の裾が宙に浮いた。

　息すら止め、彼は道を駆ける。馬の背中が、目に入った。狂った行進は止まらない。何に怯えているのか、泡を吹きながら、馬は死への暴走を続けている。

　グランは強く道を蹴り、引きずられている男に飛びついた。悲鳴は止んでいるが、男には意識がある。彼の目は驚愕に見開かれた。

「君はッ？　っ、ぐっ」

「───────くッ」

　グランは、男を馬から放そうと試みた。だが、手綱は男の腕に巻きついている。

　グランは手綱を引き寄せ、男を抱えた。男の代わりに道に打ちつけられる。道に接している足は、このままでは折れかねない。その時、上下に揺れる視界に何かが映った。

　屋根の上を、黒い影が疾走する。外套を靡かせた姿は、エリーゼだ。

　身体能力を限界まで駆使し、彼女は矢のように頭上を走っていた。グランは食い入るように彼女を見つめる。一瞬、蒼い目と確かに視線が合った。

　その時、馬が狂ったように頭を上下に振った。波のように、人々は左右に割れる。逃げ遅れた子供の腹が、蹄に踏ふみ潰つぶされた。馬の体が傾ぎ、屋根の上の影は速度を増す。

　グランは舌を嚙むのにも構わず、呼びかけた。




「エリーゼエエエエエエエエエエエエエエエエエエッ！」

　銀光が目を焼く。剣を手に、エリーゼは屋根を蹴った。




　黒い影が、猛烈な速度で落下する。馬の首に、全体重をかけた剣が突き刺さった。

　剣を放し、エリーゼは馬の首を蹴る。投げられた短剣が、摩ま耗もうした手綱を切った。




　グランと男は、道に投げだされる。男を庇いながら、グランは道を転がった。

　エリーゼは離れた地点に着地する。彼女は片手で、乱れた銀髪を搔きあげた。




　馬は数歩走り、どうっと倒れ伏した。全身を痙けい攣れんさせ、馬は足を跳ねあげる。倒れても尚なお、逃げようと馬はもがき続けた。生臭い血と獣臭が香る。

　エリーゼは馬の傍かたわらに近寄る。

　恐怖を湛たたえ、潤うるんだ瞳ひとみがエリーゼを見あげる。やがて、馬は動かなくなった。

　街中を探索した際、彼女は気づいたが、この街には鳩はとや鼠ねずみすらいない。この馬は、引きずられていた男が禁を破り、連れて来たものだろう。彼女は蒼い目を細める。




　何故、馬は恐きよう慌こう状じよう態たいに陥おちいったのか。何故、この街に動物はいないのか。

　全ては、彼女の至いたった答えへの確信を強める。




「……………なるほどね」




　エリーゼは低く呟いた。背後で絶叫が起こる。彼女が振り向くと、腹を潰された子供の母親が泣いていた。目を細めるエリーゼの隣で、腰を抜かしていた男が立ちあがる。

　食堂にいた髭ひげ面づらの男だ。彼は、屋根とエリーゼを交互に見比べた。

「じょ、嬢ちゃん、ありがとうな………死ぬかと、思った………で、でも今の」

「礼は結構です。倒れている方を、助けるといいでしょう」

　腰をさすりながら、髭面の男は混乱の続く道を見た。途方に暮れる男を無視し、エリーゼは踵きびすを返す。グランは助けた男の傍らに座っていた。エリーゼに気づき、立ちあがる。次の瞬間、ズボンの裾から覗く足首を、血塗れの手が摑んだ。




　グランに助けられた男は、醜みにくい縫い目をなぞり、呆然と呟く。




「噓、だろう………そんな、ありえないはずだ。まさか、そんなはず」

「──────何がありえないんだ？　怪け我がはないか？」

　グランは手を差しだし、男の顔を見つめた。

　彼の頰には黒い鬱うつ血けつがある。全身を打っていることは明らかだ。壊れた眼鏡が辛かろうじてかかった顔を見つめ、グランは脳内を探った。先程、頭を焼いた熱の答えはでない。

　一瞬、脳のう裏りを過よぎった記憶は、跡形もなく消えていた。

　男はグランの手を見つめ、口を開いた。一拍遅れ、弾かれたように叫びだす。

「怪我はないか、だと？　怪我はないかだってッ！　何を、何を言ってるんだ」

　気分を害したらしい男に、グランは謝ろうとする。だが、彼は叫び続けた。

「お前が俺おれにそれを聞くのか………なんで、なんでだよ。なんで、お前がここにいるんだよッ、お前はいないはずだッ！　なぁ、そうだろう………お前はいないんだよッ！」

　無茶苦茶な言葉と共に、男はグランの足を引っ搔いた。剝はがれかけの爪つめが落ち、グランの肌に血の痕が残る。グランは目を細めた。男の言葉は、彼には理解できない。

「すまないが、言っている意味が」

「わからないのか？　わからないって言うのかッ！」

　男はグランの足を這はい上のぼった。全身の痛みに震えながら、彼はグランの胸に組みつく。

　血と唾つばを吐き、男は絶叫した。




「お前は、お前は棺の中にいるはずなんだッ！　そうだろうッ！」




　グランの中で何かが弾けた。得体の知れない衝動が胸を貫き、痛みによく似た熱が全身を駆け廻る。特に頭部に集中する熱に耐えながら、彼は口を開いた。

「何故、知っている？」

　男は醜く顔を歪ゆがめた。拳を固め、彼は弱々しく、グランへ振り降ろす。

　その手を、横からエリーゼが摑んだ。彼女は男の胸倉を摑み、自分に向き直らせる。

「ひっ………なっ、なにを、するんだ」

「何を知っている、人間。話しなさい」

　男は息を飲むが、エリーゼから顔を背そむけた。華きや奢しやな彼女を、無視することに決めたらしい。頭を異様な角度で突きだし、彼はグランへ叫んだ。

「忘れたのか？　もしかして、忘れたって言うのかッ！」

　その目には、殺意が漲みなぎっている。だが、奥底には恐怖も覗いていた。

　不意に彼は勢いをなくした。吐き捨てるような、縋すがるような、奇妙な口調で続ける。




「──────俺達が、お前を埋めたんだ」




　グランは再び目を見開いた。掠かすれた音が、彼の耳奥で蘇る。




　井戸の底から、風が吹きあがる虚うつろな音。誰かの飄々とした声。何発もの銃声。

　悪意の滲にじむ人々の罵ば声せい。殺意のこめられた絶叫。様々な音が、嵐あらしのように荒れ狂う。




『名前のない化け物グラウエン』、『名前のない化け物グラウエン』、お家がない。

　子供達は手を叩いて、彼を囃はやした。




　────貴方が善き人であったが故に。貴方は、苦しむこととなった。それだけよ。

　誰かは微笑みながら、彼に語りかける。




　────なんだ、君。ずっと……。

　飄々とした声が、彼に言った。だが、それは途中で搔き消える。




　グランは呆然と、反響する声を追った。声は渦巻きながら消えていく。

　最後に、目の前の男は、聞き慣れた名前を口にした。







「『名前のない化け物グラウエン』を」




　　　＊　　＊　　＊




『──────墓の下には何もいない。貴方は、化け物なんかじゃないわ』

　かつて、誰かはそう言った。だが、グランは、それが噓だと知っている。




　人間に幾いくら紛まぎれようが、化け物の居場所など、この世にはない。

　彼は化け物だ。だから、埋葬された。




「───────────ぐっ、うぅ」

　男の呻き声に、グランは我に返った。エリーゼが、男の胸倉を更に強く摑んでいる。

　襟えりが狭まり、男の喉は軽く絞しまっていた。

「貴方が、グランを埋めたのですか？　貴方達が、彼を生きたまま埋葬したと？」

　男を揺さぶり、エリーゼは問いかける。

　男は苦しげな顔をするが、不意に笑いだした。狂的な笑い声が響く。

「ハハッ、そうだ。そうだよ。コイツは村の人間を殺した。だから、俺達はコイツを埋めたんだ。伝説の通り、二度と出て来られないようにな……それなのに、何故、コイツが外にいるんだ。次は、誰を殺すつもりなんだよ………ハハッ、ハハハハハハハハッ」

「───────彼は、私が掘りだしました」

　凜りんとした声が応えた。エリーゼは迷いなく、男に言い放つ。

　男は呆あつ気けにとられ、口を丸く開いた。彼は憎悪に顔を歪め、暴れだす。

「何故、掘りだしたッ！　そいつは化け物だ。村の人間を虐殺したんだぞッ！　世話をしてやった恩も忘れて。いいのか、アンタも殺されるぞッ！」

　グランは記憶を探った。だが、先程思いだした光景は、雪のように溶け消えている。

　彼の中は空虚だった。それでも、自然と断言が口を突く。

「─────私は、エリーゼを殺したりなどしない」

「化け物が噓を吐くんじゃねぇッ！　俺の婚約者を殺した癖にッ！」

　男は唾を飛ばし、叫んだ。次の瞬間、発ほつ作さ的てきに、グランは男の胸倉を摑んだ。

　目を見開き、エリーゼは男から手を放す。グランはそのまま、男を宙吊りにした。

「………………グラン？」

　エリーゼは眉をひそめた。暴れ、もがく男の顔が、恐怖に満ちる。グランは首を傾げた。体は勝手に動き、男を摑んだ。自身の凶行の意味を理解しないまま、彼は言う。

「────────覚えがない」

　その言葉を聞き、男は首を縦に、横に振った。男は足を必死にばたつかせる。

　グランは手を放し、彼を降ろした。男はその場に崩れ落ち、激しく咳せきこむ。

「………………化け物が、化け物がなんでいるんだよ」

　それでも、男は繰り返した。彼は弱々しく笑いだす。

「……お前を埋めてから、俺は村を出た……ずっとあの森から離れて、忘れようとしてきた。それなのにさ、なんで化け物がひひっ、生きてやがるんだよ……ふひ、ひひひっ」

　エリーゼはグランと男を見比べた。彼女は静かに口を開く。

「───………どうやら、貴方は少々気が触れているようだ」

　突然、彼女は断言した。堂々とした声を聞き、男は弾かれたように顔をあげる。

「気が、触れているだぁ？　突然なんだッ！　狂ってるのはアンタの方」

「ご存じですか？　この街には、動物を持ちこんではいけない決まりがある。入る際、門番と揉もめたはずです。貴方のせいで、死んだ者もいる。何を考えていたのですか？」

　エリーゼは、誰かに聞かせるように語った。罵声を返そうとして、男は何かに気づく。

　恐る恐る、彼は辺りを見回した。




　街の住人は、凍りついたように動きを止めていた。異様な視線が、男に突き刺さる。

　踏み潰された子供を抱いた親が、仮面のような無表情で彼を見つめた。




「決まりを破った？」「どうせ消える」「でも余所者」「アイツが」「消えないの？」「余所者」「何をしに」「アイツのせいで」「死んだ」「死んだ」「死んだよ」「死んだんだよ」




　低い声が、蟲むしの羽音のように男を取り巻いた。露骨な悪意が、集中し始める。

　エリーゼは、乱暴にグランの手をとった。彼女は黒い外套を翻し、歩きだす。

「行きますよ、グラン」

「しかし、エリーゼ」

「振り向く必要はありません。貴方はもう棺の外にいます。止めておきなさい。貴方の過去に何かがあったのは、確かのようだ。ですが、先に言っておきますよ、グラン」

　いつかの冬の日のように、彼女は彼の腕を引いた。真剣な表情で彼女は続ける。




「貴方が誰を殺していようが、私は殺していないと信じます」




　グランは、その言葉に応えなかった。二人はそのまま道を歩き、適当な路地に入る。

「ま、待て、お前達、待て、待てよぉッ！」

　背後から、男の声が追って来た。彼は街の住人の異様な様子に怯えている。

　彼らは善人だが、悪と断定した者への容よう赦しやを知らない。




「どこに行くんだ？」「誰か警官呼べ」「呼ぶ必要はないだろう」「俺達が好きに」「死んでるんだ」「責任はあるだろう」「うちの子はうちの子はうちの子は」「消えちまえば」




　声は重なり、徐々に罵声に変わっていく。男の悲鳴と、肉を殴おう打だする音が響いた。

　エリーゼとグランは、振り向かない。彼らは路地を奥へ進む。男は必死に叫んだ。




「『名前のない化け物グラウエン』ッ！　止まれ、『名前のない化け物グラウエン』ッ！」




　その瞬間、グランは異様な感覚に包まれた。冷たく硬い感触が、足裏で砕くだける。目の前の光景に、雪で覆われた村が重なった。彼は井戸に近寄り、中を覗きこむ。

　底知れない奈な落らくへ、はらはらと雪が舞い落ちた。




　井戸の側面は赤く染まり、血が滲んでいる。

　その中に、一体何が詰まっていたのか。




　グランはそれを見て、そして──────。




　何を、思ったのか。




「やぁ、こんにちはー。お疲れ様だねぇ」

　人ひと気けのない道の先に、ケンジーが立っている。グランは急速に現実に引き戻された。

　ケンジーは折れた手首を振り、笑顔で左手の道を示す。

「こっちから行くと、君達の宿に近いよぉ。結構な騒ぎになっちゃったねぇ。馬は絶対連れて来てねって、無理言っちゃったなぁ。街の人から、君達は感謝されてると思うよぉ？　ただ、しばらく出歩かない方が、きっと静かだよねぇ」

　ケンジーは無邪気に笑う。彼は右手の人差し指を立て、唇に添そえた。

「どうせ、七日後までは、何も起きないしねって、おっとっ」

　彼は素早く顔を逸らせた。短剣が頰を掠め、家の壁に突き刺さる。

　エリーゼは無表情に彼を見た。ケンジーは困った顔をする。

「やめてよぉ、僕は、確認を済ませただけなんだってば。おめでとう。君はあの男を殺さなかった。今のところ、君達は僕の敵じゃないし、僕は君達の敵じゃないよ」

「敵かどうかは、こちらが決めることです。貴方は害悪としか思えない」

　エリーゼは彼の言葉を拒絶した。虚空から再び剣を摑みとる。

　ケンジーは泣きそうな顔をした。彼は胸に手を重ね、子犬のように眉尻を下げる。

「うーん、街中だと銃は無理だよねぇ。そんでもって、僕、死に物狂いで抵抗するし、殺したら、死体を消しても、騒ぎになるだろうし。君だって本当はわかってるんじゃないかなぁ？　君にとっての敵は、僕じゃない。まだ、街を騒がせない方がいいよぉ。旅の目的を忘れちゃ駄目さぁ。僕はお詫びに、いい情報も持って来たんだからね」




　ケンジーはいじけるように、人差し指を回した。エリーゼは無言だ。

　誰も言葉を返していないのに、彼は朗ろう々ろうと語りだす。




「消えた四人はね、七日後の、冬祭りの日に帰って来ると思うんだぁ。彼らの帰宅は、君の復讐に関係がある。街の人間は皆参加するし、終わらせるなら、その日が丁度さ。後は、よろしく頼みたいなぁ。素敵だよねぇ。お祭りだよ」




　ケンジーは愉快そうに語り、堂々と両腕を広げた。

　恍こう惚こつと溜息を吐き、彼は子供のような笑みを浮かべる。







「なんだか、わくわくしちゃうよねぇ？」




[image: 間章　四]







　崩ほう落らくした屋根の穴からは、夜空が覗のぞいていた。草を除のぞいた地面の上では、焚たき火びが燃えている。炎の紅あかが少女の肌を照らした。廃はい墟きよの壁の上では、影が怪しく躍っている。




　定期的に、彼は薪たきぎを炎に放りこんだ。貪どん欲よくに燃料を食らい、炎は勢いを増す。




　二人が次に訪れた『領地』は、廃墟の扉を『入口』にしていた。

　豪ごう華か絢けん爛らんな館やかたを模もした『領地』は、紳しん士し然ぜんとした『穴蔵の悪魔アリストクライシ』の住居だった。




　彼は旅人の喉のどを裂さき、血を飲んでいた。だが、派手な犯罪は人間には発覚していない。

　その殺害数が、野盗による被害者数と比べて、遥はるかに少なかったためだ。

「今回はわかりやすい事例ですね。『穴蔵の悪魔アリストクライシ』の存在は、人間に認識されていない。その理由が、これです」

「人が人を殺すから、か」

「そう、人間が人間を殺す確率の方が、遥かに高い。強盗、飢き饉きんによる死亡者。口くち減べらし。特に冬は長く厳しい。都市部でも、貧民街の犯罪率は目を見張るものがあります。『穴蔵の悪魔アリストクライシ』の復ふく讐しゆうが娯楽の範囲に留まっている以上、まだ気づかれはしませんよ」

　他ひ人と事ごとのように語り、エリーゼは準備していた鍋なべを火にかけた。水を沸ふつ騰とうさせ、干し肉と、適当に切った玉たま葱ねぎを加える。塩で味を調え、簡かん易いのスープを仕立てた。

　材料や鍋は、彼女が取りだした物だ。手を振ると、虚こ空くうから器うつわとスプーンが現れる。

「本当に、便利だな」

「ふふん、存分に感謝するがいいでしょう。讃たたえても罰ばつは当たりませんよ？」

　彼女は得意気に胸を張る。二人は温かなスープを飲んだ。

　周辺に村はない。今日は廃墟に野営予定だ。辺りには丈たけの短い、瘦やせた草原が広がっている。黒く澄んだ空には、無数の星が散っていた。少女は器を置き、膝ひざを抱える。




「そろそろ、呼び名が必要だと思うのですよ」




　脈絡なく、彼女は囁ささやいた。数秒後、彼は首を傾かしげる。

「君には、エリーゼという名がある」

「それは知っていますよ、馬鹿者。私が言っているのは、貴方あなたの名前です」

　彼は逆側に首を傾げた。少女の言葉の意味が、彼には理解できない。

　彼には名前がなかった。無名の化け物は、自分自身の名を持たない。

「私に、名前はない」

「名前がなければ、つければいいのです。呼び方に困るのも、愚おろかなことではないですか。私はずっと、考えていたのですよ」

「……………………名前を、つける？」

　少女は得意気な顔をするが、彼は応こたえない。『名前のない化け物グラウエン』に名をつけるなど、彼には発想すらないことだ。少女は彼の返事を待たず、話を続ける。

「感謝するといいでしょう。私はここ数日間、悩み続けていたのですから」

「あの意味のわからない走り書きは、このためだったのか」

　彼は以前宿で発見した、紙の束たばを思い浮かべた。少女は小さく飛びあがる。

　彼女は鋭く彼を睨にらんだ。蒼あおい目が、不機嫌に細められる。

「何を勝手に見ているのですか？　命知らずですか、貴様」

「…………命知らずなのだろうか？」

　彼は再び首を傾げた。数秒後、少女は肩の力を抜く。

　諦あきらめたように、彼女は溜ため息いきを吐ついた。

「はぁ、まぁ、いいでしょう。許します。その代わり、よく聞きなさい」

「………………………」

　彼は彼女の言葉を待った。少女は夜空を眺ながめる。砂のように細かい星々は群れを成し、煙るように白く光っていた。その周囲には、一つでも鋭く輝く星が散っている。

　幾いく千せんという光を、彼女は見上げた。白い息と共に囁く。




「貴方は、今日から、グランと名乗りなさい」




　彼女は視線を彼に戻した。澄すんだ蒼い瞳ひとみが、彼を映す。

　彼は、言葉を舌で転がすように呟つぶやいた。




「─────グラン？」

「ええ、それが今日から貴方の名前です。いいですね、グラン？」

　彼女は堂々と胸を張る。彼は指を組み合わせ、自分の名前を反はん芻すうした。

『名前のない化け物グラウエン』につけられた、人の名前を繰り返す。




「───────────グラン」

　────────ねぇ、■■■




　その瞬間、彼の頭は軋きしんだ。誰だれかの声が、耳奥で響く。だが、それは形になる前に消えてしまった。彼の異常に気づかず、膝を抱えたまま少女は言う。

「以前、話しましたね？　私はエレイン・フォン・アリストクライシであり、エリーゼ・ベローであると。エリーゼは特別な名前です。私をエリーゼと呼ぶのは、もういない家族だけだ。ですが、貴方には引き続き、私をエリーゼと呼ぶことを許しましょう」

「君の、家族は」

　グランは尋たずねかけ、言葉を殺した。エリーゼの表情は、仮面のように消えている。

　彼女は小さく首を横に振った。語りたくないと、語るには心が辛つらいのだと告げる。

「エリーゼ、グラン」

　グランは質問を止やめ、二つの名前を続けて呟いた。エリーゼの顔に、再び表情が戻る。彼女は、いつもと違う笑みを浮かべた。




　それは彼が初めて見る、彼女の無邪気な表情だ。




「これが、二人だけの名前です。どうですか、グラン、なんだか………」




　夜空は遥はるか遠く、草原には誰もいない。

　いつかの冬の日のように、彼らは二人きりだった。




『穴蔵の悪魔アリストクライシ』を殺す日々の中、久しぶりに穏おだやかな時間が流れる。

　エリーゼは顎あごを膝に載のせ、小さく呟いた。










「なんだか、嬉うれしくなりますね？」




[image: ]
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　メイジー・メイジー、鐘かねが鳴る。メイジー・メイジー、雪が降る。

　メイジー・メイジー、鐘が鳴る。メイジー・メイジー、雪が降る。




　歌おう、歌おう、喜びの唄うたを。

　歌おう、歌おう、祝いの唄を。







　悪い者が、この街に。

　入って来ることのないように。




　　　＊　　＊　　＊




　エリーゼは寝台で目を開いた。毛布に埋もれた四し肢しを伸ばし、体を起こす。

　銀髪を搔かきあげ、彼女は毛布から抜けだした。裸足はだしが、柔やわらかく床を叩たたく。




　二人で眠るには狭いため、グランは長なが椅い子すに横たわっていた。その前を横切り、エリーゼは二重になった窓を開く。冷たい風が、室内に雪な崩だれこんだ。毛糸の寝巻きは、寝苦しいため着ていない。彼女はシャツ一枚の姿で、宿の前の通りを覗のぞきこむ。




　馬の暴走から、三日が経過していた。窓から見える光景は、賑にぎやかさを増している。

　空気はざわつき、日常と乖かい離りし始めていた。扉にはランタンの他に、紙製の人形や枝飾りが吊つるされている。パン屋の軒のき先さきには、祭り用の特別なクッキーが並んでいた。

　だが、旅行者はいない。男は住人に暴行された後、警官に連行された。彼のことがあり、街は新たな旅行者を制限しているようだ。

「…………………………好都合ですね」

　小さく呟つぶやき、エリーゼは窓を閉めた。音に反応したのか、グランが目を開く。

　彼は体を起こし、軽く首を鳴らした。

「あぁ、起きましたか。おはようございます、グラン」

「おはよう、エリーゼ。今日の予定は」

「今日も昨日と同じです。祭りの日までは、宿の中でご自由に。動くには、祭りの夜を待った方がいい………確認したいこともありますしね」

「─────了解した」




　詳細を問うことなく、彼は頷うなずいた。あの日、ケンジーはエリーゼの剣を躱かわし、逃亡した。宿に辿たどり着ついて以来、二人は外に出ていない。

　食事は宿で済ませ、後は自由に過ごしている。エリーゼは一日中眠り、グランは石のように動かなかった。温かな室内を置き去りに、窓の外の情景だけが変わっていく。




　奇妙に穏おだやかな時間が流れた。まるで普通の旅のようだとエリーゼは思う。だが、あえて言葉にはしない。二人は沈黙したまま、時をすごした。







　そして、祭りの夜が訪れる。




　　　＊　　＊　　＊




「メイジー・メイジー、鐘が鳴る。メイジー・メイジー、雪が降る」

「メイジー・メイジー、鐘が鳴る。メイジー・メイジー、雪が降る」




　子供達は歌いながら、金や銀に塗られた枝を振り回した。

　枝に結ばれた色いろ鮮あざやかな鈴が、澄すんだ音を立てる。扉に吊るされたランタンは、小型の太陽を閉じこめたかのように輝いていた。温かな光の列が、道の左右に続いている。




「歌おう、歌おう、喜びの唄を」

「歌おう、歌おう、祝いの唄を」




　店は扉を閉じる代わりに、露店をだしていた。焼きアーモンドや、干した果物入りのケーキ、甘いワインやビール。柔らかく煮こまれた豚ぶた等が売られている。

　公園には、巨大な張はり子この鹿しかが置かれていた。立派な角つのを持つ鹿は、背後の森の主らしい。角には紅あかや蒼あおの鈴が、果実のように揺れている。枝から鈴を取り、角に結ぶと幸福が訪れるという。子供達は鹿を囲み、自分の鈴を不器用に結んでいた。

　水が満たされた噴水には、加工済みのガラス片が浮いている。ランタンの灯あかりを反射し、水面は金色に燃えていた。水が揺れる度たび、光は砕くだけ、複雑な模様を描く。




　光に彩いろどられた祭りの中を、エリーゼとグランは歩いていた。




「美しい光景ですね、グラン」

「あぁ、君がそう言うならば、きっと、その通りなのだろう」




　エリーゼの言葉に、グランは淡々と頷く。二人は公園から外にでると、色紙に飾られた街路樹の道を進んだ。寒い中、酒場の店員は、汗ばみながらビールを配っている。

　前を行く子供達が、祈りにも似た歌声を張りあげた。




「悪い者が、この街に」

「入って来ることのないように」




　別の子供達が、エリーゼとグランの間を、遮さえぎるように通過した。続いて、大勢の人々が二人の間を横切る。エリーゼは立ち止まり、グランを待った。

　ランタンの灯りを受け、人々の姿は影絵と化している。




　黒い集団が通りすぎ、視界が開けた。

　目の前に、白い少女が現れる。




　周囲の音が遠ざかった。紅いドレス姿の少女は、緩ゆるやかに顔をあげる。紅こう玉ぎよくに似た目が、エリーゼを映した。少女の背を覆う髪は、艶つややかに白い。彼女は愛らしく微笑ほほえむ。




「こんばんは、エリーゼ・ベロー」




　胸に抱いた熊くまのぬいぐるみに、彼女は礼をさせた。

　紅い瞳ひとみに、金の光が反射する。瞳を怪しく輝かせ、彼女は声を響かせた。







「私の名前は、ニーナ・ローズよ」




　　　＊　　＊　　＊




「………………エリーゼ？」




　目の前の人波は、なかなか途と切ぎれない。呼びかける声に、返事はなかった。

　歩きだそうとしたグランの前で、男達が足を止めた。肩を叩き合い、彼らは何やら騒ぎだす。邪じや魔まだと判断し、グランは一人の襟えり首くびを摑つかみ、持ちあげた。

「うーぃ、なーんか地面が動いてんだけど……って、あれ、あの時の兄ちゃんッ！」

　見覚えのある禿はげ頭あたまの男が、グランを指さした。周りも何だどうしたと騒ぎだす。

　食堂にいた面々が、酒さか瓶びんを手に、グランを取り囲んだ。警戒するグランに対し、彼らは陽気な声を張りあげる。髭ひげ面づらの男が、特に嬉うれしそうに飛とび跳はねた。

「おお、兄ちゃんだ。馬の時にさ、姉ちゃん本当にありがとうなッ！」「でも、凄すごい動きしてたよな？　あれ、何だったんだ？」「それよりも姉ちゃんどこだ？」「酒飲むか、酒。ここにさっき買ったのがって、俺おれのビールがねえええええええッ！」「すまん飲んだ」

　楽しげな騒ぎは続く。だが、グランは彼らを無視し、歩きだした。

　酔よった腕が、彼の肩を摑む。男達は口々に訴うつたえた。

「待てって、そんなに急ぐなって」「姉ちゃんどこだよー、連れて来いよ」

「すまないが、急いでいる」

　グランが端的に応こたえると、男達は文句を言った。だが、何かがおかしいと察したらしい。代表のように、禿げ頭の男が手をあげた。

「どうしたー、兄ちゃん」

「エリーゼとはぐれた」

　男達は揃そろって顔を見合わせた。彼らは額ひたいを寄せ合い、何やら相談を始める。

　数分後、彼らは頷き合い、歩きだした。方々に散り、大声で呼びかける。

「姉ちゃーんッ！」「エリーゼー」「どこだー」「兄ちゃんが捜してんぞー」

　グランは首を傾かしげた。男達がエリーゼを捜す理由が、彼にはわからない。

　禿げ頭の男が立ち止まり、振り向いた。彼は染みのある鼻を擦こすり、真剣な顔をする。

「馬が暴走した時、俺は何があったのか、知らねぇんだ。あの姉ちゃんが、化け物みてぇな動きで、馬を殺したって聞いた……言っちゃ悪いが、中には怯おびえてる奴やつもいる」

　男の言葉に、グランは頷いた。あの場に居合わせたのならば、無理もない反応だ。

　だが、禿げ頭の男は、首を左右に振った。再び鼻を擦り、照れくさそうに続ける。

「だけどな、俺は、その、感謝してるよ。うちのかみさんも、おかげで助かった。アイツ、丁ちよう度ど買い物に出てる最中だったんだ……無事でよかったよ。大切な連れ合いでな」

　次の瞬間、男は茹ゆで蛸だこのように真まっ赤かになった。何やら毒づき、グランの肩を派手に叩く。相好を崩したまま、彼は何度も自分の頭を撫なでた。

「アイツはさ、一度、消えたことがあるんだ。食中毒で、腹を壊した後にさ……それ以来、アイツの大切さってやつが、身に沁しみてわかったんだよ。兄ちゃんにとっても、姉ちゃんは大切なんだろう？」

「………………………大切」

　グランは小さく呟いた。その感覚は、彼にはよくわからない。

　だが、何を思ったのか、男は顔をくしゃくしゃにして笑った。

「なっ、早く、見つけてやらねぇとな」

　男はグランの肩を叩いた。エリーゼを呼びながら、歩きだす。グランは彩られた街を見回した。大切という感情は、彼にはわからない。だが、男の言葉の意味はわかった。




　それは、常に傍そばにいなければならないということだ。

　かつて、彼はエリーゼと共に行くと決めた。彼女を早く、見つけなければならない。




「…………エリーゼ」

　彼は夜へ呼びかけた。人波を縫ぬい、絹きぬ糸いとに似た銀髪を捜す。

　様々な方向で、男達の呼びかける声がした。グランは立ち止まり、人波を見回す。人々の笑顔とランタンの光が目に映った。鈴の音が耳を叩く。

　何かがおかしいと、彼は気づいた。辺りには、男達の声が響いている。




　エリーゼ。エリーゼ。エリーゼ。エリーゼ。エリーゼ───エリーゼ。

　彼女は人間よりも耳がいい。この叫びが、聞こえないはずがなかった。




「そして、貴方あなたは棺ひつぎの外での出会いに縋すがり、憎みも怨うらみもしないのですか？」




　柔らかな女の声が、彼の耳を掠かすめた。艶やかな黒髪が、傍を通りすぎる。次の瞬間、彼の鼓こ膜まくを罵ば声せいが圧迫した。男達の怒ど鳴なり声が耳を満たし、緩やかに消えていく。

　彼は人波を振り返った。だが、そこには誰だれもない。子供達の歓声だけが響いた。




「歌おう、歌おう、喜びの唄を」

「歌おう、歌おう、祝いの唄を」




　砂糖の練られた飴あめを手に、幼い姉と弟が通り過ぎる。

　グランは軽い頭痛を覚えた。ランタンの灯りが目に滲にじみ、世界が橙だいだい色いろに溶ける。

　人々の歓声が、腹を叩いた。彼は唐とう突とつに気がつく。この街の人間は、彼が化け物である事実を知らない。男達は誰一人として、彼の正体を知らないのだ。

　彼らの楽しみが、喜びが、彼には理解できない。それを知られれば、かつてのように、彼らの態度も変わるだろう。化け物は所しよ詮せん、受け入れられはしない。

　鉛なまりのように重い足を引きずり、彼は歩みを再開した。




　エリーゼを、捜さなければならない。




「エリー、ゼ」




　群衆は笑顔を浮かべている。だが、それは彼には無関係だ。

　遠くで花火があがる。金属の燃える光が、夜空を色鮮やかに染めあげた。轟ごう音おんが腹を揺らす。人々は手を叩き、歓声をあげた。誰もが空を見あげている。




　釣つられて、彼も視線を空へ向けた。

　同時に、鋭い痛みが、グランの腹部を刺し貫いた。




　鼓膜が張り、喧けん騒そうが遠ざかる。熱い血が滲み、腹部を伝い落ちた。彼は、下を向く。

　賑やかな祭りの最中、グランと彼を刺した相手だけが、全てから切り離されていた。




　ひしゃげた眼め鏡がねをかけた男が、ナイフを引き抜く。

　血が吹きだし、男の腕を濡ぬらした。震える手から、ナイフが落ちる。男は一歩後ろに下がった。捕らえられたはずの彼を見て、グランは首を傾げる。




　男は笑っていた。心から楽しそうに、笑っていた。

「……………ざまぁ、みろ。『名前のない化け物グラウエン』」




　人々は皆、喜んでいた。その歓喜から、化け物は一人だけ、切り離されている。

　グランは腹部を強く押さえた。化け物は死なない。掌てのひらの下で、傷口は塞ふさがっていく。




　彼には心がない。傷は既すでに塞がった。怒りも憎しみも覚える必要がない。




　そのはずだった。

　彼は道に落ちたナイフを拾ひろう。暗い目が、笑う男を映した。







　男は目を見開く。子供達は高らかに歌を歌った。







「悪い者が、この街に」

「入って来ることのないように」




　　　＊　　＊　　＊




「寂さびしがりやのニーナ・ローズ。今日も一人で泣いている」

「悲しがりやのニーナ・ローズ。明日も一人で泣いている」




　少女は、一人で唄を紡つむいだ。




　周りの人々は、彼女達の傍かたわらを無言で通過する。彼らの顔はよく見えない。全て、黒く塗ぬり潰つぶされていた。エリーゼは目を細める。少女は無邪気に首を傾げた。

「ニーナ・ローズ」

「ええ、そうよ。私は、ニーナ・ローズ。こんばんは、エリーゼ・ベロー」

「何な故ぜ、貴方は私をエリーゼと呼ぶ？」

　エリーゼは、目に敵意と困惑を浮かべた。だが、ニーナと名乗った少女は応えない。

　彼女は胸に抱いた熊のぬいぐるみを、遊ぶように動かした。

「答えなさい、ニーナ・ローズ」

「この街に住む子にね、許しを貰もらったの。続けてきた決まりもおしまい。あの子は、化け物さんを貰うから、貴方は私にくれると言うの。だから、もういいの。ただ、ね」

　彼女はぬいぐるみを強く胸に抱いた。熊のぬいぐるみが潰れる。頭に綿が移動し、耳が長く伸びた。体毛が伸び、目が紅くなる。熊は長毛の兎うさぎに変わった。

「貴方は、壊せるの？　全てを壊すの？　貴方にはできるの、エリーゼ・ベロー」

　不意に、エリーゼの耳に音が戻った。空気が震え、轟音と共に空が爆はぜる。

　空には花火があがっていた。人々の歓声が耳を打つ。その中で、複数の声がエリーゼを呼んでいた。食堂で見た男達が、人波にもまれながら、エリーゼを捜している。

　はぐれたグランに、何か言われたのか。彼らの顔を眺ながめ、エリーゼは唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　善良な人々は笑い、喜び、他人のために動いている。




　祭りの喧騒は温かく、ただ純粋に美しい。

　街全体が、冬の夜を照らす灯りのようだ。




　エリーゼは拳こぶしを握り締め、蒼い目を閉じた。

　だが、彼女は全てを振り払うかのように顔をあげる。鋭い声で、宣言した。

「壊すべきものは、壊すしかない。何もかも全て、壊しましょう。そして、私は元凶を殺す。それが私の役目であり、唯ゆい一いつの望みです」

「そう……それならいいの。エリーゼ・ベロー。安心したわ」

　少女は唇を綻ほころばせる。彼女は白髪を揺らし、踵きびすを返した。

　腕の中のぬいぐるみが、子豚に変わる。彼女は小さく手を振った。

「すぐに会いましょうね。楽しみにしているわ。ニーナ・ローズは待ってるから」

「待ちなさい、貴方を逃がすと思って」

　少女も『穴蔵の悪魔アリストクライシ』だ。エリーゼはその背を追いかけ、不意に足を止めた。

　彼女は呆ぼう然ぜんと立ち尽くし、少女の名前を繰り返す。

「ニーナ・ローズ？」




　─────寂しがりやのニーナ・ローズ。今日も一人で泣いている。

　─────悲しがりやのニーナ・ローズ。明日も一人で泣いている。




「………………まさか、そんな。そんなはずが」

　エリーゼの声に、応えはない。彼女は凍りついたように、立ち尽くした。

　周りの人々は、不審げな眼まな差ざしを彼女に向ける。その時、彼女の肩を誰かが叩いた。

　禿げ頭の男が白い息を吐き、嬉しそうに言う。

「おー、姉ちゃんやっと見つけた。兄ちゃんが捜してたぞ……って、おい。おーい。今度は兄ちゃんどこだ？　ふらふらと歩いて行っちまって……まぁ……」

　彼女の肩を摑んだまま、禿げ頭の男は辺りを見回した。そこで、彼女は気がつく。




「─────────グラン？」




　喧騒の中に、彼の姿はない。

　グランは、どこにもいなかった。




　　　＊　　＊　　＊




　人ひと気けが絶えた裏うら路ろ地じの壁に、グランは男を押しつけた。




　祭りの喧騒は遠く、辺りは耳が痛くなるほどに静かだ。グランは拾ったナイフを男の耳じ朶だに突き立てる。下半分が縦に裂さけると、激しい悲鳴があがった。

　男の顔に拳を振り降ろすと、歯が折れる。眼鏡が割れ、地面に落ちた。

　暴力的な音も衝撃も、苦痛の呻うめきも、グランの内部に何ら変化をもたらさない。彼の中は、相変わらず空くう虚きよだ。怒りも憎しみもない。




　彼は何も感じなかった。ただ、義務的に拳を振り下ろし続ける。




　感情を伴ともなわない拳は、延えん々えんと続いた。理由のない暴力の恐ろしさを、男はやがて理解する。彼は必死に顔を庇かばい、泣きじゃくり始めた。

「………やめ………もうやめ、…………やめてくれ、いてぇよぉ…………」

　男は子供のように泣いた。それを見て、グランは拳を止める。

　グランは血ち塗まみれの手を見降ろし、首を傾げた。自分が男を殴なぐった理由すら、彼は理解していない。地面に転がる歯を踏み、彼は醒さめた目で男を見つめた。

　男は動かない。切れた耳朶を押さえ、泣き続けている。




「…………………なんでだ………………なんでだよ………………」




　不意に、男は呟いた。腫はれた瞼まぶたの向こうから、男はグランを見あげる。

　彼は血の塊かたまりを吐き、うわ言のように続けた。




「………………………………こうやって、アイツも殺したのか？」




　次の瞬間、グランは地面が崩壊する錯さつ覚かくに襲われた。彼は強く拳を握り締める。

　男の問いに、彼は答えようがなかった。誰を殺していても、殺していなくても、過去の記憶がない彼に返答は不可能だ。だが、何かが胸を貫いた。




　痛みを叫ぶかのように、彼は湧わきあがる衝動を口にする。




「……………………何故、だ？」




　笑う誰かの姿。血塗れの井戸。深い暗くら闇やみ。指先の痛み。嚙み切った舌の味。

　様々な記憶が、脳のう裏りで渦うずを巻く。舌が震え、上う手まく声はでなかった。

　それでも彼は訴える。自身の言葉の意味すら理解しないまま、グランは男に尋たずねた。




「……………………何故、私が殺したと思ったんだ？」




　男は腫れた目を見開いた。血塗れの口から、一筋の涎よだれが零こぼれ落おちる。

　彼は、間の抜けた顔をした。長い沈黙の末、彼は惚ほうけた口調で呟く。




「……………………………お前が、殺したんだろう？」




　それは答えになっていなかった。男の目に、再び憎悪が宿る。

　全身を震わせ、彼は狂ったように叫びだした。




「お前が殺したんだろう？　お前が殺したんだ。お前以外誰が殺すものかッ！」

　グランは無言で、罵声を受け止めた。かつて棺の中で考えたことを、彼は繰り返す。




　────────これは、仕方がないことだ。

　殺していないなどと、叫んでも無意味だった。




「お前が。お前以外誰が殺すんだお前しかいない。お前しかいないんだッ！　お前が殺した癖くせに。お前が殺したんだ。お前が殺したのにお前が、お前が殺したから、お前が」




　グランは首を傾げ、狂ったように叫ぶ男を見つめた。

　グランは何も言わない。ただ棺の中の闇を見るのと同じ目を、男に向ける。




　叫ぶ男の背後が、不意に蠢うごめいた。影に彩られた壁から、白い何かが伸びる。

　─────────柔らかな、女の腕が。




「───────後ろに」

「お前が、化け物だから」




　二人の言葉が重なった。男はグランの声を聞かない。白い腕は男を抱ほう擁ようした。悲鳴をあげる暇ひまさえなく、男は壁に引き寄せられる。一瞬にして、彼は壁の中に飲まれた。




　───────────カ、チャンッ

　後には血と歯、眼鏡の破は片へんが残される。




　グランは辺りを見回した。もうこの場所には何もいない。

　何もかもが、悪い夢だったような気がした。彼は再びその名前を呼び、歩き出す。




「エリーゼ」




　彼は悲しみなど覚えない。だから、泣くことすらしなかった。問いの答えが得られずとも、人殺しと罵ののしられても、男が消えても、彼にはどうでもいいことだ。




「エリーゼ」




　ただ、彼はその名前を繰り返す。

　まるで子供が母を捜すように、歩き続けた。




　　　＊　　＊　　＊




　炸さく裂れつした花火の光が、空から降り注ぐ。金色の火が、尾を引いて消えた。

　紅色が弾け、空の中心で溶ける。銀光が流星のように空を走り、燃え尽きた。




　祭りは最高潮の賑わいを見せる。人々は掌をあげ、讃たたえるように打ち鳴らした。

　その中で、誰かが叫ぶ。喜びと興奮と安あん堵どを宿した声が、人々の歓声を裂いた。




　──────帰って来た。

　──────消えた四人が、帰って来た。




　人々は一斉に歩き出す。彼らは一つの生き物のように、広場へと向かった。興奮しながらも、彼らは厳おごそかな足取りを続ける。張り子の鹿の前まで、群衆の流れは続いた。




　巨大な鹿の前には、四人の男女が佇たたずんでいた。彼らは呆然と辺りを見回している。




　人波から、何人かが前へ進みでた。老人が、泣きながら老ろう婆ばの頭を抱きよせる。息子むすこらしき男性が、太った女性の顔に口づけの雨を降らせた。食堂にいた丸鼻の男が、仲間に背中を押されながら、前に出る。彼はぶっきらぼうに視線を逸そらせた。

　だが、妻らしき女性に手を取られると、乱暴に彼女を抱きしめる。




　歓声があがった。その中で、エリーゼだけが沈黙している。

　彼女は悲しみを宿した目で、幸福な一幕を眺めていた。顔を背そむけ、辺りを見回す。

　紅潮した頰ほおと、煌きらめく瞳が並んでいた。人々の白い息は、今にも雲と化しそうだ。エリーゼは視線をさ迷わせ、目を細める。人波を搔き分け、長身の影が進んできた。




「───────グラン」




　彼を呼び、彼女は手を伸ばした。彼も気づいたのか、腕を伸ばす。

　人波を泳ぎ、彼はエリーゼの隣となりに並んだ。二人は、指を絡からませる。




　縋るように、小さな手が、大きな手を引きよせた。大きな手は、小さな手を包む。

　二人は手を繫つなぎ、目の前で繰り広げられる光景を眺めた。




　消えた人々が帰って来た奇跡は、ただ美しい。




　行ゆく方え不明になった七人の内、三人の男女は殺されている。恐らく群衆の中には、帰って来ない三人を思い、泣いている者がいるはずだ。希望を断たたれた彼らは、絶望に暮れているだろう。だが、祭りは圧倒的な幸福で、一部の悲劇を覆い隠していた。




　絶望した人々は、その傷を長い時間の中で癒いやすのだろう。

　この街が、続きさえすれば。




「美しい光景ですね、グラン」

「あぁ、そうだな」




　エリーゼは呟き、グランは応えた。彼は目の前の光景の美しさを肯定する。

　彼にその美しさはわからない。だが、笑い合う人々にとって、祭りの一幕は美しいもののはずだ。帰って来た人々は手を振り、辺りを見回す。

　丸鼻の男がグランを見た。連れが見つかったのかと、彼は嬉しそうに口を開く。







　応えるように、エリーゼは手をあげた。

　その手に、無骨な銃じゆうが落ちる。彼女は引き金を引く。







　彼女は男の隣に立つ、女性の顔を撃ち抜いた。
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「不ふ穏おんな噂うわさを聞きました。近隣の街で、七人の人間が行ゆく方え不明になったそうですよ」




　朝食の席で、エリーゼは唐とう突とつに語った。グランは無言を返す。彼女はパンに肝かん臓ぞうのペーストを塗ぬり、口に放りこんだ。グランは何もつけないまま、黙々とパンを口に運ぶ。




　出会いから二年目の冬、国の北方を流れる川の中腹に位置する街に、二人は滞たい在ざいしていた。薄汚れた軽食屋の窓の外は、乳白色に陰かげっている。

　川から流れ出た濃霧が街を覆い、家々は幻まぼろしのように揺らいでいた。

「現在、食堂から切断された手足が、三人分発見されたそうです。食人鬼がいると、噂になっていますね。この街にも届いているのですから、相当なものですよ」

　エリーゼは、チーズを齧かじりながら続けた。グランは自分の食事を片づける。

　水を一口飲み、彼は無表情のまま尋たずねた。

「その街に、移動するのか？」

「ええ、『穴蔵の悪魔アリストクライシ』が関与している可能性が高い。確認の必要があります」

　エリーゼは頷うなずいた。グランと彼女は朝食を平らげ、店を出る。

　霧は昼過ぎには晴れると言うが、今は隣となりを歩く人すら見えない。二人は注意して街を歩いた。一瞬、白色の中にエリーゼの姿が消える。グランは翻ひるがえった外がい套とうの裾すそを摑つかんだ。

　エリーゼは立ち止まった。不機嫌に振り向く。

「………あのですね、グラン。見失う恐れがあるのはわかりますが、外套を摑むのは止やめてください。尻尾しつぽを踏まれた猫の気分です」

「………エリーゼは、猫の気分がわかるのか」

「わかりませんよ。全くわかりませんからね。勝手に人の特技を増やすのは止めなさい、貴様。しかも、覚えようとしていませんか、止めなさい」

　エリーゼは溜ため息いきを吐つき、グランの手から、外套を奪い返した。

　袖そで口ぐちを飾る、無ぶ骨こつな革ベルトが揺れる。グランは首を傾かしげた。

「その外套は、」

「なんですか？」

「その外套には、何か意味があるのか？」

　エリーゼは息を飲んだ。蒼あおい目が、僅わずかに細められる。

「────意味とは？」

「それは動きにくいように思う。だが、君はよく着ている」

　グランの問いに、エリーゼは再び沈黙した。彼女は数秒後、深い溜息を吐く。

　エリーゼは再び、歩きながら話し始めた。

「この服は、人間の死刑執しつ行こう人にんの模も倣ほう、の、模倣です」

「模倣の模倣？」

「人間は、かつて死刑を罪人に執行させていました。処刑人に選ばれた罪人は、改造した拘こう束そく服ふくを着せられ、死刑執行後、再び腕を縛いましめられた………倫理上の問題から、現在は行われていないはずです」

　エリーゼは淡々と、歴史上の事実を語った。彼女は僅かに躊躇ためらい、先を続ける。

「その服を模倣した愚おろか者ものがいましてね。私はそれを更に真ま似ねています」

「何な故ぜだ？」

「『十二月の喧けん騒そう』を主催した男が、期間中ずっと、それを着ていたからです」

　グランは天を仰あおいだ。再び視線を戻す。霧の中で揺れる背中は、振り返らない。

「─────なるほど」

「下らない理由ですよ」

　二人は再び沈黙した。霧の中を、無言で進む。肉屋の角を曲がった時、エリーゼは顔をあげた。先程の話題を忘れようとするかのように、口を開く。

「…………新しい街に着いた時には、新しい言葉が欲しいものですね」

「新しい言葉？」

「えぇ、街の感想でも、事件に対する言葉でも、なんでもいい。覚えていたら、頼みますよ、グラン。貴方あなたは感情がないと言いますが、色々と考えることもあるでしょう」

　彼女は歩きながら、唐突な言葉を続けた。グランは無言で、その背を追う。

「それは、なるべく言葉にするべきだと、私は思います。貴方がどう思うかは、知りませんがね………そして、新しい街に着いたら、覚悟もするといい」

「─────覚悟？」

　予想しない言葉に、グランは問い返した。霧が濃さを増す。歩く速度をあげ、グランはエリーゼの隣に並んだ。先の見えない霧を睨にらみ、彼女は話を続ける。

「えぇ、そうです。次の街には、きっと新たな『穴蔵の悪魔アリストクライシ』がいる。ですから」

　二人の傍かたわらを、帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶった人が通りすぎる。

　それを避さけ、グランはエリーゼの手を取った。二人は指を絡からませる。

「何があっても、動じないように」

　一瞬、乳白色に切れ目が生じた。エリーゼは蒼い瞳ひとみで彼を見る。

　銀髪は霧で濡ぬれていた。再び白に隠されながら、彼女は歌うように続ける。




「何があっても、貴方と私が、離れはしないように」
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　血と脳のう漿しようが散った。隣となりに立つ夫の顔に中身をぶちまけ、女性は崩れ落ちる。

　歓声が止やんだ。圧倒的な静せい寂じやくが、エリーゼの耳を満たす。




　人々の笑顔は、凍りついていた。何かを確認し、認めるまでの重い時間が流れる。

　次の瞬間、悲鳴が爆発した。絶叫が地を揺るがし、人々は一斉に逃げだす。




　エリーゼは銃じゆう口こうの向きを変えた。帰って来た三人の顔を、次々に撃ち抜く。

　血が地面にぶちまけられた。内ない臓ぞうを吐きだすような叫び声が響く。




「ああああああああああああああッ！　あああああああああああああああああッ！」

　母親の頭を抱き、息子むすこが絶叫した。欠けた頭を、幾いく度ども大きな手が撫なでる。丸鼻の男は、狂ったように妻の体を揺さぶった。その度たびに、中身が地面に零こぼれ落おちる。

　エリーゼは蒼あおい目を細めた。彼女の肩を誰だれかが摑つかむ。振り向いたエリーゼの顔に、禿はげ頭あたまの男が拳こぶしを振るった。グランは掌てのひらでそれを受け止める。

「なんでだ………なんでだ………姉ちゃん、なんでッ！」

　男の目には、激しい憎ぞう悪おが浮かんでいた。その頰ほおは細かく震えている。

　先程までの笑みの名な残ごりは、欠片かけらもない。エリーゼはグランの肩に腕を回した。

「──────グラン」

「わかった」

　意図を察さつし、グランは彼女を抱え、道を蹴けった。人波をすり抜け、張はり子この鹿しかの前に躍りでる。エリーゼは標的を見つけ、次々と発砲した。以前、夫と共に長なが椅い子すに座っていた夫人が倒れる。ケンジーに紹介された老ろう婆ばの胸を、銃弾が貫いた。

　エリーゼは掌を振り、弾たま切ぎれになった銃を消した。新たな銃を取りだす。




　悲鳴と怒号の中、彼女は口を開いた。




「『穴蔵の悪魔アリストクライシ』が『領地』に籠ろう城じようを決めた場合、最も優秀な対処法は、『領地』内に存在する『穴蔵の悪魔アリストクライシ』にとって、重要な配置物を破壊することです」

　人々は泣き叫ぶ。だが、徐々に敵意の籠こもった視線が、二人に集まり始めた。エリーゼは銃を消し、虚こ空くうから剣を抜く。数人の男が走りだした。無数の手が、二人に伸びる。

　次の瞬間、エリーゼは地面に飛び降りた。グランは張り子の鹿の首を摑む。そのまま、内側は空からの巨体を、人々の上に振り降ろした。

　鹿は崩壊する。布と木き枠わくを被かぶった人々から、悲鳴があがった。

　喧けん騒そうの中、エリーゼは疾しつ走そうする。グランも後を追った。公園で出会った子供の首を、エリーゼは刎はね飛とばす。小さな首は宙を舞い、張り子の傍そばに落ちた。

　母親は腕を伸ばし、倒れる体を抱きとめる。切断面から血が吹きだした。

　一瞬無表情になり、彼女は狂ったように叫びだす。

「悪魔、悪魔、悪魔ぁッ！　いやあああああああああああああああああああああッ！」

　エリーゼは唇くちびるを嚙かみ締しめ、踵きびすを返した。母親は泣き叫んでいる。だが、その腕の中の死体は変化を始めていた。子供の足は溶け、肌の質感も変わり、地面と一体化する。




　エリーゼが殺害した遺体全てに、同様の変化が起こっていた。

　妻を殺された夫は、呆ぼう然ぜんと腕の中の土つち塊くれを眺ながめた。妻の体は泥どろになり、指先は花になっている。狂乱の中、徐々に戸と惑まどいの声があがり始めた。だが、群衆は止まらない。

　黒い外がい套とうを、無数の手が摑んだ。エリーゼは男の腕を摑み、背負い投げをする。グランも一人を摑み、人々の中に投げ飛ばした。二人は背中合わせで、広場の中心に立つ。




　その周りを、人々が取り囲んだ。怒りに捕らわれた目は気づかない。道に流れた血は泡立ち、死体は崩壊している。エリーゼは低く囁ささやいた。




「一度消え、返された者は、皆、『賜たまわり物もの』で生みだされた偽にせ物ものだ。本物は攫さらわれたままになっている。重病者や、子を産み終わった人間から消されるのは、街の人間が絶たえないようにするためだ」




　彼女は淡々と、確認するように事実を積みあげていく。

　偽物の人間の死体は、通常ならば、街の住人の『死体の変化』に対する認識に影響され、人間の死体と同様に、腐敗していくはずだ。だが、突発的で大量の死に対する住人の混乱に伴ともない、変化は暴走していた。偽物の死体は次々と、崩壊していく。

　人々の怒号を跳はね退のけ、彼女は言葉を続けた。




「貴方あなたがたは、自由意思で暮らしているようで、家畜のように搾さく取しゆされていた」




　奇跡の名の下、人々は果実のように収穫されていた。だが、彼らの幸福は確かに存在していたのだ。消えた人間がどうなっていようと、知らなければ、幸福は揺らがない。




「私は貴方達の幸福を壊す。嘆なげけばいい、憎めばいい、存分に怨うらめばいいッ！」




　彼女の声は、群衆の怒ど号ごうに搔かき消けされる。グランは殴なぐりかかってきた男の腹を、死なない程度に蹴りあげた。エリーゼは次々と、迫り来る人間を殴り倒す。

　彼女の言葉を聞きながら、グランは二人の知った真実を反はん芻すうした。




　この街は、なんなのか。何な故ぜ、動物は門をくぐると怯おびえ、狂ったのか。




　食堂に『領地』を作成した老人、アンセルムは、恐らく気まぐれでこの街を選択したのだろう。門をくぐる際、彼は他の『穴蔵の悪魔アリストクライシ』の『入口』の気配を察した。だが、彼は構わず自身の巣を張ったのだ。彼は美食家だが、その食卓は常に孤独だった。




　一人きりの食卓に、彼は近隣に棲すむ仲間を招まねこうと考えたのだろう。

　食堂に放り込んだ腕は、街にいるはずの、他の『穴蔵の悪魔アリストクライシ』への意思表示だったのだ。だが、彼はある事実を知らなかった。




「門をくぐる際、私は確かに『入口』の気配を感じました。ですが、それは食堂に設もうけられていたアンセルムの物だと勘かん違ちがいをした。その時点で、私達は既すでに別の『入口』を通過していたのです。『領地』内に入ってしまえば、その気配は察せなくなる」




　アンセルムは気づかないまま、他人の『領地』の上に、自身の『領地』を展開していた。その行動が切きっ掛かけとなり、行ゆく方え不明者の話は二人の下へ届いたのだ。




　彼が現れなければ、街の真実は、誰にも知られなかったはずだ。




「『入口』は、門。『領地』はこの街自体。人間が住めるよう街を再現した場所。街自体が、貴方の『領地』だッ！　私を最深部へ招きなさい、『穴蔵の悪魔アリストクライシ』ッ！　さもなければ、貴方の大事な『偽物達』を殺し、『領地』を破壊し尽くしますッ！」




　エリーゼが叫んだ瞬間、人々の姿が搔き消えた。

　この『領地』は、偽ぎ装そうした街と『穴蔵の悪魔アリストクライシ』自身の棲む階層が、上下に重ねられているらしい。しかし、人間は『領地』の変化に耐たえられない。恐らく、人々は気絶した状態で、家畜を避ひ難なんさせるように、別の空間の一部に移動させられたのだ。




　地面には最深部への穴が開く。井戸が虚うつろな口を開いた。

　エリーゼとグランは、その中へ落下する。




　応こたえるように、女の甘い声が響いた。




　──────いらっしゃい。歓迎するわ、化け物さん達。




　エリーゼは疑問に思った。通常『穴蔵の悪魔アリストクライシ』は、同族を化け物とは呼ばない。彼女は口を開くが、その視界がぶれた。別の場所に、彼女は強制的に移動させられる。




「エリーゼッ！」




　グランの呼びかけに、返事はなかった。残された彼だけが、井戸の底へ落ちていく。

　黴かびと水の匂いに、濃厚な鉄てつ錆さびの匂いが混ざった。虚ろな風の音が、耳を裂さく。




　今まで見えなかった井戸の底が明らかになった。紅色がグランの目を焼く。




　深い井戸の底には、血が溜まっていた。その中に、人の体が隙すき間まなく重なっている。




　濁にごった瞳ひとみが、グランを見あげた。色を失った唇は、咆ほう哮こうの形で固まっている。

　苦く悶もんの表情を浮かべた死体が、井戸の底には詰まっていた。




　その上で、一人の女が死んでいる。

　彼女の死に顔は安らかだ。まるで眠っているようにも見える。




　不意に、その瞼まぶたが開いた。蜂はち蜜みつ色いろの目が、グランを映す。

　彼女は微笑ほほえみを浮かべた。歓迎するように、両腕を開く。







『─────来てくれたのね、■■■？』







　グランは目を見開いた。何かが彼の胸を裂く。

　痛みと耐えがたい衝動に、彼は悲鳴をあげた。







　そして、白い腕が、彼を抱きとめる。

　グランは柔らかく、甘い闇やみに包まれた。
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　宿の長なが椅い子すの上に、グランは座っている。

　紅あかに近い茶の瞳ひとみは、前を見つめ続けていた。




　一時間ほど前から、彼は静止している。馬の暴走後、宿での待機を選択して以来、彼は椅子の上で過ごしていた。寝台に横になったエリーゼは、時折彼の方を見る。

　彼女は数度寝返りを打ち、毛布を弾はじき飛とばした。勢いよく起きあがる。




「あのですね、グラン。姿勢くらい変えてはどうですか？」

「別に苦ではないが」

「なる、ならないの問題ではないのですよ。あのですね、なんと言えばいいのか……」

　エリーゼは頭痛を堪えるように、額ひたいを指で押さえた。溜ため息いきを吐つき、先を続ける。

「辛つらくはないのですか？」

「君が不快ならば、変えるが」

「まぁ、その反応は予想通りですがね。心がないと言うのならば、辛さも感じないのでしょう。ですが、同じ姿勢では体が痛むはずです。座り直しなさい」

　エリーゼの言葉を聞き、グランは座り直した。椅子の上に膝ひざをあげ、両腕で抱える。

「窮きゆう屈くつでしょうッ！　膝が痛むでしょうッ！　おかしいですから、止やめなさいッ！」

「………そうでもないが」

「長時間その姿勢でいれば、確実に痛みますッ！　もう少し、自分の肉体の快、不快を考えなさいッ！　貴様は頭を使いなさい、わざわざ口にするのも馬鹿馬鹿しいッ！」

　一気に言いい募つのり、エリーゼは再び寝台に倒れた。グランは彼女を見て、首を傾かしげる。

　彼女の怒りの理由が、彼には理解できない。グランは膝を抱えるのを止め、代わりに足を組んだ。数分後、再びエリーゼの声が響く。彼女は毛布に埋うまりながら、呟つぶやいた。

「……………………ねぇ、グラン。貴方あなたに心はないと言う」

「あぁ、そうだ。私は『名前のない化け物グラウエン』だ。心はない」

「ですが、怨うらむことすらしないのですか？」

　彼女の言葉に、グランは眉まゆをひそめた。

　エリーゼは枕に埋もれたままだ。その顔を見て、真意を計はかることはできない。

「…………何を、怨めと？」

「貴方は棺ひつぎに入れられ、埋められた。その苦痛は、想像を絶します。本当ならば、狂っていてもおかしくはなかったはずだ。それなのに、憎みも、怨みもしないと？」

　グランは目を閉じた。棺の中の日々が蘇よみがえる。暗くら闇やみの中で、彼は自身の正気を疑った。

　静寂と苦痛に包まれた日々に、二度と戻る気はない。

　だが、憎しみは覚えなかった。彼は首を横に振り、自身の埋められた理由を呟く。

「私は、村人を虐ぎやく殺さつしたらしい」

「ですが、その真しん偽ぎは不明です。殺害が事実でも、殺したのは別の誰だれかかもしれない」

　エリーゼは、間かん髪はついれずに応こたえた。グランは首を傾げる。

　エリーゼは体を起こし、真剣な声で続けた。




「それなのに、怨むことすらしないと？」

「私には、心がない」




　グランは、端たん的てきに応えた。エリーゼは僅わずかに顔を歪ゆがめ、毛布の中に潜もぐる。

　グランは足を組むのを止め、座り直した。最初と同じ姿勢で、虚こ空くうを眺ながめる。




　その時、くぐもった声が響いた。エリーゼは毛布に埋もれたまま囁ささやく。




「…………私は怨みましたよ、グラン。怨み、憎んだ。絶対に許さないと決めた」

「……………」

「ですが、貴方は誰も憎まないと言う。私には理解しかねます」

　独白のような声が続く。彼女は返事を求めていなかった。彼が何を言おうと、彼女の結論は変わらないだろう。




　彼女は誰も許さないと決めた。それが全てだ。

　彼は彼女の決意に、異論を挟むつもりはなかった。ただ淡々と、事実を呟く。




「君には、心がある」




　憎く思い、怨めるだけの心がある。

　彼には、ない。







「それだけだ」
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　目覚めると、雪が降っていた。




　灰色の重い空から、柔やわらかな白色が降り落ちる。幾いく重えにも重なった雲は、複雑な濃のう淡たんを描いていた。彼は雪原の中に、横たわっている。額ひたいが痛み、彼は手を伸ばした。

　血の熱が指に触れる。遠くから子供達の歌声が響いた。




　彼らは手を叩たたき、彼のことを囃はやしている。




『名前のない化け物グラウエン』、『名前のない化け物グラウエン』、お家がない。

『名前のない化け物グラウエン』、『名前のない化け物グラウエン』、名前がない。

『名前のない化け物グラウエン』、『名前のない化け物グラウエン』、心もない。




　近くには、石入りの雪玉と薪まきが落ちていた。彼は不意に思いだす。彼は村の隣となりの森で薪を拾ひろい集あつめ、帰って来る途中だった。そこで、子供達に雪玉を投げられたのだ。

　唄うたは続いている。子供達は歌うことで、彼に語りかけていた。




　────お前は、化け物だ。人間の振ふりをしているだけの、化け物だ。




　子供達は手を叩き、彼を囃した。グランは、自分の周りを踊る影を眺ながめる。

　心は特に動かない。傷口は治っている。怒りも憎しみも、覚える必要がなかった。




　だが、心を持たない彼にもわかった。恐らく今、自分はひどいことをされている。

　子供達は、彼を傷つけようとしていた。それは、辛つらくはなくとも、惨むごいことだ。




　不意に、別の足音が近づいて来た。子供達は一斉に逃げだす。駆け寄って来た誰だれかは雪を摑つかみ、子供達の背中に投げつけた。誰かは何かを叫び、彼の傍かたわらに座りこむ。




「────アレク、アレク、大丈夫？　あぁ、なんてひどいことをするのッ！」




　柔らかな腕が、彼を抱だき締しめた。凍った彼の頰ほおを、彼女は優しく撫なでさする。

　彼女は泣いていた。大きな蜂はち蜜みつ色いろの瞳ひとみは、今にも溶け落ちてしまいそうだ。柔らかく波打つ髪には、木にでもぶつかったのか、葉が絡からんでいる。




　彼女が泣く理由が、彼には理解できない。




　傷つけられたのは彼で、彼女ではなかった。だが、彼は何も言わない。彼女の涙はきっと優しいものだ。否定してはならない。心のない彼にも、そう推測することができた。




　自分の為ために泣いてくれる人が、世界に一人だけはいる。

　そのことを、彼は知っていた。







　彼女を安心させるため、彼は口を開く。







「あぁ………………大丈夫だよ、姉さん」




　　　＊　　＊　　＊




　目覚めると、白色の天てん井じようが見えた。




　幾いく枚まいもの白布が、天井に留められている。エリーゼは左右の広大な空間を見回した。

『領地』内を強制移動させられた場合、身動きすら取れない場所に放りだされる場合もありうる。実際の建物と同様に破壊は可能だが、手間がかかった。ひとまず安あん堵どする。

「グランは………無事ならばいいのですが」

　彼女は囁ささやき、立ちあがった。改めて子供部屋に似た部屋を見回す。

　グランに伝え聞いた通りの空間だった。恐らく、中心には、紅あかい少女がいるだろう。

　床を埋めるぬいぐるみの一つを、エリーゼは摑みあげた。灰色の熊くまの腹を縦に裂さく。中から綿わたと共に、抜き身のナイフが飛びだした。エリーゼは、顔面に飛んできたナイフの柄えを摑み取る。全てのぬいぐるみの中に、飛びだす武器が入っているようだ。

　確認を終え、彼女は歩きだした。警戒するが、ぬいぐるみに動きだす気配はない。

　遠くから、オルゴールの音が聞こえ始めた。音を追い、エリーゼは駆けだす。




　部屋の中心に、一人の少女が座っていた。

　彼女は紅いドレスを纏まとい、オルゴールを抱いている。




　少女は顔をあげた。オルゴールを抱きしめ、彼女は無邪気な笑みを浮かべる。

「これはね、大事な物なのよ？」

「……………………………ッ！」

　箱の中では、踊り子の人形が回っていた。それを見つめ、エリーゼは息を飲む。

　恍こう惚こつとした笑みを浮かべ、少女は更さらに続けた。

「なくしては、いけないの。わからなくなってしまうから」

　彼女は謎なぞめいた言葉を吐き、首を傾かしげた。問いを待つように、沈黙する。

「何な故ぜ、ですか」

　エリーゼは震える口を開いた。少女はゆっくりと、オルゴールを閉じる。

　彼女は答える代わりに、別の言葉を刻んだ。

「寂さびしがり屋のエリーゼ。可か哀わいそうなエリーゼ。ねぇ、答えてくれない？」

「何故、貴方あなたがそれを持っているのですか？」

　少女は、無言で立ちあがった。彼女は、オルゴールを床に置き、エリーゼに近づく。

　動かない彼女の頰を、少女はゆっくりと撫でた。細い指が、優しくその耳に触れる。

「ねぇ、エリーゼ・ベロー。答えてよ」

　無邪気な笑みは崩さないまま、少女は囁いた。







「何故、貴方はお父様を殺したの？」




　　　＊　　＊　　＊




　この世に、化け物の居場所はない。彼はそう知っていた。




　村の井戸は深く、冬でも水は凍らない。彼は毎日、そこから朝一番に水を汲くんだ。

　次に薪を運ぶ。それが終われば家畜小屋の掃そう除じだ。冷水で皿や衣服を洗い、積もった雪をかく。子供達は彼に石を投げた。過か酷こくな労働に、礼の言葉をかけられたことはない。




　村の住人は、彼に対価以上の何かを渡すつもりはないらしかった。




　人々は彼を嫌い、恐れている。彼が子供に触れれば、大人達は金切り声をあげた。

　それに気づくと、子供達は新たな遊びを始めた。彼らはアレクにいじめられたと、大人達に訴うつたえる。その度たび、彼は殴なぐられた。鼻び骨こつが折れたのも、一度や二度ではない。




「家の子になにすんだッ！　恩さえ覚えられねぇのか、この化け物がッ！」




　罵ば倒とうしながらも、村人は仕事の量は減らさない。何をしても反抗しない彼のことを、村人は大人おとなしい家畜のように思っているのだろう。彼は淡々と村中の労働をこなした。

　一つでも手を抜けば、明日から飢うえることになる。家も追われるかもしれない。




　姉のセルマと共にいれば、彼らの態度は軟なん化かする。

　セルマは村人に認められていた。そう知りながら、アレクはあえて姉と離れて暮らしていた。家畜も畑も持たない彼は、村の端はしに小屋を借り、仕事を受けて過ごしていた。




　アレクとセルマに親はいない。住む場所がない二人は、長く各地を放ほう浪ろうしていた。

　この寒かん村そんに住すみ処かを得られたのは、セルマがある男に見み初そめられたせいだ。

　彼女は婚礼が近い。婚約者のネッドは教職に就つくため、村で唯ゆい一いつ、街の学校に通っている。彼と共に、セルマも村を空ける日が増えていた。結婚後、夫婦は街に行くだろう。

　その後のことは、予想がついた。村人の隠れた迫害は、今ですら表面化しつつある。

　だが、一人、村を出ることは難しい。彼を嫌けん悪おしながらも、村人は貴重な労働力を手放す気はなかった。山道では装備が揃そろい、馬を持つ村人の方が、格段に足は速い。近隣の村に逃げこんでも、交流のある人間に話を回され、連れ戻される可能性が高かった。




　それに、彼には村を出る気などはない。彼の出しゆつ奔ぽんを聞けば、セルマは後を追うだろう。街に無理やり同行することもできなかった。ネッドは、彼を心の底から嫌悪している。




　近くに化け物がいては、夫婦の生活は破は綻たんするだろう。

　彼女が得た、暖かな場所を奪うことなどできなかった。




　彼女は愛いとしい夫を見つけたのだ。再び、過酷な旅になど戻せない。

　姉がいない生活に、今の内に、慣れておかねばならなかった。




　村人は彼を認めない。アレクは人間ではなかった。

　セルマは否定するが、彼はその事実を知っている。




　アレクは全身に縫ぬい目めがあった。傷もすぐに塞ふさがる。

　農具が掌てのひらを貫通しようと、歯が折れようと治るのだ。そんな生き物が、人間であるはずがない。村人も最初はアレクに優しく接していた。だが、子供の頼みで、鳥を巣穴に戻した時のことだ。木から落ちた彼の、異常な治ち癒ゆ力りよくを目の当たりにし、彼らは態度を一変させた。




　彼はあまりにも、伝説の化け物に酷こく似じしていた。以来、村人は彼を人間扱いしない。

　今では誰もがセルマに隠れて、彼を『名前のない化け物グラウエン』と呼ぶようになっていた。




　何もかも仕方がない。どうしようもないことだった。




　村人の態度は当然だ。彼は化け物だった。幸いなことに、彼は何も感じない。

　伝説の通り、彼の中は空くう虚きよだ。寂しさも、憎にくしみも、怒りもない。




　彼は日々、労働を繰り返す。以前のように、誰かが励はげましてくれることはない。

　隣の夫婦は、二度と食事に呼んではくれないだろう。村の男達も、猟りようの獲え物ものをわけてはくれない。かつてのように、笑いかけてくれる人間は皆かい無むだ。

　だが、彼は化け物なのだから、全ては仕方がないことだった。




　彼は毎日水を汲む。冷たさに肌が切れるが、すぐに塞がる。

　労働さえ淡々とこなせば、生きてはいけるだろう。それ以外、望むことはない。







　この日々は、変わらないだろう。

　そして、永遠に続くだろう。







　全て彼には、変えようのないことだった。




　　　＊　　＊　　＊




　エリーゼの足下で、ぬいぐるみが爆はぜる。綿の間に隠れた針が、彼女の頰を裂いた。

　残りの針は、全て別のぬいぐるみに突き刺さる。針山と化したそれは、爆ばく散さんした。




　エリーゼは背を反そらせ、後方へ宙返りした。飛び出した槍やりが胸を掠かすめ、虚こ空くうを穿うがつ。

　彼女は刃を躱かわすが、反撃はしない。

　微笑ほほえむ少女を食い入るように見つめ、エリーゼは絶叫した。

「貴方は……だが、外見が違う……いや、その体が偽にせ物ものなら……貴方は、本当はッ！」

「質問には、答えてくれないのね、エリーゼ・ベロー？　でもいいわ。別に語らないでもいいのよ。私はちゃんと、知ってるんだから」

　少女は唇くちびるを尖とがらせた。いつの間にか、その足元には、他と大きさの異なるぬいぐるみが置かれている。巨大な熊と兎うさぎと子こ豚ぶた、家鴨あひると鼠ねずみが彼女を囲んでいた。

「貴方は生きるために、お父様を殺したわ。そして、唯一の家族も捨ててしまった」

　エリーゼの足元のぬいぐるみが、連鎖的に爆ぜた。

　彼女は限界まで低く構え、弾けるように跳ちよう躍やくした。無数に伸びた剣が、直前までエリーゼのいた虚空を貫く。彼女は垂直に落下し、剣先に着地した。

　危うく揺れる刃先に留まり、彼女は少女を見降ろす。

「復ふく讐しゆうなんて言いながら、贖しよく罪ざいと言い訳のために生きてきた」

　エリーゼは顔を歪ゆがめた。彼女は混乱に揺れる眼まな差ざしを、少女に投げかける。

　エリーゼを見つめ返し、少女は歌うように続けた。

「全て殺すと言い切れば、それが言い訳になる。貴方が生きていていい理由になる。戦い続ける限り、何もかも忘れていられる。ねぇ、そうでしょう、エリーゼ・ベロー」

　少女は甘い声で、エリーゼを糾きゆう弾だんする。エリーゼは唇を嚙かみ締しめ、剣先から跳とんだ。

　少女の前に着地し、尋たずねる。




「貴方は、ノーマ・ベローではないのですか？」




　エリーゼは剣を手に取らない。『穴蔵の悪魔アリストクライシ』である少女に、彼女は縋すがるような目を向けた。少女は完かん璧ぺきな笑みを浮かべる。紅い目の奥には、哀あわれみの色が覗のぞいていた。




　そして、少女は答える。







「いいえ、違うわ、エリーゼ・ベロー。貴方の妹は死んだのよ」




　　　＊　　＊　　＊




　冬の朝は早く、厳きびしい。暗く濁にごった空に光が射さないうちに、アレクは起きた。

　夜は長く、昼は短い。冬は闇やみに支配された季節だ。日の出を待っていては遅すぎる。




　水みず瓶がめの氷を割り、彼は顔を洗った。小屋の中は隙すき間ま風かぜが吹きこみ、寒い。暖炉に火を入れることは少なかった。予備の薪は、昨夜、隣の夫婦に渡してしまっている。

　死なないとわかっていると、全てのことが適当になった。




　彼は耳当てのついた帽ぼう子しを被かぶり、口元に布を巻いた。雪の降る外へ出ると、桶おけを手に、井戸へ向かう。表面が凍った縄を引くと、水の入った桶が少しずつあがってきた。

　井戸は虚うつろな音を立て、中で風を遊ばせている。冷たい空気に肺が焼けた。手袋の下の指はかじかみ、縄を引くうちに皮ひ膚ふが切れる。だが、すぐに塞がった。

　村人も朝は早いが、まだ辺りは静かだ。彼は幾度か水を汲み、満杯になった桶を下げた。まずは家畜小屋に向かう。その後、頼まれた分を届ける予定だ。指定の時間に間に合うかは危うい。遅れれば、貰もらえる食料が減る。空腹は辛くはないが、度を超すと動きが鈍にぶるため、望ましくなかった。足を速めると、水が零こぼれる。彼は一度桶を降ろした。




　顔をあげると、鮮あざやかな紅色が目を焼いた。

　白一色の光景の中、花弁を撒まいたかのように紅色が散っている。




　村の入口に、誰かがいた。迷った末に、彼は水運びを後回しにする。

　一人の男が腹を押さえ、座っていた。アレクは彼に近づく。長い白髪が、黒い外がい套とうに包まれた背を覆っていた。彼が荒い息を吐く度、空気は白く染まる。




　アレクに気づいたのか、男は目を開いた。

　その目は、澄すんだ紫色だ。紫むらさき水すい晶しようにも似た色は、人間ではありえない。




「────────大丈夫か？」

「ははっ、大丈夫に見えるのか。それならば、実に喜ばしいことだな」

　アレクの問いに、男は乾かわいた声で笑った。彼が何者か考える前に、アレクは跪ひざまずく。

　男の傷口を確認するため、腹を押さえる手を摑んだ。

「んっ、なんだ？　私を殺すつもりか？　あぁ、なんと。治療か。親切だな君は」

「喋しやべらない方がいい。ひどい傷だ」

　男の体は、衣服ごと切断されていた。剣で切られたかのように鋭えい利りな傷口が見える。

　貴族としか思えない豪華な衣装は、血に塗まみれていた。止血をしようとして、アレクは手を止める。傷口は、塞がり始めていた。

　アレクの回復よりは遅いが、常人とは異なる速度だ。男は荒い息を吐き、笑った。

「驚かないのか？　それは素晴らしい。私は運がいいな。己の強運が恐ろしいほどだ」

「……………何者だ？」




　アレクは尋ねた。男は深い笑みを浮かべる。

　紫色の瞳を光らせ、彼は愉ゆ快かいそうに言った。







「──────────私はね、化け物だよ」




　　　＊　　＊　　＊




「死んだ……死んだと、言うのですか？　あの子が、ノーマ・ベローがッ！」




　エリーゼの叫びに、紅いドレスの少女は酷こく薄はくな笑みで応こたえた。

　少女はオルゴールを拾い、蓋ふたを開く。愛らしいピアノ曲が流れだした。踊る人形の姿が、鏡張りの蓋の内側に、幾いく重えにも重なって映る。




「そうよ。貴方が置いて来た子。別れ際ぎわに、これを渡した子。旅に二人は連れて行けないと、親が隠した子。あの子は死んだわ。殺された。これを残して、消えてしまった」




　少女はオルゴールを掲かかげた。エリーゼは、激しく首を横に振る。

「噓うそですッ！　そんなはずがない、それだけはないッ！　私に家族はもういない。家族でなくなったあの子だけは、『十二月の喧けん騒そう』に関わらず、幸福に生きているはずで」

「本当よ、エリーゼ・ベロー。あの子も『穴蔵の悪魔アリストクライシ』に見つかった。貴方達は、あの子を守れなかった………覚えているわよね、『十二月の喧騒』を。私も参列したもの」

　少女の足元で、巨大なぬいぐるみが二体、動き出した。

　兎と熊が、嬉うれしそうに抱き合う。その背中を、少女は容よう赦しやなく踏みつけた。

「人と恋に落ちた貴方の母は、子を身み籠ごもり、『始まりの領地』から逃亡した。二人の姉妹を連れ、彼らは旅を続け……けれども体の弱い妹は、途中で人間の家に預けられた」

　少女は熊を左足で、兎を右足で踏みにじった。

　ぬいぐるみの背に乗った状態で、彼女は歌うように続ける。

「人と子を成なすことは、最大の禁きん忌きですものね。その後、貴方達は捕らえられ、処罰された。それが『十二月の喧騒』。全ての『穴蔵の悪魔アリストクライシ』が呼びだされた、見せしめの宴うたげ」

　少女はぬいぐるみの背から飛び降りた。エリーゼに近づき、顔を寄せる。

　エリーゼの鼻を舐なめ、少女は首を傾げた。

「そして、貴方は父親を殺したわ。殺せば、自分だけは助けてもらえると聞いたから」

「違う…………違うッ、私は、私は」

「そうでしょう。エリーゼ・ベロー。貴方は一時記憶を奪われ、『穴蔵の悪魔アリストクライシ』として楽しく生きてきた………でも、思い出してしまったのよねぇ？」

　少女は、エリーゼから離れた。紅いドレスを翻ひるがえし、オルゴールを放り投げる。

　床に落下し、オルゴールは硬い音を立てた。鏡が割れ、鋭い破は片へんが散らばる。




　壊れた曲が鳴り響く中、少女は振り向いた。冷えた紅色の目が、エリーゼを映す。




「貴方は思いだした。父を殺したことも、置いてきた妹のことも。それなのに、全てを投げ捨てた。復讐なんて言いだして、自分自身からそっぽを向いた。寂しがりやのエリーゼ・ベロー、身勝手なエリーゼ・ベロー。そして、かわいそうなノーマ・ベロー」




　彼女は、オルゴールの人形を踏みつける。陶とう器きの娘の体は、粉々に砕くだけ散ちった。

　残されたその頭も踏み割り、彼女は囁く。




「あの子は『穴蔵の悪魔アリストクライシ』に見つけられ、そして、私に殺されてしまった」




　エリーゼは目を見開いた。彼女の顔から、表情が消える。

　エリーゼはゆっくりと口を開いた。感情の削そげ落おちた声が漏もれる。




「─────貴方が、殺した？　ノーマ・ベローを？」

「そうよ、エリーゼ・ベロー。私が殺したの、ノーマ・ベローを」




　次の瞬間、少女の腹が裂けた。エリーゼの剣が少女の体を貫き、横に払われる。

　少女の体から大量の綿と、大振りの剣が飛びだした。エリーゼは剣の腹を蹴けりあげ、回転した柄を摑む。返す刃で、少女の体を縦に裂いた。少女は綿と布の残ざん骸がいと化す。

　どこからか、笑い声が響いた。狂ったような哄こう笑しようと共に、彼女は言う。




『さぁ、おいでなさい。エリーゼ・ベロー。私を見つけてみなさいよ』




　　　＊　　＊　　＊




　男の世話は、楽しかった。




　楽しいという感情は、彼にはない。だが、男といる時は、普段より楽に体が動いた。

　それは恐らく、人間の語る楽しいに近い状態だ。話し相手がいるのは、悪くない環境らしい。男は一日中寝転がっていた。怠たい惰だに過ごす姿は、不思議と様になっている。

　男は、暇ひまだと言っては、彼に話をねだった。アレクの世界は狭い。彼が話せるのは、旅の辛しん苦くと、村での労働と怪け我がの記憶だけだ。だが、男は楽しそうに話を聞いた。

　アレクが化け物を自称しても、怯おびえるどころか、動揺すら見せない。

「なるほどな。まぁ、人とはそう言うものだ。弱い生き物ほど、自分と似て異なる存在に拒否反応を示す。恐らく、防衛本能だろう。人間の特徴だ。気にしない方がいい」




　男は自分も化け物だと主張した。だが、アレクはそれを信じていない。

　自分以外に、化け物がいるとは思えなかった。しかし、男の目の色彩は異常だ。彼の言葉が本当ならば、人間に存在を知られては、迫害の危険性がある。

　幸いにも、村人は小屋を訪れなかった。男の存在は、誰にも知られてはいない。




「その傷は、何故負ったんだ？」

「ん？　随分と急な質問だな。いつも思うのだが、君は驚くほどに唐とう突とつだ」

　アレクが床を磨みがきながら尋ねると、男は眉まゆ根ねを寄せた。だが、滔とう々とうと語りだす。

「恥ずかしい話だが、親おや子こ喧げん嘩かだよ。私が昔働いた悪戯いたずらを、愛まな娘むすめが思い出してしまってね。久しぶりに、可か愛わいい娘が会いに来たと思ったら、腹を切られた。私は人の領地を訪問中でね。対処が難しかったんだ。娘相手に敗走するとは、父親として実に不覚だよ」

「大おお袈げ裟さな親子喧嘩だ。普通、そこまで怪我はしない」

「全くだ。君は姉がいると言ったね。家族仲が良さそうで、実に結構な話だ」

　男は羨うらやましいと頷うなずいた。アレクは話しながらも、床を磨く手は止めない。

　掃除を始めたのは、男が汚れがひどいと主張したためだ。無視してもよかったが、久しぶりに小屋の手入れをすることは、悪くなかった。隅すみの埃ほこりを拭ぬぐい、アレクは応える。

「姉とはもうすぐ別れる。恐らく、二度と会えなくなるだろう」

「おや、何故かな？　君はこの村に来るまで、ずっと姉上と旅をしてきたのだろう？　健すこやかなる時も、病める時も。それを今更別れるとは、何があると言うのかね？」

　男は眉を跳はねあげた。アレクは椅い子すを磨き、淡々と続ける。

「姉はもうすぐ結婚する」

「あぁ、なるほど。君はそれを悲しく思うのかな？」

「思わない。姉には幸福が必要だ」

　そう応えると、男は両手をあげた。独り言のように呟つぶやく。

「巣立ちの時期、か。だが、幸福とは、本来万人に与えられるべきものだ。君が唯一の理解者を失うのは、恐らく、姉上にとっても本意ではないだろう」

　男は難しい顔で、腕組みをする。彼の言葉を反はん芻すうし、アレクは首を傾げた。

　幸福とは万人に与えられるべきものだと男は言う。だが、アレクはその範はん疇ちゆう外がいだ。

「私は、『名前のない化け物グラウエン』だ。人並みの幸福など、期待しない」

　誰もが彼をそう呼ぶ。化け物の棲すみ家かは、この世にはなかった。

「………………………………ふむ」

　男は重く沈黙し、顎あごをなぞった。次に、白髪の先端をいじりだす。

　しばらくして、彼は不満げに口を開いた。

「気づいていないようだがね。君は私にも、幸福を得る権利はないと言ったようなものだよ。奇遇な話だが、私も化け物なのでね」

「それが、私には信じられない」

「疑い深いものだなぁ。最近の若者というやつは」

　彼は天を仰ぎ、嘆き始めた。だが、彼自身、中年と呼ぶにはまだ若い。アレクは無言で彼に近寄った。袖そでをまくり、手首を見せる。無む残ざんな縫い目が露あらわになった。

　彼は軽く目を見開く。それから、愉快そうに笑った。

「なるほど、伝承の通り、その縫い目は全身にあると？」

「あぁ、前に話した通りだ。軽い傷でもつければ、すぐに塞がる。見てみるか？」

「いやいや、遠慮しておこう。痛みはあるのだろう？　それならば、自分の体を大事にしたまえ。幸いなことに、私は人間以外には寛かん容ようだ」

　男はふざけた口調で言い、笑った。紫の瞳が、アレクを映す。

　彼は、アレクを観察するように眺めた。突然、話題を切り替える。

「そう言えば、私は君に名乗っていなかったね？　まぁ、人に名乗るのは気が進まなかったせいもあるが………最初から、化け物だと聞いてはいたがね、私は疑い深いんだ」

「……………最近の若者か？」

「心だけは、化け物と言えど、いつまでも若くありたいものだよ。さて、改めて」

　彼は寝台から降りた。分厚い革かわ靴ぐつの底が、重い音を立てる。

　男は胸に手を当て、貴族のように優ゆう雅がな礼をした。




[image: ]








「私はユージーン・フォン・アリストクライシ。君は本当に、人間ではないようだね」




　　　＊　　＊　　＊




　爆発の瞬間さえ見み極きわめれば、攻撃自体は単調だ。




　床のぬいぐるみが爆散する度、エリーゼは最小限の動きで刃物を躱していく。だが、それに変化が加わった。巨大なぬいぐるみ達が動き始める。鼠が足元のぬいぐるみを摑み、投とう擲てきした。飛来したぬいぐるみを、エリーゼは撃ち落とす。中から飛びだした刃物を、上体を傾げ、避さけた。斜めに傾いだまま、彼女は淡々と口を開く。

「ぬいぐるみから刃物が出る……この現象は『賜たまわり物もの』ではなく、貴方の『領地』の特色ですね。動く巨大な五体については、また別物のようですが」

『そう、それが正解よ。エリーゼ・ベロー。勘かんがいいわ。化け物さんとは大違い』

　少女は楽しげに笑った。エリーゼは虚空に銃を乱射するが、少女の手応えはない。

　彼女の姿は、依然どこにも見えなかった。

「姿を消せる『賜り物』とは厄やつ介かいだ。殺すのに、手間がかかりそうですね」

『探してよ、探してみなさい。見つけてごらんよ、エリーゼ・ベローッ！』

　少女は哄笑する。次の瞬間、巨大な兎が、前のめりに駆けだした。

　兎は床のぬいぐるみを摑み、縦に裂く。中から飛び出した剣を摑み、跳躍した。

　エリーゼは、その頭を撃ち抜く。だが、兎の額に空あいた穴は、瞬時に塞がった。

「──────────ッ！」

　熊に家鴨、子豚、鼠も同様に剣を摑み、駆けだした。五方向から、一度に刃が迫る。

　エリーゼは足を振るった。鼠の脇わき腹ばらに爪つま先さきを食いこませ、五匹を纏まとめて、円状に蹴り飛ばす。すると、彼らは標的を変えた。兎達は、エリーゼの周囲のぬいぐるみを裂く。

　大量のぬいぐるみの腹から、数十本のナイフが飛びだした。エリーゼはその殆ほとんどを躱し、残りを叩き落とす。だが、背後に回った兎が、新たなぬいぐるみを裂いた。

　無数の槍が外套を貫く。エリーゼは、その場に縫い止められた。

『ははっ、どうしたの？　どうしたの？　エリーゼ・ベロー。無ぶ様ざまね、無様ね、エリーゼ・ベロー。そんな動きしかできないなら、復讐なんてしなければよかったのよッ！』

　少女は嬉しげに囃した。兎と熊が、左右から剣を手に迫る。彼女は外套の袖から、腕を引き抜き、跳躍した。兎と熊の頭部を鷲わし摑づかみにし、子豚と家鴨に投げつける。

　鼠の腹に剣を突き立て、床に縫い留めた。少女は笑い続ける。

『何もかも殺すなんて言って、結局逃げているだけじゃないッ！　八つ当たりし続けているだけじゃないッ！　そうやって自分に酔って、復讐だなんて言って、腹が立ったから殺して、壊して、それで、それで、なんにも意味なんてないじゃないッ！』

　エリーゼは唇を嚙み締めた。鼠は自分の腹を裂き、脱出する。足元の爆発を避け、エリーゼは子豚の首を[image: ]ねじり切った。頭部は直ぐに復活する。落下した頭は、エリーゼの太ふと腿ももに嚙みついた。一瞬、エリーゼの動きが止まる。その足元でぬいぐるみが弾けた。

　数十本の槍が、彼女を貫こうと伸びる。

『貴方は何がしたいの？　何をしようと言うの？　ねぇ、聞かせてよ、愚おろかで哀れなエリーゼ・ベロー。ねぇ、ねぇ、ねぇ、ねぇ、ねぇ、ねぇ、ねぇ、ねぇ、ねぇ、ねぇ！』

「うるさいッ！　吼ほえるなッ！」

　迫る槍を、エリーゼは剣の一いつ閃せんで薙ないだ。切り落とされた穂ほ先さきが落下する。

　彼女は虚空から銃をだし、熊に発砲した。熊の頭部が弾ける。次の瞬間、その手前の床で、ぬいぐるみが爆散した。飛び出したナイフを剣で弾き、エリーゼは叫ぶ。




「私の復讐を愚ぐ弄ろうするなッ！　貴様に何がわかるッ！」




　横に迫る鼠の剣を、彼女は視線すら向けず、受け流した。前のめりになった胴体を、二つに割る。同時に、熊が復活した。それを蒼あおい目で眺め、エリーゼは先を続ける。




「愛しい母が、目の前で大勢の男に犯おかされる様を見たことがあるか？　それに居合わせた父の慟どう哭こくは？　両手足を剣で切り落とされ、腐敗していく母の傍らにいたことが？」




　家鴨が嘴くちばしで、足元のぬいぐるみを裂いた。五本の剣が、エリーゼの下へ飛びだす。

　エリーゼは、連続して発砲した。弾は狙ねらい違わず、剣の切っ先を叩く。




「日に日に痛みに狂い、私を罵倒する人に、何もできなかった気持ちを考えたことがあるか？　拷問ごうもんで、毎夜体の一部を失いながら、大丈夫と語る父の声を聞いたことは？」




　弾かれた剣の柄を摑み取り、エリーゼは兎達の頭部を刎はねた。

　八つ当たりのように、五つの首が宙を舞う。




「あの男が、あの男が、私に父親を撃ち殺せ、そうすれば仲間に迎えると言った時、父は私に拳銃を握らせた。私に引き金を引けと言ったッ！　その笑顔を見たことがあるかッ！　最さい期ごまで、私の心配ばかりしていたあの人の声を聞いたことがッ！　あの人の涙を、優しさを、あの男の拍手を、喝采をッ！」




　起きあがった子豚が迫る。エリーゼはその頭部を握り潰した。

　頭部は復活するが、彼女は視線すら向けない。綿を撒き散らし、咆ほう哮こうする。




「なにが、『私は人間と裏切り者以外には寛容だ』だ、ふざけやがって。その後、私は記憶を奪われた。あの男の『賜り物』でなッ！　私は長く、何も知らずに『穴蔵の悪魔アリストクライシ』の一員として生きてきたんだ。エリーゼ・ベローではなく。エレイン・フォン・アリストクライシとしてッ！」




　床のぬいぐるみの爆散は止まっていた。だが、彼女は気づかない。

　微び細さいに変化した『領地』に、怨うらみと憎しみの詰まった咆哮が響く。




「ユージーン・フォン・アリストクライシ。その誇り高き愛娘として、ふざけるなッ！」




　彼女は左手に銃を、右手に剣を握っていた。

　銃は、父親の頭を撃ち抜いた武器だ。剣は、母親の四し肢しを切り落とした武器だった。




　彼女の『領地』はその二つでできている。




「許せるか許せるか許せるか許せるか許せるかああああああああああああああああッ！　殺してやる。全て殺してやる。絶対に許さない。私は絶対に、絶対に、許しはしない」




　血の滲にじむような絶叫は反響し、消えた。

　沈黙が広がる。兎達も、何故か動きを止めていた。




　何もかもが死に絶えたような重い沈黙の中、少女の声が響く。




『………………知ってるわ。聞いたもの。私も聞いたもの、エリーゼ・ベロー』




　その口調は、今までの強さを失っていた。エリーゼは怪け訝げんな顔をする。

　少女は何かを言いい淀よどんだ。彼女は何故か、泣きそうな声で先を続ける。




『でも、何故、貴方は……………………』

　その声に、オルゴールの音が重なった。




　壊れたオルゴールの音色は、まるで掠れた泣き声のようだ。エリーゼは床を見回した。いつの間にか、少女の落としたオルゴールは消えている。

　音に隠れるように、少女は小声で囁いた。




『何故、ノーマ・ベローを迎えに行かなかったの？』




　その声は、泣いていた。少女は、幼い子供のように泣きじゃくっている。

　エリーゼは目を見開いた。彼女の耳元に、ある唄が流れだす。少女の泣き声を切きっ掛かけに、遠い日の記憶が、彼女の目の前に蘇よみがえった。




　その街は暖かく、裕福な場所だった。妹を置いて来た街での記憶は、楽しい思い出に満ちている。エリーゼは、歌いながら歩いていた。緑豊かな庭は、春に包まれている。

　彼女は美しい緑の間を進み、高らかに唄を紡いだ。




　寂しがりやのニーナ・ローズ。今日も一人で泣いている。

　悲しがりやのニーナ・ローズ。明日も一人で泣いている。




　落とした涙は、朝露で。長く続けば雨のよう。降り続ければ、海になる。

　熊と兎がやって来て。豚と家鴨もやって来て。鼠がチューチュー慰なぐさめて。




　彼女はようやく、泣きやんだ。




　歌い終わると同時に、エリーゼは植えこみに隠れた人影を見つけた。

　幼い少女が泣いている。彼女に向けて、エリーゼは勢いよく手を差しだした。




　─────ほら、見つけましたよ、ノーマッ！

　─────全く、貴方は泣いてばかりッ！




「………………………まるで、ニーナ・ローズのようですね」




　エリーゼは呆ぼう然ぜんと呟いた。同時に、ぬいぐるみの爆散が再開する。

　足裏のぬいぐるみの腹が裂け、中から剣が伸びた。だが、エリーゼは動かない。足の甲が刺し貫かれ、血が吹きだした。それでも彼女は、呆然と虚空を見つめたままだ。

「……………そして私は、貴方に、オルゴールを買ってきたのです」

　エリーゼは唇を引き結んだ。左手で引き金を引き、熊を撃ち抜く。その頭が弾けた。

　熊は復活しない。次に、エリーゼは右手を振るった。剣が弧こを描き、跳躍した兎の頭を跳ね飛ばす。切断された頭部は、復活しない。

『…………………えっ』

「やっとわかりました。貴方は、私が覚えているか、試ためしていたんだ」

　エリーゼは、足を剣から引き抜いた。大量の血が溢あふれでる。

　彼女は虚空を見つめたまま、足元に剣を突き立てた。近寄っていた子豚が貫かれる。彼女は拳銃を全弾発砲し、家鴨を綿に変えた。彼らも同様に復活しない。

「貴方は、手掛かりとなる唄を、何度も繰り返した。私達の思い出の唄を。貴方の『賜り物』には、解除の条件がある。つまり、これは見つけてもらうためのかくれんぼだ」

　慌あわてたように、鼠は巨大な剣を構えた。エリーゼは、無傷な足で強く床を蹴る。

　傷ついた足を気にせず、彼女は疾走した。その足元で、ぬいぐるみが弾ける。

「あの子は、隠れることが好きでした。私に見つけられるのを、いつも待っていた」

　弾丸のように、彼女は速度を増した。ぬいぐるみの爆散は彼女に追いつかない。

　彼女の目の前に鼠が迫る。鼠は、巨大な剣を掲げた。

「熊、兎、子豚、家鴨、鼠────『領地』のぬいぐるみとは別に用意された、『賜り物』で作成された巨大なぬいぐるみ達。彼らを唄の順番通りに壊せばいい」

　その横を、エリーゼは通過する。すれ違い様、刎ねられた鼠の首が、宙を舞った。

　綿が飛散し、舞い散る。降り落ちる白色の中、エリーゼは剣を構えたまま囁いた。




「全てを辿たどれば、ニーナ・ローズが泣きやむ」




　次の瞬間、虚空から少女が落下した。順番を誤らず、ぬいぐるみを破壊した結果、姿を消したニーナ・ローズが現れる。彼女は紅いドレスではなく、囚しゆう人じんめいた白服姿だ。

　彼女は縋るように、オルゴールを抱き締めている。だが、落下の途中で、それは腕から滑り落ちた。少女は腕を伸ばす。その姿は、白髪の偽物の姿とは異なった。




　大きな瞳が、エリーゼを映す。長い髪が翻った。




　エリーゼと同じ、蒼の瞳が。

　エリーゼと同じ、銀の髪が。




　エリーゼは、剣を投げ捨てた。

　武器を虚空に消すことすら忘れ、彼女は夢中で両腕を広げる。




　彼女は、落下した少女を抱きとめた。

　自分とよく似た顔をした、年若い少女を。




「見つけましたよ、ノーマ・ベロー。私の妹」




　抱き締められ、少女は体を強こわ張ばらせた。大きな蒼の目に、様々な感情が過よぎる。

　憎ぞう悪お、憤ふん怒ぬ、殺意、だが、それらは緩ゆるやかに溶け消えた。大きな目に、涙が満ちる。

「エリーゼ…………エリーゼ…………ノーマは…………」

「寂しがりやのノーマ・ベロー。悲しがりやのノーマ・ベロー。全く、何が、私が殺したですか。貴方のことではないですか。貴方の方が、いつも寂しがりやで、泣き虫で」

　エリーゼは少女を抱き締め、銀髪を撫でた。自分を殺そうとした相手に、あまりにも無防備な行動をとる。殺されても構わないというように、彼女は目を閉じた。

「私はね、貴方は幸せでいると思っていたのですよ。貴方だけは、存在を気づかれてはいない。だから、貴方だけは何も知らずに、母のことも父のことも知らないまま、ずっと幸せでいてくれると信じていた……………貴方にはもう会えないけれど、それでも」

　彼女は息を吐きだした。ノーマの肩に顔を埋め、エリーゼは嗚お咽えつを嚙み殺す。

　濁った声が、絶叫のように響いた。

「それがどんなに、私の支えだったことかッ！」

「…………エリーゼ。ノーマは、ノーマはね。ノーマは、捨てられたと思ってたよ」

　ノーマは震えながら、囁いた。その目に再び、憎悪の光が灯ともる。

　彼女はエリーゼの背中に、爪を立てた。強烈な殺意が、蒼い瞳に宿る。

「エリーゼはきっと、ノーマを忘れたんだって、ずっとッ！」

　エリーゼは、ノーマを抱く腕に力をこめた。

　彼女は、無言でノーマを抱き締める。しばらくして、震える声で続けた。

「ごめんなさい、ノーマ。貴方を迎えには行けなかった。私が行けば、貴方まで不幸になる。貴方を巻きこんではならない。だから、私にはもう家族はいない。そうずっと自分に言い聞かせてきた………貴方が捕まっていたとは知らず、私は、自分が情けない」

　エリーゼは、ごめんねと繰り返す。ノーマは目を閉じた。そっと、体から力を抜く。

　彼女は一瞬、唇を引き結んだ。エリーゼの背中に腕を回し、囁く。

「もういいよ、エリーゼ……わかった………わかったよ」

「ごめんなさい、ノーマ、ノーマ。私は、私は」

「いいの、エリーゼ。もういいの。ノーマはずっと一人だった。でもね」




　ノーマはそっと、エリーゼから体を離した。

　彼女は泣きながら、穏おだやかに微笑む。




「やっと、ノーマを見つけてくれたんだね」

　ずっと、ずっと、エリーゼを待ってたよ。




　じわりと、白い胸が紅く染まった。急速に服が血を吸いこみ、重くたわむ。

　エリーゼは目を見開いた。だが、ノーマは満足そうに笑ったままだ。




　全てに満足したような、諦あきらめたような笑みを、浮かべたままだった。




「ノーマ、貴方………」

「ノーマ・ベローは見つけてもらえたよ？　でも、ニーナ・ローズは死んじゃった。でも、いいんだ…………うん、いいよ………これで、よかったんだよ」

「何がッ！」

　エリーゼは虚空から剣を抜き、ノーマの服を裂いた。彼女の肌を見て、息を飲む。

　彼女の胸の中心には、薔ば薇らが刺し繡しゆうされていた。肉にく塊かいじみた花弁の間から伸びた蔓つるが、ノーマの胸に食いこんでいる。棘とげのついた蔓は、肌の下に潜りこんでいた。

「これは……ノーマ、貴方、貴方、何をされたのですかッ！」

「ニーナ・ローズは、『穴蔵の悪魔アリストクライシ』の子。あの人の、新しい愛娘候補……エリーゼを殺したら………仲間にしてやる……楽にしてやる……エリーゼはお前を捨てたんだからって。代わりに負けたら……終わりって……でも……でも、違った……違ったんだね」

　エリーゼは、刺繡をなぞった。材質不明な糸は、誰かの『賜り物』だ。条件が破は綻たんした際、ノーマの命を断つのだろう。エリーゼは剣を摑み、刺繡を抉えぐろうと試みた。

「ノーマ、ノーマッ！　痛いでしょうが、歯を食いしばって」

「私………私………ね、捨てられた子じゃ………なかったんだ、ね？」
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　ノーマの頰を、涙が零れ落ちる。エリーゼは不意に気がついた。何故、ノーマはエリーゼに対し、殺そうとするほどの憎悪を抱いたのか、その理由に思い至いたる。




　ノーマの『領地』は、ぬいぐるみから刃物が飛び出す場所だった。




『領地』は制作者本人の内面に影響される。




　彼女は、今まで何をされてきたのか。




「ノーマ………ノーマァ。嫌です、ノーマ。そんな、嫌です。貴方は、貴方だけは、死んでは。死んではいけません、ノーマッ！　噓です噓です噓です噓です噓だこんなッ」

「…………泣いちゃ駄目だよ、エリーゼ」

　ノーマの血塗れの手が、エリーゼの頰を這はう。エリーゼは必死に剣先を動かした。だが、刺繡を抉ると、隣に新たな薔薇が咲く。ノーマの苦しみが増すだけだ。

　ノーマは首を横に振った。肋ろつ骨こつの折れる音が響く。夥おびただしい血を吐き、彼女は囁いた。




「寂し……がり……やの……エリーゼ・ベロー」

　彼女は優しく歌う。そして、苦痛に顔を歪めながらも、微笑んだ。




「私は、もう、寂しく、ない、よ？」




　ノーマは、必死に唇を動かす。彼女は、最期に、エリーゼに何かを伝えようとした。

　だが、間に合わず肉が潰れる音が響く。言葉の代わりに、開いた口から血が吹きだした。糸が切れたかのように、ノーマは崩れ落ちる。腕の中に倒れた妹を、エリーゼは強く抱き締めた。彼女は、状況を理解していないかのように動かない。蒼い目が瞬またたいた。




　やがて、エリーゼは小さく唄を歌いだした。




「寂しがりやのニーナ・ローズ。今日も一人で泣いている。悲しがりやのニーナ・ローズ。明日も一人で泣いている」




　彼女は呆然と、ノーマの髪を撫でる。目を見開いたまま、彼女は唄を続けた。

　その足元が震えだす。ノーマの『領地』は、崩壊を始めた。床は砂のように崩れ、ぬいぐるみが飲みこまれていく。だが、エリーゼは動かない。

「落とした涙は、朝露で。長く続けば雨のよう。降り続ければ、海になる。熊と兎がやって来て。豚と家鴨もやって来て。鼠がチューチュー慰めて」




　ノーマの死に顔は穏やかだ。彼女を肩に載のせたまま、エリーゼは歌い続ける。




「彼女はようやく、泣きや…………」




　そこで、声は止まった。エリーゼは、妹の髪を撫でていた手を止める。

　不意に、彼女は何かに気がついた。蒼い瞳が、初めて腕の中の死体を映す。




　もう動かない、ノーマの姿を。




「うわああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッ！」




　悲痛な声が響いた。

　絶叫しながら、彼女は穴の中に落ちていく。




　　　＊　　＊　　＊




「どうかしら、アレク。ちゃんと似合っている？」

「あぁ、姉さん。よく似合っている」




　セルマは頰を染そめ、恥ずかしそうに微笑んだ。

　鮮やかな蒼の婚礼衣装は、この地方独特のものだ。柔らかな布地を重ねた服は、彼女に似合っている。隣に付き添うネッドは、アレクに神経質な眼差しを投げかけた。

「それは当然さ、セルマ。君は誰よりも美しいよ。そんなこと、アレク君に聞かなくても、わかりきったことじゃないか。君はそろそろ、弟離れをするべきだね」

「あら、妬やいてるの？　ふふっ、ごめんなさいね。この人、いつもこうなの。男の人って、家族にまで嫉しつ妬とするんだから」

　セルマは悪戯っぽく笑うが、ネッドの顔は派手に引ひき攣つったままだ。彼は死んでも、化け物を義弟と思いはしないだろう。アレクは、彼の表情に気づかない振りをする。

　セルマはアレクに抱きついた。彼女は彼の顔中に、口づけの雨を降らせる。

「ネッドと結婚しても、貴方は私の大事な家族よ。心配しないでね、アレク」

　アレクの耳元に唇を寄せ、彼女は小声で囁いた。

「────────これで、貴方とずっと、この村にいられるようになるわ」

　その言葉は噓だと、アレクは知っていた。二人は街に行き、彼女は幸福を得るだろう。

　セルマの甘い噓に頷かないまま、彼は彼女の手を握った。淡々と告げる。




「おめでとう、姉さん」




　彼に心はない。だが、彼女の幸福は喜ぶべきことだった。







「──────明日、姉が結婚する」




　小屋に帰り、アレクはそう言った。寝台の上で体操をしていたユージーンは、怪訝な表情で振り向く。彼は傷が治ったというのに、帰ろうとしなかった。獣けものじみた不ふ便べんな生活が楽しいのだと言う。ひどい言い草だが、アレクは気にしなかった。

　彼は、獣じみた生活とは言うが、アレクのことを獣扱いはしない。

「む、そうか。私からも、おめでとうを述べるべきだろうか？」

「必要ない」

「なんともつれないことだ。私は彼女と同様に、君の理解者だというのに」

　ユージーンは背を伸ばし、力を抜いた。彼は寝台に倒れこむ。

　アレクは眉をひそめた。彼にしては珍しく、怪訝とも呼べる表情をする。

「……………………理解者？」

「ふふん、化け物は化け物で相互理解が必要だと、私は常に思っている。君にはよき理解者が必要だ。心がなくとも、一人とは寂しいものだよ。何か悩みなどあれば、素直に手を借りてくれて構わない。我ながら若々しい外見だが、長くは生きているのでね」

　ユージーンは、何やら一人で呟いている。アレクは夕飯の準備に取りかかった。

　ユージーンの言葉は、彼にはよく理解できない。

「む、なんだ。またじゃが芋いもか。面めん妖ような植物だけで体を作るのは、苦行か何かかな？」

「これしかないんだ。嫌なのか？」

「いや、頂こう。『領地』を展開できない以上、私はそこそこに無力だからな。しなびた芋ですら魅力的に見えると言うものさ。やれやれ、実に嘆なげかわしいことだ」

　彼は両手をあげた。アレクは芋を洗うため、袖を捲まくる。手首の縫い目に、ユージーンは何も言わない。ただ、じゃが芋を嘆くだけだ。




　化け物を自称する彼の存在は、アレクに一筋の光明を投げかけていた。

　この世には、彼の縫い目に怯えない者もいる。




　いつの日か、またユージーンのような化け物に出会うかもしれない。

　化け物でも平穏に生きられる場所が、この世にはあるのかもしれなかった。




　だが、アレクは知らない。




　そんな場所は、どこにもないのだ。

　遠くで、黒髪の女が嗤わらう。彼女は紅い唇を開き、囁いた。







「そう、世界は厳しく冷れい徹てつで」







　──────貴方のことを、押し潰した。




　　　＊　　＊　　＊




　夜中に、アレクは目を覚ました。冴さえた月光が、室内を白く照らしている。

　いつもならば、深く眠っている時間帯だ。目覚めたことに、彼は違和感を覚える。




　氷を割り、顔を洗うと、眠気が跡形もなく消えた。やっと、彼はある事実に気づく。




「………………………ユージーン？」




　彼はどこにもいない。寝台は空からになっていた。

　アレクは立ちあがり、扉に手をかけた。ユージーンが出て行って、まだ時間が経たっていない可能性もある。間に合うならば別れを告げようと、彼は扉を開いた。




　そこに、紅い世界が広がっていた。




　雪は紅く濡ぬれ、表面が溶けている。重い灰色の雲には、鋭利な切れ目が生まれていた。

　満月が冴えた光を投げかける中、白い雪が舞っている。




　世界は驚くほどに眩まぶしく、鮮烈な紅色が網もう膜まくに焼きついた。




　紅色の中心には、ユージーンがいる。彼は村の中央にある、井戸の前に立っていた。

　彼は腕に抱えた何かを、井戸の縁に置いた。一瞬端に留まり、その何かは井戸の底へ滑り落ちていく。アレクに気づき、彼は片手をあげた。




　その掌も、紅く濡れている。




「おぉ、起きたか。流石さすがに勘がいい。全く、手伝ってもらうべきだったか。久しぶりの重労働だ。どちらかというと、私は人を焚たきつけて、好き勝手やるのが好みなのだが」

　疲れたように、ユージーンは首を鳴らした。軽い歩調で、アレクの下へ歩いて来る。

　彼は、躊躇ためらいなくアレクの手を握った。生温かな血潮が、アレクの掌を包む。

「ほら、こっちだ。来てくれたまえ」

　ユージーンは、上機嫌だ。彼は口笛を吹きながら、アレクの手を引く。

　二人は井戸の傍へ歩いて行った。足裏の感触が、硬いものから、血によって溶けた柔らかなものに変わる。むせ返るような鉄てつ錆さびの匂いが、アレクの肺を焼いた。

　ユージーンは井戸を指し示した。嬉しそうに笑う。




「見てくれ。私から君への、祝いの品だ」

　促うながされ、アレクは井戸の底を覗きこんだ。




　くぐもった水音が響いた。井戸の側面は、傷ついた何かが落ちたかのように、血濡れている。紅色は底に行くほど濃さを増した。舞い落ちた白色が、その中に溶けていく。




　井戸には、人間の死体が詰まっていた。




　苦く悶もんの表情が、折れ曲がった腕や足の間から覗いている。隙間なく詰まった死体は、自らの血に浸かっていた。腕や足や髪の毛が絡み合い、巨大な肉塊と化している。

　その上に、美しい女が倒れていた。柔らかに波打つ髪も、聖母のような美貌も、見知った人のものだ。彼女のことは、彼が誰よりもよく知っている。




　血濡れた姿で、彼女は眠るように目を閉じていた。




「……………………………姉、さん？」




　アレクは呆然と呟き、腕を伸ばした。だが、それは届かない。

　セルマはあまりにも遠い場所に、横たわっていた。




「喜んでくれないとは、流石の私でも予想はしている。だが、感想くらい、おっと」

　ユージーンの鼻先を、アレクは殴りつけた。ユージーンは一歩下がり、拳を避よける。

　アレクは無言で追撃した。彼の猛攻を、ユージーンは全て避け、不満げに腕を組む。

「うーん。この反応は予想の範囲内だが。まさか無言で攻撃をしてくるとは、いささかつまらないと思うのだが、どうかね？」

「何故、殺した？」

「そう、それだ。聞かれると思ったことを、聞かれないと戸と惑まどうではないかッ！　いや、これは愛娘がよく使う台詞せりふだった…………いや、そんなに使わないか」

　ユージーンは、悩むように顎を撫でた。

　アレクの足蹴りを躱し、彼は真剣な口調で続ける。

「理由がそんなに必要かね？」

「何を言っている？」

　ユージーンは軽く肩をすくめ、井戸に触れた。縁に残る血を、指で拭う。

「ここに死体がある以上、君は何を言っても、納得などしないだろう？　それならば、聞くだけ無む駄だではないか。私も語るだけ無意味ではないか。なんとも無む益えきだよ」

　ユージーンは、嘆くように首を左右に振った。

　顔面を狙ったアレクの拳を、彼は易やす々やすと受け止める。骨の軋きしむ音が響いた。

「もしも、尤もつともらしい偽ぎ善ぜん的てき要よう因いんでもあげれば、君は納得してくれるのかね？　まぁ、実はいささかやりすぎたとは思っているのだが……いや、前に、愛娘にも怒られてな」

「貴様ァッ！」

「ほら、怒った。君もか、全くッ！　うん、怒った？」

　ユージーンは首を傾げた。彼は後ろに飛とび退すさる。

　彼は首を捻ひねっていたが、何かに納得したかのように、手を打った。




「なんだ、君。ずっと苦しかったのか。なるほどな。心はあるんじゃないか」

「………………なっ」




　アレクは絶句した。彼の反応を無視し、ユージーンは一人で頷いている。

　彼は、子供の思わぬ成長に気づいた親のような、満足げな笑みを見せた。

　喜びを表現するように、彼は両腕を広げる。

「まぁ、心があったとしても、君の存在が人間と異なるのは確かだ。その事実は、私にとっては、実に喜ばしいがね。そうも言っていられないんだよ。種たねは蒔まいてしまった」

　ユージーンは不意に唇を吊つりあげた。

　歪いびつな笑みを浮かべ、彼は血濡れた指で、自身の頰をなぞる。

「君には、もっと化け物になって欲しいんだよ。そのためにも、後は彼らに任せよう」

　彼は身を翻し、駆けだした。獣じみた速度で、森へ消える。アレクの反応は遅れた。言葉の意味がわからず、混乱したまま立ちすくむ。数秒が経過し、漸ようやく呪じゆ縛ばくが解けた。

「待て、ユージーンッ！」




　アレクは彼を追おうと駆けだした。

　その胸を、猟銃の弾丸が貫通する。




　衝撃で肺の一部が吹き飛び、アレクはその場に倒れ伏した。背後から、男達の罵声が響く。彼らは雪を濡らす血に悲鳴をあげた。誰かが井戸を覗いたのか、絶叫が高まる。




　吐と血けつしながら、アレクはある事実に気づいた。彼らは、今、死体を確認した。

　つまり、彼らは血塗れの雪と、アレクを見て、意味も理解せず、撃ったのだ。




「『名前のない化け物グラウエン』、『名前のない化け物グラウエン』、貴様あああああああああああああッ！」




　誰かが叫び、彼の背を踏んだ。二度、三度と至近距離で引き金が引かれる。背骨が折れ、大量の肉が抉られた。激痛に脳を焼かれながら、アレクは痙けい攣れんを続ける。




「セルマ、セルマ………セルマアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」




　ネッドの叫びが響く。アレクは声をだせない。だが、だせたところで、化け物の言い訳は無意味だろう。森へ向かっていたアレクは、逃げかけていたように見えるはずだ。

「なんでだ、なんで、なんでだ、なんでだ、殺してやる、殺してやる何故セルマをッ」

　アレクの肉体は急速に再生し、骨に食い込む弾丸を吐きだした。男の舌打ちと共に、再び猟銃が構えられる。だが、アレクの上にいる男を、ネッドが突き飛ばした。

　彼はアレクに馬乗りになり、泣きながら横顔を殴る。アレクは呆然と考えた。




（何故、井戸に向かわないんだ）




　次の瞬間、見開いたままの目に、ネッドの指が埋まった。

　濡れた音を立て、目は潰れる。偶然だったのか、ネッドは短い悲鳴をあげた。だが、沈黙を挟み、再び残された目に指が埋まる。激痛と共に、世界は暗闇に包まれた。




（何故、お前は姉さんを抱きしめてやらないんだ。あそこは、きっと寒い）




　呆然と、アレクは考え続けた。この人数ならば、セルマを引きあげられるだろう。だが、彼女は井戸の底に残されたままだ。自身の現状について、アレクは特に考えない。

　指先が砕けるが、どうでもよかった。膝ひざ裏うらを撃ち抜かれても、抵抗のしようがない。

　内臓を引きずりだされるが、今更だ。復活した目を抉られても、どうしようもない。




　気がつけば、喉のどから勝手に悲鳴が漏れている。だが、意味などなかった。

　何もかもが、彼には仕方がないことだった。




　痺しびれた脳に、ユージーンの声が蘇る。まるで喜ぶように、彼はアレクに囁いた。




『なんだ、君。ずっと苦しかったのか』

（苦しい？　苦しいんだろうか、私は）




　気の狂いそうな痛みが、絶たえまなく彼を襲う。潰れた目では、もうセルマの死体は見えない。そのことだけが、惜おしかった。空を仰ぎ、大声で泣きたいほどに口くち惜おしい。




（あぁ、そうか───────これが、きっと）




　これがきっと、悲しいということなのだろう。







　次の瞬間、脳が破壊された。吹き飛ばされた顔面は、再び復活する。怯えを含んだ掛け声と共に、斧おのがふり降ろされた。首が切断され、思考が途と切ぎれる。だが、頭部は時間をかけ再生した。人々は恐怖に叫びながら、彼の人間性の象徴である顔を壊し続ける。







　壊され、壊され、記憶は途切れ、全てが崩れ、何も感じなくなりそして。

　そして──────────────。










　目覚めた時、彼は棺ひつぎの中にいた。




[image: 間章　七]







　─────────…………グラン？







　どこですか？







　ねぇ。







　グラン？
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「──────ほら、本当は憎にくく、思うでしょう？」




　暗くら闇やみに、甘い声が響く。『名前のない化け物グラウエン』に、女が語りかけた。だが、彼の胸に憎しみはない。壊されている間に、彼は理解していた。人は化け物を認めはしない。




　それは、仕方がないことだ。彼にはどうしようもないことだった。




「憎いでしょう？　悲しいでしょう？　怨うらみたいでしょう？　私のように」

　女の声は、途と方ほうもなく甘かん美びだ。彼女は、本当は憎いはずだと、彼に囁ささやき続つづける。

　だが、彼には心などないのだ。悲しくも、憎くもない。




　沈黙を続けると、棺ひつぎの蓋ふたが不意に開いた。鮮烈な光が、彼の網もう膜まくを焼く。

　気がつけば、彼は美しい街の中に立っていた。




　木き枠わくに煉れん瓦がや土、漆しつ喰くいを固めて造られた家々は、子供の玩おも具ちやのようだ。整えられた景観は、街の裕福さを示している。冬の祭典の準備か、戸口には木の実形のランタンが飾られていた。街は夜の暗闇に飲まれている。だが、門のほうでは、何かが燃えていた。

　激しい炎が、煌こう々こうと黒い空を焼いている。美しい光景を見て、彼は違和感を覚えた。




　棺が開いた瞬間、目にした光景は、これではない。

　本当はもっと、奇跡のような光景があったはずだ。




　そう考えながらも、彼はふらふらと立ちあがった。大通りを歩き、入口へ向かう。

　入口広場の中心で、時計塔が燃えていた。空に届く巨大な炎はまるで篝かがり火びだ。広場は、炎の塊かたまりに眩まぶしく照らされている。そして、犬に似た異形の影が、時計塔を囲んでいた。

　よく見れば、それは人間だ。彼らは仰向けの状態で、四し肢しを道につけている。

　その手は、煉瓦と一体化していた。腹は丁てい寧ねいに割り開かれている。

　内臓は腐敗しているが、中には、比較的新しい死体もあった。祭りの晩、帰って来たと喝かつ采さいを浴びていた人々だ。彼らは口を縫ぬわれ、一様に絶望の表情を浮かべている。

　瞼まぶたは切り取られ、眼球は干からびていた。最近まで生きていたのか、頰ほおには涙の痕あとがある。それらを見ても、彼の心は動かない。彼は無言で時計塔に近づいた。




　時計塔は、以前、彼が見た物とは異なっている。炎に舐なめられている建物は、六角形ではなく、円柱だ。燃え盛る炎の中では、誰だれかが踊っていた。

　文字盤に設けられた、掃そう除じ夫ふ用の出口の中で、誰かが叫び続けている。




「ねぇ、お兄さんは、あの子は誰だと思う？」




　気がつけば、彼の隣となりに一人の少女が立っていた。

　艶つややかな黒髪の少女が、澄すました顔をしている。




　リズは、彼に微笑ほほえみかけた。いつかの洋裁店でのように、彼も頷うなずく。




「君は人間か？　それとも、『穴蔵の悪魔アリストクライシ』なのか？」

「いいえ、どっちでもないわ。私は、ただの化け物よ」




　少女は首を横に振った。彼女は真まっ直すぐ指を伸ばす。

　炎の中で踊る影を示し、彼女は、弾はずんだ声で言った。







「あの焼かれているのが、私なの」
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　　　＊　　＊　　＊




「この街の『穴蔵の悪魔アリストクライシ』はね、家畜の飼育が趣しゆ味みだったの。彼は数十年前、この地に来て、元の街を飲みこむ、『領地』を展開した。そして、自分の牧場を作りあげたわ」




　物語を朗ろう読どくするように、リズは『穴蔵の悪魔アリストクライシ』の話を始めた。




　彼の『領地』は、人間の街に擬ぎ態たいが可能だ。そして、彼の『賜たまわり物もの』は、時間はかかるが、人間の偽にせ物ものを創りだせる。二つの特色を最大限活かすべく、彼は実験を重ねた。

　一定の条件下において、人間は異常を許容する。それに気づいた彼は、攫さらう相手の選定に、人間の望みを反映させた。そして、年に数人を攫い、偽物を返す仕組みを確立させたのだ。




「病人や怪け我が人にんは、攫った後、健康体である偽物を返す。街の人間が消滅を願った人、『悪人』は返却の必要はない。やがて、『領地』は彼の欲望の影響を受け、条件の通りに選定された人間を『領地』の最奥へ、彼の下へ、一定周期で届けるようになったの」




　街の広場には、選定された人間の末まつ路ろが縫いつけられている。

　腹の傷口は解かい剖ぼう痕こんらしい。『領地』の作成者は、随分と人間に興味があったようだ。




「そして私は、疎うとまれていたから、選定された」

　少女は、険けわしい声で囁いた。彼女の横顔を炎が煌々と照らしだす。

「何な故ぜだ？」

「私は疎まれていたの。私はね、人の記憶が読めたから」

「……………記憶が、読める？」

　少女は小さく頷いた。歌うような声が響く。

「そうだよ！　だから、私はお母さんと街の人に嫌われた。街のおじさんが、昨日女の人と寝たことを、おばさんに話したら怒ったわ。パン屋の小こ銭ぜにをくすねたのは、角かどのメルだって言ったら、色んな人に怒ど鳴なられた。皆、本当だったのに、私はいつも嫌われて」

　彼女は醒さめた目で、時計塔を見上げた。炎の中で、誰かの影は踊り続けている。




「気づいたら私は、化け物になっていた」

　─────だから、焼き殺されたんだ。




　淡々と語り、彼女は踵きびすを返した。灰色の服の裾すそが、翻ひるがえる。

　彼女は広場の隅すみに、歩きだした。そこには、特に丁寧に開かれた女の死体がある。

干からびた顔には、苦く悶もんの痕が刻まれていた。少女は勢いよく、その背を蹴けりあげる。

　内臓だった物が粉ふん砕さいされ、宙に舞った。

「事故を装って、母さんは私を殺そうとしたッ！　家を燃やすのは嫌だから、改築が決まってた時計塔に私を入れて、火を点つけたのよッ！　助けてって叫んでも、誰も来てくれなくて、皆、心配そうな顔をして、私の死を望んでた。だってさ、焼け死ぬ前に、私は消えたもの、火を点けた母さんも一緒にね！　返す必要がない存在としてねッ！」

　唾つばを飛ばし、少女は狂気的に笑いだした。彼は無言で彼女を見つめる。

　彼女の消失は、人々の悪意の結果だった。悪人は消え、帰って来ないのが街の決まりだ。化け物である娘と、彼女を狂的に憎む母親を、疎ましく思っていた人々の本音を『穴蔵の悪魔アリストクライシ』の仕組みは暴あばいた。




　少女は粉砕された死体を踏みにじる。恐らく、それは少女の母親だ。

　彼女の母親は捕らえられ、解剖された。だが、少女は生きている。




「私の会った『穴蔵の悪魔アリストクライシ』は、変な奴やつでさぁ。私が人の記憶が読めるって知ったら、興味をもたれちゃって。それからは、私につきっきり。人間を使って、色々実験をしたり、彼の好物を当てたり、結構、面おも白しろかったわ。毎日、毎日、楽しかったし」

　少女は涙を拭ぬぐった。彼女は道を蹴り、踊るように回りだす。




　死体の欠片かけらが、花弁のように舞った。黒髪を靡なびかせ、少女は回り続ける。

　不意に、背後から足音が聞こえた。彼はゆっくりと振り向く。




　そこに、灰色の服を纏まとった、大人の女性が立っていた。

　少女の気配が消滅する。女性の目は、暗い光を湛たたえていた。




「彼は私に飽あきる様子はなく、私達は共に生きました。けれども、彼はもういません」

「─────いない？」

　尋たずねながら、彼は振り向いた。少女のいた場所には、黒い花弁が散っている。

　再び、向き直ると、女性は緩ゆるやかに頷いた。炎に照らされた目が、紅あかく光る。

「ある日、『穴蔵の悪魔アリストクライシ』は……私のサーシャは、攫った男の反撃にあいました。頭部を潰つぶされては、『穴蔵の悪魔アリストクライシ』の回復できる範囲を超えます。男は私が殺しましたが、サーシャは瀕ひん死しの自分を維い持じする方法として、『領地』との一体化を試こころみました」

　彼は再び辺りを見回す。当然だが、街からの返事はない。

　数多あまたの犠牲者を連れ、街は沈黙していた。

「試みは成功し、彼は自身の望み通り『領地』そのものと化しました。人間達の望みや私の望みを聞き、より自由に変質を遂とげられるようになったのです。『賜り物』も失われず、引き続き、彼は偽物を生みだしました。ですが、そこに明確な意志はありません。刺激に反応して動く、仕掛けのようなもの。彼は私と、話ができなくなりました」

　女性の顔に、暗い絶望が過よぎる。彼女は静かに『領地』を見回した。

　美しい町並みは、彼女の言葉にも応こたえない。

「私は『領地』と彼の仕組みを維持しながら、無気力な暮らしを続けました。攫われた人の腹を裂さき、偽物を返すつまらない日々。ですが、偶然来た『穴蔵の悪魔アリストクライシ』が『領地』を張り、食人鬼が噂うわさになり、そこにあの少女が……ニーナ・ローズが来たのです」

「ニーナ・ローズ」

　彼は呆ぼう然ぜんと繰り返した。その名前には、聞き覚えがある。

　不意に、彼は誰かが心配になった。だが、それが誰かはわからない。銀色の髪と蒼い目を思い出す。だが、彼の姉は、その様な外見ではなかったはずだ。




　──────────■■■

　誰かが、優しい声で彼を呼ぶ。




「彼女は、罠わなを張りたいと言いました。近くの街に滞在している姉が、きっと噂を聞いてやって来るだろう。手を貸して欲しい、と。私は退屈から、協力を選びました。そして、貴方あなたに出会ったのです」

　彼女は再び笑みを浮かべた。腕を伸ばし、彼女は彼の手を握る。

「私に？」

「貴方に」

　女性は微笑んだ。彼女の目の中には、街の人間に向けていた憎ぞう悪おはない。

　彼女は嬉うれしそうに、彼に対する好意の理由を語った。




「貴方は人に迫害された経験を持つ、化け物だったから」




　人に追われた化け物は、二度と人には馴な染じめない。人間とは恐ろしいものだ。

　彼らは決して化け物を認めない。女性は縋すがるように、彼の手を強く握る。




「サーシャと交流はできませんが、『領地』は私の意見に従い、変化します。私は貴方の記憶を再現してみせました。今の貴方にならば、私の孤独が理解できるはずです。けれども、貴方は私と同じになるには、まだ足りない部分がある」

　彼女は靴くつの踵かかとを鳴らした。広場の中央で、死体が一つ崩れ落ちる。煉瓦から解放された男が、仰向けに倒れた。その腹は裂けていない。だが、頰は醜みにくく腫はれている。

　見覚えのある顔に、『名前のない化け物グラウエン』は首を傾かしげた。

「……………………ネッド？」

「ここは、ここは、ど、どこだ？　お、俺おれは？」

「祭りでの様子を見て、私は、貴方の心に怒りがあると確信しました。本当は、憎いのでしょう？　好きにして、構いませんよ？　差しあげます」

　彼女は甘く微笑み、促うながすように手を振った。ネッドは無ぶ様ざまに後ずさる。

　嫌な予感を覚えたのか、彼は視線をさ迷わせた。

「『名前のない化け物グラウエン』……い、いや、アレク。どうする、つもりなんだ？　お、おおお、お前は俺を、ど、どどうするつもりなんだ？　殺したり、しないよな？」

「………………殺す？」

『名前のない化け物グラウエン』は、呆然と呟つぶやいた。ネッドは飛びあがり、道に尻しりもちをつく。

　必死に後ずさり、彼は『名前のない化け物グラウエン』から、離れようとした。

「ち、ちちちちち違う。言葉の綾あやだ。そんな物騒なことを考えるな、な？」

　引ひき攣つった笑みを浮かべ、彼は繰り返した。その顔は、醜く歪ゆがんでいる。

『名前のない化け物グラウエン』の肩に手を這はわせ、女性は甘く囁いた。

「貴方には引き金が必要です。憎悪と殺意を解き放つ引き金が。貴方は憎悪を認めて、人を殺してしまえばいい。その時、私達はやっと、同じ化け物になれます」

「同じ、化け物に………」

『名前のない化け物グラウエン』は呆然と囁いた。それは甘美な誘ゆう惑わくだ。同族が得られるのならば、躊躇ためらう必要などない。化け物は、長く一人きりだったのだ。だが、彼は首を傾げる。

　彼は決して、一人ではなかったはずなのだ。上う手まく記憶を辿たどれないまま、彼は逃げる男を見つめる。頭部に激しい痛みが蘇よみがえり、『名前のない化け物グラウエン』は、拳こぶしを握り締めた。

「人を虐しいたげる側に回れば、もう人の所へは帰れないでしょう。ですが、私は、そんな貴方を迎え入れます。私は話し相手が欲しいのです。これから、私達は二人一緒、ね？」

　目を潰された瞬間の苦しみが、頭を潰された瞬間の衝撃が蘇る。棺の中で過ごした時間が、彼に重く圧のし掛かかった。彼は今更、ある事実に気がつく。




　仕方がない。何もかもが、仕方がない。何故、彼はそう諦あきらめ続つづけたのか。




　迫害も暴力も殺害も。生きたまま埋葬されたことも。

　何もかも仕方がない。心がないのだから、何も想う必要などない。




　そう諦めなければ、生きていることなどできなかった。




　諦めなければ、悲しみに耐えられなかった。憎しみで心が潰れ、怨みで気が狂っただろう。彼は死ねないのだ。どれほど過か酷こくな目にあおうと、生き続けなければならない。




　それならば、生き伸びるためには、心を殺すしかなかった。

　化け物である自分が悪いのだと、そう諦めるしかなかった。




「──────本当は、私は」




『名前のない化け物グラウエン』は、唇くちびるを嚙かみ締しめる。ネッドは顔を歪めた。

『名前のない化け物グラウエン』の表情に何を思ったのか、彼は必死に頭部を腕で庇かばう。

「ひっ、ひぃっ。何を、何をするつもりなんだ？　なにを、なにを、お、俺を殺すのか？　アイツのように、セルマのように殺すのか？　な、なぁ、化け物、ん？」

　臨りん界かいを超えた恐怖が、嘲あざけりに変わった。彼は狂ったように笑いだす。

『名前のない化け物グラウエン』は、その首を摑つかんだ。ネッドは醜い声をあげて暴れる。摑んだ掌てのひらの下では、血管が脈動していた。『名前のない化け物グラウエン』は、掌に力をこめる。

「───────私、は」

　人を意図的に虐げれば、飲みこみ続けた憎しみが溢あふれだすだろう。化け物は、人の下へは戻れなくなる。だが、それでいいはずだった。元から、人の世に彼の居場所はない。脆もろい首を折れば、爽そう快かいな気分になるはずだ。もっと早く、血ち濡ぬれた手を掲かかげ、彼は笑うべきだったのだ。積年の怨みを晴らし、人間を憎めば、心を殺す必要もなくなる。




　化け物は、より化け物らしく、人に害を為なすべきだ。




　だが、憎しみのままに動いては、彼女の傍そばにもいられなくなる。

　もう二度と、一緒に旅をすることなどできないだろう。




『名前のない化け物グラウエン』は、首を傾げた。何を考えたのか、彼は自分で理解ができない。

　彼は空を仰いだ。炎に焼かれた夜空が見える。本来ならば、その向こうに、星の海があるはずだった。彼は呆然と、空を眺ながめ続つづける。その目に、ゆっくりと涙が浮かんだ。




　溢れた涙が、零こぼれ落おちる。彼は急速に、あることを思いだした。




「────────あっ」




　スープが湯ゆ気げをあげている。焚たき火びは煌々と燃え、空には星が散っていた。

　銀の髪が、美しく光る。彼女は顎あごを膝ひざに乗せた。そして、無邪気に微笑む。




　─────なんだか、嬉しくなりますね。




「────────あ、あっ」




　彼は悲鳴のような声をあげた。零れた涙が、首筋を濡らす。

　溢れかけた憎悪の底から、急速に別の感情が顔を出した。それは少女と出会い、得たものだ。奇跡のような一幕を、彼は未いまだに覚えている。




　凍りついた冬の森に、黒い姿が立っていた。肩までの銀髪が、冬の風に揺れている。宝石に似た蒼あおい瞳ひとみが、彼を映した。彼が知る全ての生き物の中で、彼女は最も美しい。




　幾いくつかの言葉を重ねた後、彼女は穏おだやかに微笑んだ。




　────────私はずっと、貴方を探していたのかもしれませんね。

　そして、意味すらわからないその言葉が、心のない彼の全てを決めた。




　彼女がそう言った理由を、彼は未だに知らない。だが、彼女は彼を肯定してくれた。

　肉親を失い、たった一人残された化け物を、彼女だけは必要だと言ってくれたのだ。




　心などないまま、本当はあったそれに、気づかないまま。

　その言葉が、どれほどに嬉しかったことか。




　─────貴方は、今日から、グランと名乗りなさい。

　そして、彼女は、掘りだした化け物に、名前を与えた。




　だから、彼はもう『名前のない化け物』ではなかった。




　グランはゆっくりと手を放す。ネッドを降ろし、顔を背そむけた。

　ネッドは呆然と、グランを見あげる。目を見開き、彼は心から驚いた顔をした。




「お前………………なんで………………」

　グランは涙を流しながら、口を開いた。

　憎悪を、殺意を嚙み殺し、彼は震える声でネッドに告げる。

「─────私は、殺していない」

「……………………………えっ？」

「セルマを、姉を、本当に殺していないんだ」

　ネッドは何かを叫ぼうとして、息を飲んだ。その顔に、激しい困惑が過る。

　彼は、不意に何かに気づいた顔をした。彼は無言で、グランの言葉を嚙み締める。

　グランはリズを振り返った。呆然と立ち尽くす彼女に告げる。

「リズ。彼を、帰してやってくれ」

「許すと、言うのですか？　何故ですか？　貴方は何度も殺されたというのに、何故」

　グランは首を横に振った。涙は止まり、静せい寂じやくが胸を満たしていく。一度殺した心は、容よう易いには戻らない。再び、彼の感情は消えていった。だが、彼は言葉を続ける。

「もう、いい。私は、ここにはいられない」

　リズは顔を歪めた。その背が、急速に縮ちぢむ。野良猫に似た目をした、少女が現れた。

　彼女は拳を握り締め、グランを睨にらんだ。大きな目から涙が零れ落ちる。

「なんで、なんでよぉ。いいじゃない、私だけ、私だけなんてやだよぉ」

　彼女は叫び、駆けだした。グランの足を何度も殴なぐる。彼女は泣きながら訴うつたえた。

「私は憎いよ？　怨んだよ？　殺したよ？　それで、それで一人きりだよぉ」

　グランはそっと手を伸ばした。リズの小さな頭を撫なで、その場に跪ひざまずく。

　黒い瞳と視線を合わせ、彼は、彼女に告げた。

「君には心があった。私にはなかった。それだけだ」

「噓うそでしょう？　本当はあるじゃない。憎いなら、辛つらいなら、殺せばいいじゃない」

「あぁ、そうかもしれない。だが、今の私には彼女がいる」

　リズは拳を止めた。彼女は強く彼を睨む。グランは首を横に振り、言葉を続けた。

「すまない。私は、彼女の下へ行く。行かなければならない」

　彼はリズの憎悪を否定しない。だが、彼女の誘いを拒絶した。

　リズはグランの顔を見つめる。そこに、何を読み取ったのか、彼女は膝を抱えた。その背が伸び、大人の女性の姿に変わる。彼女は泣きながら、笑いを孕はらんだ声で囁いた。




「いいでしょう……行けばいい……貴方の場所に行きなさい。もう、知りません」




　彼女の居場所は、ここにしかない。

　彼の居場所は、ここではなかった。







　だから、彼は言葉を続ける。







「エリーゼの下へ」




　　　＊　　＊　　＊




　暗闇の中、エリーゼは唄うたを歌っていた。

　血濡れた自身の体を抱きながら、彼女は高い声を紡つむぐ。




「寂さびしがりやのニーナ・ローズ。今日も一人で泣いている。悲しがりやのニーナ・ローズ。明日も一人で泣いている」




　彼女の腕の中に、既すでに少女の死体はなかった。

　ノーマの死体は、『領地』の崩壊と共に消滅している。エリーゼは、『領地』の間かん隙げきにあたる、闇に覆われた空間に取り残されていた。長時間この場所にいては、気が狂いかねない。だが、彼女は虚こ空くうを眺め、歌い続けていた。




「落とした涙は、朝露で。長く続けば雨のよう。降り続ければ、海になる。熊くまと兎うさぎがやって来て。豚ぶたと家鴨あひるもやって来て。鼠ねずみがチューチュー慰なぐさめて」




　エリーゼの記憶の中で、ノーマが口を開いた。彼女は最後の言葉を吐きだす。

　──────私は、もう、寂しく、ない、よ？




「彼女はようやく…………ッ……………あっ………………あっ……………」




　唄は止まった。エリーゼは苦痛を耐えるかのように、腕を搔かき毟むしる。

　ノーマの言葉は噓だと、彼女は知っていた。一度の再会で、長年の苦痛と孤独が、なくなるなどありえない。だが、悔くやんでも時は戻らなかった。

　それを知りながら、彼女は暗闇にノーマの姿を思い描く。




「…………………………………ノーマ」




　幼い頃の姿に、凄せい惨さんな死しに際ぎわが重なった。彼女は幾度も、ノーマの最さい期ごを思い返す。

　ノーマの唇の動きに、エリーゼは不意に気がついた。血を吐く寸前、彼女は何かを伝えようとしていたらしい。エリーゼは自身の見た光景を、目の前に繰り返す。ノーマは吐と血けつしながら、唇を動かした。声にならなかった言葉の続きが、漸ようやくエリーゼに届く。




　─────だから、




　ノーマは血を吐きながら微笑んだ。銃じゆうを握らせ、元気でと言った父のように。




　─────エリーゼも、寂しく、ありませんように。




「………………………っ、あっ」

　涙が頰を零れ落ちた。エリーゼは虚空から剣を摑みだす。

　何もない地面に、彼女は剣を突き立てた。黒い闇が、地面から血のように溢れだす。

「ユー、ジーンッ！　殺してやる。殺してやる、私は、お前をッ、絶対にッ！」

　絶叫し、彼女は幾度も剣を抜いては、突き刺した。だが、不意に声は途切れる。

　ノーマは、エリーゼが孤独でないようにと祈ってくれた。だが、彼女の祈りが届くことは二度とない。エリーゼは一人きりだ。血濡れた彼女の傍かたわらには、誰もいない。

「……………私は……………一体、どうすれば………………」

　傷ついた蒼い目が、闇に覆われた虚空を映した。今すぐ立ちあがり、ユージーンを捜しに行くべきだ。そうわかってはいるが、肉体は彼女を裏切る。

　彼女は傷つき、疲れ果てていた。最後の家族を失い、一人きりになった心は潰れかけている。目を閉じかけ、エリーゼは不意に何かを思いだした。




　ノーマの『領地』が崩壊する際、彼女は誰かの名を呼んだ。

　溺おぼれる者が無意識に縋るように、誰かの名前を繰り返した。







　孤独な復ふく讐しゆうの旅の中、巡り合った誰かを。







　それは、一体誰だったのか。思いだそうとした時、声が聞こえた。







　─────────…………エリーゼ？







　どこにいる？







　エリーゼ？







「…………………………………グラン？」




　彼女は呟き、立ちあがった。傷ついた足を引きずり、歩きだす。

　一歩、一歩、彼女は前へ進んだ。膝が崩れかけるが、歯を食いしばり、足を進める。

　やがて、空間が色づき始めた。彼女は『領地』の間隙を抜け、美しい街へ辿り着く。夜の中に、見慣れた街道が伸びていた。霞かすむ視界に、駆け寄る誰かの姿が映る。




　次の瞬間、体力が尽きた。彼女は目を閉じ、前へ倒れる。







　その体を、誰かが抱きとめた。彼女は蒼い目を開く。

　こうして、二匹の化け物は、再び巡り合った。




　　　＊　　＊　　＊




　グランは、エリーゼを強く抱き締めた。




　彼女には、足以外の外傷はない。だが、外がい套とうを失った体は血濡れていた。蒼い目には涙の痕がある。何かがあったのは明白だ。それでも、彼女は生きていた。

「─────よく、無事で」

　グランは低く囁いた。エリーゼは首を横に振る。

　息を整え、彼女は懺ざん悔げをするように吐きだした。

「妹が、死にました。彼女は、私のせいで死んだ」

「エリーゼ？」

　エリーゼは唇を嚙み締めた。顔に再び憎悪を宿らせ、彼女は拳を握り締める。

　麻ま痺ひしていた感情が復活した。彼女は、憎悪の詰まった声で叫びだす。

「殺してやる。妹を殺した者を、父を殺した者を、母を殺した者を、私は、絶対に」

　銀髪を振り乱し、エリーゼは顔をあげた。蒼い目が、狂ったように辺りを映す。

　尋じん常じような様子ではなかった。グランがその肩を摑んでも、エリーゼは止まらない。

「この街の『穴蔵の悪魔アリストクライシ』は、どこですか？　生かしてはおけません。殺して、今すぐ殺して、次の街に行かなくては」

「エリーゼ」

「急がなくては、グラン。時間がありません。あの男は今も」

「エリーゼッ！」

　彼に叱しつ咤たされ、エリーゼは目を見開いた。凍りついたように、動きを止める。

　彼女はゆっくりと手をあげた。グランの頰を撫で、小さく呟く。

「…………グラン。貴方は、今、怒りましたか？」

「怒ってはいない」

「でも、今、貴方は」

　グランは、その言葉に応えなかった。代わりに、彼女の顔を覗のぞきこむ。

　彼は、苛か烈れつな光を湛えた瞳を見つめた。

「君は、今、何よりも『悲しい』はずだ」

「………………涙は、もう流しましたよ」

「そうかもしれない。だが、君は、まだ心の底から憎むには早い」

　エリーゼは、憎悪を湛えた目でグランを睨んだ。彼女は拳を握り締める。

　グランは、それでも目を逸そらさない。低い声で、彼は先を続けた。

「家族が死んだのならば、泣けるだけ、泣けばいい。憎しみは、後から強さを増す。今はまだ、悲しむべきだ。私には………」

　私には、それができなかった。そう、彼は言葉を飲みこんだ。

　エリーゼは、苛烈な瞳を崩さない。だが、彼女は不意に、全身から力を抜いた。グランは再び、彼女を受けとめる。エリーゼは、涙の滲にじむ声で囁いた。

「………………グラン、私は、とても疲れました」

「あぁ」

「……………私なんて、死んでしまえばよかった」

「それは、私が困る」

「……………困るのですか？」

「切実に」

　グランは真剣に頷いた。エリーゼは微かに笑い、目を閉じる。

　溢れた涙が、頰を伝い落ちた。グランは無言で、彼女の疲れきった体を支える。




　二人の化け物は、寄り添いあったまま、動かない。




　突然、街が揺れだした。煉瓦が浮きあがり、空中で静止する。次の瞬間、煉瓦は鋭い音と共に罅ひび割われ、粉になった。建物の壁が一枚の巨大な絵のように剝はがれ落おち、道の上に積み重なる。『領地』全体が崩壊を始めた。エリーゼは辺りを見回し、目を見開く。




「『領地』が崩壊？　何故？」

「『穴蔵の悪魔アリストクライシ』が、死んだんだろう」

「何故ですか、何故、死んだのです？」




　エリーゼは困惑しながら、叫んだ。グランは空中を見つめる。

　その目に、深い悲しみが過った。だが、それはすぐに消えていく。







　次の瞬間、空が割れた。夜空が黒い花弁に変わり、雨のように舞い落ちる。

　数千を超える欠片の中、彼は淡々と囁いた。







「何故、だろうな？」







　彼は強く彼女を抱き締めた。『領地』は降り積もる花弁に埋もれていく。

　そして、二人は崩壊に飲みこまれた。




[image: 間章　八]







　街奥の小汚い一軒家が、彼女の城だった。




　街の崩壊が続く中、彼女は子供部屋の椅い子すに座っている。

　窓には釘くぎが打ちつけられ、寝台には血が滲にじんでいた。全て、彼女のかつての部屋を忠実に再現した結果だ。部屋は子供時代の苦痛に満ちている。だが、彼女はこの部屋が気に入っていた。




　どれほどおぞましい思い出があろうと、幼い時を過ごした部屋は、純粋に愛いとおしい。

　艶つややかな黒髪を搔かきあげ、彼女は室内を見回した。足を組むと、灰色の服が捲めくれる。




　子供部屋の壁には、おかしな染しみがあった。




　まるで男が壁に塗りこめられているかのようだ。愛あい嬌きようのある顔をした男の胸には、ナイフが突き刺さっている。刃からは、血が流れ落ちていた。




　彼女がナイフを突き立てた瞬間から、『領地』は崩壊を始めている。

　壁の中に溶けた『穴蔵の悪魔アリストクライシ』は、死んでいた。




「だってさ。もう駄目なんだもの。私には戦う術すべなんてないし、彼は味方になってくれないって言うし。貴方あなたを他の人に殺されたくないし、もう仕方がないわよねぇ？」




　吞のん気きに呟つぶやき、彼女はぶらぶらと足を揺らした。部屋には、元はなかった家具が追加されている。立派な机と、二脚の椅子だ。机の上には、萎しおれた花も飾られていた。




「やだぁ、妬やいてるの？　別に、浮気じゃないってば。私、ちゃんとずーっと、ここに一人でいたんだから、話し相手くらい、欲しがったっていいでしょう？」




　彼女は唇くちびるを尖とがらせ、男に訴うつたえた。彼女は明るく、虚むなしい一人芝居を続ける。

　男が『領地』と一体化して以来、彼女は延えん々えんと一人遊びを続けてきた。人への怨うらみを忘れれば、全てを捨てて、出て行けたかもしれない。だが、彼女に後悔はなかった。




　この部屋が、彼女は嫌いではなかった。男との生活は、好きだった。

　人に対して残ざん虐ぎやくな化け物との生活は、楽しかった。




　この机を用意したのも彼だ。二脚の椅子を並べ、花を飾ったのも彼だった。




　かつて彼女にも、おかしな男と、夫婦じみた生活を送った日があったのだ。




「そうよ。憎んで怨んで呪のろって…………化け物を愛して、何がいけなかったの？」




　幼い頃のように乱暴な口調で言い捨て、彼女はナイフを握る。

　男に笑いかけ、彼女は刃を首に滑らせた。紅あか色いろが壁を舐なめ、彼女は男の傍かたわらに倒れる。







　世界は崩れていく。彼女が愛した部屋も、端から羽に変わり、散った。

　後には、何も残らない。彼女の死も、人は知らない。







　それでも、『名前のない化け物グラウエン』だけは、きっと知っている。





[image: 第九章]








　二人は黒の中を流され、最終的に空間に拒絶された。




　生きている人間は、崩壊した『領地』から外に出される。エリーゼとグランも、冷たい地面に投げ落とされた。夜空には満月が浮かび、辺りには廃はい墟きよが広がっている。




　グランは、その中心に座っていた。エリーゼを抱え、彼は辺りを見回す。




　朽くちた石材や煉れん瓦がが、なだらかな丘の頂上に重なっていた。背後には黒々とした森が聳そびえ、工場跡が広がっている。色いろ褪あせた灰色の光景には、薄うつすらと雪が積もっていた。

　街の人間は、崩壊した家屋の上に投げだされている。彼らは意識を失ったままだ。

　エリーゼも目を閉じていた。月光に照らされた世界を、グランは一人で見回す。丘の上には、壁と門だけが残されていた。本来の街は、遠い昔に滅びていたのだろう。

　地面に細い影が伸びる。彼の前に、一人の青年が姿を見せた。尾のように括くくられた髪が跳はね、榛はしばみ色いろの瞳ひとみが光る。彼はグランを見降ろし、微笑ほほえんだ。




「やぁ、こんにちはぁ。いい夜だねぇ」

「……………………………ケンジーか」




　ケンジーは、ひらひらと手を振った。街の変へん貌ぼうにも、彼は動揺する様子はない。

　彼は相変わらず、飄ひよう々ひようとした口調で言った。

「お疲れ様ぁ。おかげで、僕の調査も完全に終了だよ。ネッドを生かして帰してくれて、ありがとうねぇ。アレは、僕が君の噂うわさを聞いて、慌あわてて確保した男なんだぁ」

　ケンジーの視線の先を追うと、ネッドが倒れていた。無事、彼も吐きだされたらしい。

　ケンジーは軽く肩をすくめ、淡々と話を続けた。

「僕はね、君達がいずれ訪れそうな街に、調査を兼かねて住んでたんだぁ。で、隣となりの街に職を与えて、アレを置いておいたの。逮捕された後も、こっそり牢からだしてナイフを与えたりね。でも、死ぬと流石さすがに寝覚めが悪いよね。僕は人間の味方だからさぁ」

　彼は誇らしげに胸を張った。その顔に、相変わらず悪意はない。

　グランは特に反応をしなかった。エリーゼが傷ついている今、戦うことは得策ではない。彼は無言で、ケンジーの様子を観察する。ケンジーは言葉を止め、片手をあげた。

「それじゃぁ、最後に確認するねぇ」

「何を、だ」

　グランは眉まゆをひそめる。ケンジーは、飛びきりの笑顔を浮かべた。

　彼は両腕を広げ、深く息を吸いこんだ。朗ろう々ろうと声を響かせる。




「君は、これからなんの為ために生きるの？」




　奇妙な問いかけが響いた。抽象的かつ、意味が理解し難がたい。グランは無言を返した。

　ケンジーは肩をすくめる。奇妙に抑よく揚ようを欠いた声が、連なった。

「あのね、君は自身の希少性に気づいていないんだよ。君は『穴蔵の悪魔アリストクライシ』に対抗できる、別種の化け物だ。君は今、その子と組み、計はからずも『穴蔵の悪魔アリストクライシ』と敵対関係にある。でも、君が人間の方を憎むようになったら、僕らも考える必要があるんだ…………だからこそ、僕は君を過去と対たい峙じさせ、その反応を確かめさせてもらった」

　榛色の瞳が、鏡のようにグランを映す。彼の顔は、別人のように醒さめていた。

　グランは、思わず口を開く。

「ケンジー、お前は何者だ？」

「化け物の研究者かな。とある組織の手先、的なものとも言えるね。とにかく、僕は確かめなくちゃいけない。ねぇ、答えてよ。理り不ふ尽じんにぶつかられても、強い憎悪に巡り合っても、人を憎まなかった『名前のない化け物グラウエン』お願いだ」




　────────君は、これからどう生きる？

　祈るような口調で、彼は尋たずねた。グランは、迷いなく口を開く。







「エリーゼの為に」







　ただ一言、彼は応こたえた。重い沈黙が広がる。ケンジーは強こわ張ばった顔を崩さない。だが、ゆっくりと口元を緩ゆるめた。彼は首を横に振り、肩を竦すくめる。

「んー、………流動的な答えだなぁ。困っちゃうよ、もぉ。まぁいいや。祭りの一件は見たよ。けれども、『穴蔵の悪魔アリストクライシ』に手ずから引きずり込まれながら、ネッドはこうして生きて帰ってきた。君は過度の抑よく圧あつに晒さらされても、人の敵にはならなかったらしい」

　ケンジーはひらりと手を振った。跳ねるような足取りで、歩き出す。

「それじゃあ、僕は行くよ。また会おうねぇ」

　飄々と遠ざかる背中を、グランは呼び止めなかった。彼は去って行く背中を睨にらむ。

　ケンジーは姿を消した。ほどなくして、エリーゼは目を開く。

「……………ん、グラ、ン？」

「傷は大丈夫か、エリーゼ」

　彼は淡々と尋ねた。エリーゼは呆ぼう然ぜんと空を見あげる。

　蒼あおい目に、白い月が映った。彼女は、半なかば眠っているような口調で囁ささやく。

「ここは、『領地』の外なのですね。無事に……………ッ！」

　彼女は廃墟に視線を移し、息を飲んだ。街は本来の姿に戻っている。『穴蔵の悪魔アリストクライシ』から、住人は解放された。だが、失われたものは、あまりにも大きすぎる。

　彼女は立ちあがった。エリーゼの足の傷は、人を超える速度で塞ふさがりかけている。

　街の人間は眠ったままだ。エリーゼは、呆然と前へ一歩歩いた。彼女は顔を伏せる。だが、何かを振り払うように歩き始めた。グランもその後ろに続く。

　その時、困惑した声が響いた。

「どこ、だ……ここは？　街は、街はどこに行っちまったんだ？　ローラは、ローラはどこだ？　おい、ローラ？」

　禿はげ頭あたまの男が呼ぶ声に、応える人間はいない。ローラとは、彼の妻の名前だろう。

　彼女も一度『消えた』人間だ。街を支配していた『穴蔵の悪魔アリストクライシ』の死亡と同時に、彼女も消滅している。街の人間は、次々に目を覚まし始めた。

　足を速める二人の背中に、男は叫ぶ。

「なぁ、アンタら、なにしたんだよ。答えろよ、おいッ！」

　二人は立ち止まった。他の人間は、恐怖に満ちた顔を見合わせる。禿げ頭の男が、彼らの困惑を代だい弁べんしていた。エリーゼは拳こぶしを握り締める。彼女は顔をあげ、語りだした。

「これが、この街の本当の姿です。本来、ここには長く何もなかった。貴方あなたがたは街に飼われ、定期的に仲間を殺されていた……それを、私達は壊しました」

　エリーゼは人々を見回した。残忍な死と隣り合わせだったとは言え、彼らの幸福を、二人が壊したことは事実だ。彼女は目を閉じ、開く。臆おくすることなく、言い放った。

「弁明はしません。貴方がたは解放されました………どうか、強く生きなさい」

「なんだよなんだ、でたらめを言うなあッ！　ローラは、ローラはどこだ？　わけがわかんねぇよ、わけが、おいッ、待てよ、おいッ………なぁ、おい、待ってくれよッ！」

　困惑した子供のような声が響く。エリーゼはそれを振り払い、歩みを再開した。

　二人は廃墟を抜けかける。その足に、誰だれかの指が絡からみついた。破れたショールを巻まいた女性が、エリーゼに縋すがる。彼女は顔を歪ゆがめ、必死に訴うつたえた。

「返して……私の子を、返して………」

　エリーゼは目を見開いた。彼女は祭りの最中、エリーゼが殺した子供の親だ。

　泣きながら彼女は懇こん願がんする。グランは首を横に振った。

「すまないが」

「…………お願い、お願いよ。返してぇ」

　母親は顔を伏せて泣く。エリーゼは唇くちびるを嚙かみ締しめた。彼女が殺したのは偽にせ物ものだ。

　母親の本当の子供は、『穴蔵の悪魔アリストクライシ』に攫さらわれ、凄せい惨さんな死を遂とげている。だが、エリーゼは、言葉を続けようとしたグランを手で制した。事実を伏せ、口を開く。

「復ふく讐しゆうをしたいのならば、来ればいい。それは貴方の、生きる糧かてになるでしょう」

　そのまま、彼女は歩きだした。人々は騒ぎだし、動かない体でもがき始める。

　彼女は、今度こそ振り返らない。最後に、か細い声が二人を追いかけた。

「な、なぁ、アレク…………お前……………」




　何かを問う声に、グランは振り向かない。『穴蔵の悪魔アリストクライシ』は死に、街は亡びた。

　もう彼らが街に留まる理由はない。







　壊れた物も、壊した物も、戻りはしない。

　彼らはそのまま、街を後にした。




　　　＊　　＊　　＊




「エリーゼ、話したいことがある」

「私も、貴方に話さなくてはならないことがあります」




　街を出ると同時に、彼らは口を開いた。




　彼の過去を、彼女は知らない。彼女の妹のことを、彼は知らない。

　それは互いに語る必要があった。だが、今はそれ以上口にせず、二人は丘を降りる。

　街の人々は、二人を憎むだろう。なるべく早く、街から離れなければならなかった。




　下の農場は、まだ存在するはずだ。そこで馬を借りるため、二人は無言で夜を走る。

　月に照らされた丘は、沈黙の中に沈んでいた。どこからか、風で舞い上げられた雪が流れる。エリーゼの頰ほおに、一片の白色が落ちた。







　それは涙のように溶け、やがて消えた。
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　白い雪が、世界を覆おおっている。深い森は、見渡す限り、雪に包まれていた。




　冷えた空気は肺を焼き、指先を死者のように凍らせる。

　彼女は無言で、土を掘り続けていた。規則正しい音が響き、傷口に似た黒い痕あとが、雪の上に刻まれる。彼女は一度手を止めた。深く息を吐き、灰色の空を見あげる。




　立派な樅もみの木が、垂直に空へ伸びていた。朽くちた墓ぼ地ちに、人が訪れた形跡はない。

　地面に残された墓標は、幾いくつかが朽ちていた。その中に、彼女一人が立っている。舞い落ちた雪が、目に入りかけ、彼女は顔を背そむけた。墓に向き合い、小さく唇くちびるを歪ゆがめる。




（一体、私は何をしているのだろう）




　そう、彼女は自じ嘲ちようした。ある男の消息を求め、彼女は墓を暴あばいている。

　厚く積もった雪の下には、化け物が埋葬されているはずだった。




　墓の下には、人を虐ぎやく殺さつした化け物が埋められている。近隣の村で、彼女はその話を聞いた。だが、棺ひつぎの中に、あの男はいないだろう。彼が人間に捕らえられるとは思えない。

　墓を暴く意味は薄かった。だが、彼女は再び土を掘り進める。雪を削けずり、土を抉えぐり、棺を探した。土を掘る音は耳に優しい。単純な作業は、心を鎮しずめる役には立った。

　空から雪が舞い落ち、銀髪に降り積もる。結晶が頰ほおを滑すべり、溶けていった。




　───────ザクッ、ザクッ、ザクッ、ザクッ




　無表情のまま、彼女はスコップを振るった。その刃先が、遂ついに棺にあたる。




　───────ザクッ、ガッ




　長い時間をかけ、彼女は土を取とり除のぞいた。スコップの刃先を、蓋ふたにねじこむ。

　限界まで力をこめると、蓋は軋きしみをあげ、開いた。内部の暗くら闇やみが、露あらわになる。

　中には、一人の男が横たわっていた。彼は目を開き、震える体を起こす。光に怯おびえるかのように、彼は一度目を閉じ、開いた。




　紅あかに近い茶色の目が、世界を映す。彼は目を見開き、辺りを見回した。




　間の抜けた顔で、彼は一面の白に染まった森を眺ながめる。少女は、失望を覚えた。

　捜していた男と、彼は似ても似つかない。その震える目は、ただの人間の物だ。




　彼女は無理やり激情を鎮めた。哀あわれな生き物に、冷たい眼まな差ざしを注そそぐ。

　男は不意に、彼女を見た。彼は凍りついたように、動きを止める。




　茶色の目に、何な故ぜか涙が溢あふれた。彼の表情の意味が、彼女には理解できない。

　尊とうとい者を見たかのような。美しい者を見たかのような。そんな表情だ。




「驚きましたよ。生きているのですね、人間」




　戸と惑まどいを覚え、彼女は声をかけた。男は顔を凍らせる。

　彼は不意に口を開き、迷いのない声で断言した。




「─────私は、人間ではない」




　突然の訴うつたえにも、彼女は動揺しなかった。何を言っているのかと思いながら、彼女は唇を歪める。肩をすくめ、淡々と言葉を続けた。

「これは、これは、意外ですね、人間？　確かに、私は貴方あなたを化け物と聞き、掘りだしました。人を襲い、殺し、埋められた化け物の噂うわさを確かめるため、墓を暴いたのです。だが、中にいた貴方は、残念ながら人間でした」

　彼女の胸に、嘲あざけりの感情が湧わいた。少女から見れば、彼は人間でしかない。

　衰すい弱じやくした姿は、彼女の知る化け物と大きく異なった。男は本物の化け物を知らない。




　そして、化け物と戦っているのは、この世で彼女だけだった。




「私は、本物の化け物を知っています。それは、もっと忌いまわしいものなのですよ。それと貴方は違う。それでも貴方は、自分は化け物だと主張するのですか？」




　彼は口を閉じ、虚こ空くうを仰いだ。さ迷う眼差しは、何かを思い出そうとしているかのようだ。やがて、その口から、静かな声が溢れだした。




「私は化け物だ。人の中にあって尚なお、化け物だった。だから、私はある唄うたの通りに、埋められたのだ。殺せない化け物を、人々は墓に戻した。私は知っている。私は………」

　男は憑つかれたように繰り返す。そして、彼は名乗った。




「私は、『名前のない化け物グラウエン』だ」




　それは、伝説上の化け物の名前だ。遠い昔、彼女もその名を聞いたことがある。

　南方を旅していた頃のことだ。『穴蔵の悪魔アリストクライシ』とは別の化け物の存在を、彼女は胸を高鳴らせて聞いた。だが、そんなものは存在しない。




　人と『穴蔵の悪魔アリストクライシ』しか、この世にはいないはずだ。

　彼の名乗りを聞き、少女は唇を歪めた。透明な声で、唄を歌う。




「『名前のない化け物グラウエン』、『名前のない化け物グラウエン』、お家がない……それは、伝説上の化け物ですよ、人間？　貴方は、自分の言葉の意味が、わかっているのですか？」

「知っている。だが、私は『名前のない化け物グラウエン』だ。だから、埋められた」

　彼は口を閉じた。再び沈黙が落ちる。彼と彼女は、無言で向かい合った。

　空から降り注ぐ雪が、風に煽あおられ、細かく砕くだけた。銀髪に、砂さ塵じんに似た白色が降りかかる。その冷たさを感じながら、少女は目を伏せた。

「───そうですか、貴方は自身を、化け物だと言う」

　彼女は囁ささやいた。自分の声が震えていないか、彼女は不安に思う。目の前の男は、彼女には人間にしか見えない。だが、彼は化け物だと名乗り、人ではないと断言した。




　彼女は長く孤独だった。母は死に、父をこの手で殺し、妹には二度と会えない。

　強い決意があろうとも心は潰つぶれる。彼女は人にも『穴蔵の悪魔アリストクライシ』にも寄り添えない。




　復ふく讐しゆうを続ける彼女の居場所は、どこにもなかった。




　少女は凍った雪を踏み、彼に近づく。顔を伏せたまま、彼女は低い声で続けた。

「────人ではないと語る。それならば」

　彼女は足を止め、顔をあげた。ゆっくりと、笑みを浮かべる。何故か、男は息を飲んだ。だが、拒きよ絶ぜつする様子はない。彼女の胸を、緩ゆるやかな安あん堵どが満たす。




　彼女の表情は、かつて家族に向けた笑顔に似ていた。

　逃亡を続ける日々の中で、共にいることのできた相手に向けた表情だ。




　ただひたすらに優しく、自分でも知らないうちに、喜びを唇に宿し、彼女は囁く。







「─────私はずっと、貴方を探していたのかもしれませんね」







『穴蔵の悪魔アリストクライシ』とは、別の化け物を。

　孤独な日々の中、寄り添えるかもしれない相手を。







　彼女は手袋を外す。そして、迷いなく白い手を差しだした。

　彼は震える手で、彼女の手を握る。
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　彼の手は、冷たく、手首に縫ぬい目めがあった。







　そして、誰だれかもわからない彼の存在が。

　一人だった彼女の、全てを変えた。










　二人の化け物はこうして出会い。

　今でも彼らは、共にいる。
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　それは、名前のない化け物に、名前がついた、その夜のことだ。




　空を埋める星達は、刻一刻と緩ゆるやかに配置を変えていく。それは、殆ほとんど気づけない程度の変化だが、夜よ闇やみの中を無数の光が移動する様は、水に流される砂粒を連想させた。

　頭上に広がる空は、静せい謐ひつでありながら賑にぎやかだ。不意の流星が目の前を横切る。眩まぶしく輝く星は、揺れる火の様に存在を主張していた。美しい饗きよう宴えんを映し、蒼あおい目が瞬またたく。




「美しい夜空ですね、グラン」

「君がそう言うのならば、そうなのだろう」




　エリーゼの言葉に、グランは淡々と応こたえた。

　二人は横たわったまま、夜空を眺ながめている。




　地面に毛布を敷き、二人は幾いく重えにも体も包んでいた。剝むきだしの地面は固いが、一晩眠る分には、支し障しようない。廃はい墟きよの壁は大きく崩くずれているが、風かぜ除よけとしては優秀だった。

　焚たき火びは既すでに消してある。屋根の穴から差しこむ光が、丸く白い円を生んでいた。星が流れる音すら聞こえてきそうな、冴さえた夜が広がっている。グランは不意に呟つぶやいた。

「……………慣れないな」

「何がですか、グラン？」

「私には、今まで名はなかった。そのはずだ。だから………」

「グランと呼ばれることに、慣れない、と？」

　彼女の言葉に、グランは無言で頷うなずいた。エリーゼはもぞもぞと体を動かす。

　彼女は枕元に手を伸ばした。そこには、陶とう磁じ器きのポットが置かれている。白はく磁じの表面には、花の模様が描かれていた。草の間にそれが埋まった光景は、奇妙な上に滑こつ稽けいだ。

　彼女は取っ手を摑つかみ、乱暴に傾かたむけた。隣となりに並ぶ器の中に、渋しぶ味みの強い茶が注そそがれる。

　食後作った茶の余あまりを、エリーゼは捨てずに取ってあった。既に冷さめているが、迷わず器を傾ける。冷たい茶を一口飲み、彼女は再び毛布に潜もぐった。そのまま顔を埋める。

　しばらく考え、彼女は口を開いた。

「急いで慣れる必要などありませんよ。名前とは、本人の心の中で、定まって初めて、意味を持つものです。きっとすぐに慣れるのではないかとは思いますがね………ふむ」

「──────どうかしたのか？」

「いえ、何でもありませんよ。ただ、先程も言った通りです。私は二人だけの名があることを…………なんだか嬉うれしく思いましたがね」

　エリーゼは小さく溜ため息いきを吐ついた。彼女は、顔半分を毛布に埋める。沈黙が流れた。

　グランは僅わずかに首を傾かしげる。流石さすがに空気の変化を感じ取り、彼は顔を横に向けた。

「エリーゼ」

「…………………………拗すねてなどいませんが？」

「まだ何も言ってないが、君は拗ねていたのか？」

「貴方あなたに空気を読むことは、期待していませんがね。ええ、期待などしていませんが。人の失言を一瞬にして受け留めるのは、止やめてくれませんかね貴様」

　再び沈黙が落ちた。先程より、それは重さを増した気がする。

　グランは逆側に首を傾げた。彼は夜空を見あげ、考えを巡らせる。

　二人だけの名前、と彼女は言った。自身につけられた名を、彼は心の中で囁ささやく。

（─────────グラン）

　その響きにはまだ馴な染じめない。まるで、他人の名のようだ。だが、これは彼自身の名前だった。名前のない化け物に、少女は名前をつけたのだ。彼は幾度も繰り返す。




（───────────グラン、グラン、グラン…………私は）




　そこで、彼は目を閉じた。少女の持つ、二つの名前を思い出す。

　エリーゼ・ベロー。そして、エレイン・フォン・アリストクライシ。




　不意に、銃じゆうを持つ、少女の横顔が脳のう裏りに浮かんだ。

　その厳しい顔と周囲に広がる凄せい惨さんな光景を、彼は瞼まぶたの裏に思い描く。




　以前侵入した『領地』での出来事が、自然と目の前に繰り広げられた。




　彼女の前には、両手を紅あかい血で染めた男が、立っている。

　その傍かたわらには、腹を縦に裂さかれた女性が横たわっていた。




　白い寝台に、鮮烈な血けつ痕こんが散っている。内臓を引きずり出された腹は、無む残ざんな傷口を晒さらしていた。だが、その顔は、何な故ぜか傷一つなく、美しいまま残されている。




　長い金髪は首にかけられ、目は安らかに閉じられていた。

　白い肌は、生きている女の物よりも、美しくすら見える。




　大きく溜息を吐き、『穴蔵の悪魔アリストクライシ』の男は振り向いた。鷲わし鼻ばなの目立つ、神経質そうな顔が、エリーゼを見る。彼は眼鏡めがねを押し上げかけ、手を止めた。掌てのひらを清せい潔けつな布で拭ぬぐう。

「どうしましたか、エレイン？　『始まりの領地』を抜け出して、一体、私の『領地』に何の用だと？　不ぶ躾しつけな訪問は、淑しゆく女じよとは言いかねますよ？」




　耳に心ここ地ち好よい、穏やかな声が響いた。男は、ゆっくりと眼鏡を外す。

　同時に、銃声が鳴り響いた。男の眼がん孔こうを、弾丸は狙ねらい違たがわず、貫く。




　一瞬、男は派手に仰のけ反ぞった。だが、ゆっくりと姿勢を戻す。

　その眼孔には、紅い義眼が嵌はめられていた。弾丸が埋まった義眼は、ぐるぐると忙せわしなく動き回っている。やがて、煙けむりと共に弾丸は排出された。




　彼は醜みにくく顔を歪ゆがめ、吐き捨てる。

「──────何をする、小娘が」




　無言で、エリーゼは左手を掲かかげた。その掌に、拳銃が落ちる。

　彼女は二丁の銃を次々と発砲した。最小限の動きで、男はそれを躱かわす。その目は完全に弾丸の軌道を捉とらえていた。卓たく越えつした動体視力と身体能力で、男は弾丸を避けていく。

　よく見れば、その足は同じ位置から動いてすらいない。それを見て、エリーゼは目を細めた。彼女は寝台に横たわる女に視線を移す。次の瞬間、銃口の対象を切り替えた。




　美しい女の死に顔に対し、発砲する。

「なッ！」




　男が咄とつ嗟さに差し出した掌を、銃弾は貫通した。そのまま、銃弾は女の顔に穴を穿うがつ。

　無残に破壊された顔に触れ、男は悲鳴を上げた。砕くだけた頰ほお骨ぼねに指を入れ、絶叫する。

「あっ…………ああ……………ああああああああああああああああああああああッ！」

　彼は憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで振り向いた。その目の前には、既にエリーゼが悠ゆう然ぜんと立っている。

斜めに振り上げられた刃が、大きく弧こを描いた。同時に、男の憎悪の滲にじむ絶叫が響く。




「エレイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイインッ！」




　男の首が、横に滑り落ちた。間抜けな音を立て、頭部が床に転がる。頰に飛んだ血の滴しずくすら拭わずに、彼女は男を見下ろした。その蒼い目は、冷たく醒さめている。




　他の『領地』に侵入した際も同じだった。

　エレインという名に、彼女は負の感情以外を見せたことはない。




　だが、本来の彼女は、もっと穏おだやかな笑みを見せる少女だった。

『領地』での凄せい惨さんな記憶は、瞼の裏から溶け消えていく。代わりのように、先程見た笑みを、グランは思い描いた。膝ひざを抱え、二人だけの名を囁き、彼女は微笑ほほえんだ。




　それは、彼が初めて見る、彼女の無邪気な表情だ。

『これが、二人だけの名前です。どうですか、グラン、なんだか………』




　嬉しいという感情は、彼にはわからない。だが、あの笑みの尊とうとさは理解できた。そして時に蒼い目に宿る冷れい酷こくな光も理解できる。彼女は二人だけの名前を嬉しいと語った。

　二つの名を呼ばれた際、彼女の見せる表情の違いこそが、恐らくその感情の表れなのだろう。彼女が穏やかな表情を浮かべられる名前は、きっと何よりも重要な物だ。




「………………………あぁ、なるほど。わかった気がする」

「…………………何がわかったと言うのですか、グラン？」

「エリーゼ・ベローという君の名前は、とても重要な物だ」




　ふっとグランは囁いた。首を傾げるエリーゼに構わず、彼は話を続ける。




「その名を君が蔑ないがしろにしては、私はその扱あつかいを理解することはできない………恐らく先程の君の反応は、私が二人だけの名を蔑ろにしているように、思えたが故ゆえのものだろう。それならば、私は君に悪いことをしてしまったのだろうな。本当にすまなかった」

　そして、私は、君と君の付けてくれた名を蔑ろにしようだなどと、考えたことはない。

　それを、理解してはもらえないだろうか。




　グランは首を傾げ、エリーゼに尋たずねた。彼女は、蒼い目を瞬かせる。

　半なかば眠りかけていたのか、彼女は数度、大きな目を擦こすった。それから、呆ぼう然ぜんと言う。

「………………は、恥ずかしいことを、よくもまあ堂々と言いますね、貴方は」

「すまない。その感情も、よくわからない」

　グランは首を傾げた。エリーゼは銀髪を軽く搔かき乱みだす。

「えーっと……………そのですね、何と言えばいいのか」

「………………………」

「…………………………私は貴方がですね………………………えーっと」

　そこで、エリーゼは口を閉ざした。彼女は、じっとグランを見つめる。

　そして、真剣な表情で続きを紡つむいだ。




「貴方が、『名無しの化け物グラウエン』である前に、グランでいてくれれば………そして、そのことに、心地好さに似た感覚を覚えてくれることがあるのならば、嬉しく思いますね」




　思わぬ言葉に、グランは口を閉ざした。数秒後、再び彼は首を傾げる。

「………………私は、『名無しの化け物グラウエン』だが。それに心地好さもわかるか、どうか」

「無む理り強じいは決してしませんよ。ですが、やはり人も化け物も誰だれかに呼ばれる為ための名を持つべきだと、私は思います………家族に名を呼ばれるのは、嬉しいことでしたから」




　彼女は僅かに微笑んだ。それは、かつての喜びと、今の悲しみが混ざった笑みだ。

　グランは目を閉じる。その感情も、彼には決してわからない。




　だが、一瞬、何か懐なつかしい音が耳元を掠かすめた。

　────────ねぇ、■■■




　頭痛を覚え、グランは強く目を閉じた。だが、砂すな嵐あらしにも似た声の渦うずは、緩やかに消えていく。僅かに目を開き、彼はエリーゼを見た。

「なぁ、エリーゼ。私は…………」

　そこで彼は言葉を切った。目を閉じている間に、随分と時間は経過していたらしい。

　気がつけば、安らかな寝息が聞こえていた。毛布にくるまり、エリーゼは目を閉じている。いつの間にか、彼女は眠りについていた。彼は紡ぎかけた言葉を飲み込む。




　この話の続きは、明日、すればいいだろう。

　明日もあさっても、二人は共にいるはずだ。




　代わりに、彼は彼女に囁く為の言葉を探した。今、この時に、確か言うべきことがあったはずだ。以前、エリーゼに聞いた言葉を思い返しながら、彼は頭上を仰ぐ。




　そして、囁いた。




「………………あぁ、そうだ」

　おやすみなさい。よい夢を。




















了　










　あとがき




　初めましての方は初めまして。

　知ってるぜの方は、いつもお世話になっております。




　著者の綾あや里さとけいしです。この度たびは、「アリストクライシⅠ for Elise」を手に取って頂き、誠まことにありがとうございました。遂ついに文庫化ですよ、やれ、めでたい、めでたい。




　立ち読みだけどな、とおっしゃる方は、そんな殺せつ生しようなことを言わずに。実は、少量ですが書き下ろしもありますので、脇わきに挟んで、レジに向かって、店員さんに笑顔でにこっと差し出せば、ミッション完了ですので、どうかよろしくお願いします。




　こちらの話は、FBonlineエフビー・オンラインで、連載していた「アリストクライシ for Elise」に、書き下ろしや修正を加え、文庫化した物になります。




　ファミ通文庫で現在刊行中のシリーズ、「B.A.D.バツド」と同時連載の作品ですが、実に楽しく、綾里なりのファンタジー世界を書かせて頂きました。




　確か、最初に連載の話を頂いたのは「B.A.D.」三巻が、刊行された頃だったかと思います。その後「B.A.D.」との執筆期間の兼ね合いもあり、形になったのは二〇一二年に入ってからでした。時間はかかりましたが、こうして文庫にもなり感無量です。




　今になり企画原案を見直してみたところ、最初は『穴蔵の悪魔アリストクライシ』の少女、エリーゼと『穴蔵の悪魔』に殺されかけたところを、彼女に救われたある少年の復ふく讐しゆう譚たんでした。




　それが改稿を重ねるうちに変化し、最終的に二人の化け物の話に落ち着きました。




『二人の旅路』『復讐』『少女』『銃』等のコンセプトは変わっていませんが、ケンジーは当初、『穴蔵の悪魔』の一巻死亡キャラの名前でした。あと、初しよっ端ぱなから主人公が公開処刑されかかったり、妹が食われていたりしました。色々変わり過ぎである。




　また、エリーゼは、もっと鋭い毒舌で、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいなキャラクターでした。彼女の穏やかな方向への変化は、相方がグランになった点が最も大きいと思います。

　色々と企画原案から、変更が加わりましたが、最終的には、大幅に時間を頂き、一から丁てい寧ねいに書き直しました。原案だけでなく長期に渡る執筆から文体も変わったので、提出した初稿からも、もう一度書き直しています。付き合って下さった編集さんに、心から感謝を。このように、色々と苦労した話ですが、その分愛着もあります。




　これから先の展開も含め、二人の旅がどうなるか、今では、大体の構想は決まっていますので、続きを書ければ大変嬉しく思う次第です。




　ともあれ、新シリーズの開始は、嵐の船出に似たものがあると思うので。どこまで行けるかは不明なのですが。二人の旅路を、どうか見守って頂ければ幸いです。




　この本が発売される頃には、FBonlineにも、「アリストクライシ」特集記事が掲載されているはずです。まだ見ぬ特集に、心躍ります。併せて、ご覧頂ければ嬉しいです。




　それでは、以下は自著に恒こう例れいの御礼コーナーになります。




　担当の儀ぎ部ぶさん、今回もお世話になりました。色々話を聞いて頂き、ありがとうございます。絵師のるろおさん。美麗な絵に、何度も息を飲みました。キャラクターに息を吹き込んでくださり、ありがとうございます。デザイナー様、素敵な表紙デザインをありがとうございました。そして、出版に携たずさわってくださる、多くの関係者の皆様に感謝を。大好きな親友、友人達。大切な家族と、特に姉。いつもありがとう。




　そして、読者の皆様に最大の感謝を。

　二人の旅路を手に取って頂き、本当にありがとうございました。




　こっそりと宣伝になりますが、よろしければ、ファミ通文庫で同時連載中のシリーズ、「B.A.D.」もよろしくお願い申し上げます。「アリストクライシ」より、ダーク色の強い話になりますが、手に取って頂ければ幸いです。なにとぞ、なにとぞ。







　それでは、この辺で。またお会いできれば幸いです。

　次はきっと、新たな街の、閉じられた戦いの話です。





二〇一三年三月　綾里けいし　
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